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率
ひ
て
脑
退
し
ャ
愛
に
陳
船
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八
三
四
年
の
，創
立
以
來
纖
に
三
年
に
し
て
分
裂
す
る
‘に
到
っ
た
。
3
.分
裂
後
同
搬 

は
萎
微
ど
し
て
振
は
す
、.一

八
四
〇
年
職
官
憲
が
獨
逸
支
部
の
所
在
を
嗅
ぎ
っ
け
た
頃
は
、
菅
だ
空
し
き
形
骸
を

.lb
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め
て
ゐ
る
に
趣
ぎ
な
か
つ
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に
反
し
で
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盟
脫
退
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急
進
派
の
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中
心
に
同
三
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^
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同
じ
ぐ
^
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に
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に
秘
密
結
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|
1
.を
組
織
す
る
こ
せ
ビ
な
っ
た
0
而
し
て
此
秘
密
結
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.は
亡
命
者
同
盟
の
.不
振
な
る
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し
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踏
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し
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ば
宣
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^
共
に
陰
謀
幽
體
で
あ
っ
た
P
勿
論
當
時
の
佛
蘭
西
で
は
斯
樹
の
團
結
«
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
自

#

«

の
形
態
を
猓
る
外
は
な
か
っ
た
。囊
に
亡
命
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盟
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1 1
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 d
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蹦
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る
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d

。
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t
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n
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は
同
盟
の
統
制
を
行
ひ
、
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i
h
a
l
l
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は
财
政
、
及
び
秘
#
事
狡
を
同
り
，
同 

盟
内
部
の
紛
爭
に
際
し
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は
名
®
裁
判
に
依
て
調
停
す
る
の
任
膝

-̂
有

す

る
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來，，.vorstand 
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に
對
し
て
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絕
對
服
従
の
義
狢
が
存
し
た
が
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後
選
擧
に
侬
て
任
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さ
れ
る
叫
ど
な
っ
た
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全
體
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し

て
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嚴
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な
る
力
て
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ル
的
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に
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し
て
遙
か
.に
民
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な
つ
た
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規
約
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.保
存
さ
れ
て
な
い
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め
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不
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あ
る
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乍
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れ
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で
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打
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ず
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れ
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で
あ
名
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和
國
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し
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府
で
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則
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で
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解
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起
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共
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體
を
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德
的
敎
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び
.奴
隸
制
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の
廢
此
を
求
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だ
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者
ネ
. 

w
i
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督
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を
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し
、
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秘
を
.政
治
に
觉
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，
全

家
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度
外
既
し
て
、；
直
.接
•
•の
神
秘
的
^
放
を 

考
へ
だ
.。
國
家
は
恰
も
最
初
.の
*
督
敎
徒
に
依
て
®
界
が
廢
止
さ
れ
た
様
に
ノ
撤
廢
.さ
る

、で
あ
，ら
ト
ノ
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產
社
會
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し
て
國
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恰
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會
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職
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治
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督
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徒
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で
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い
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大
ぢ
な
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三
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盟
は
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n
g
'
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に
同
盟
の
新
綱
®

起
草
を
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鉢
し
た
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し
て
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の
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に
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く
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的
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主
蓊
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想
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資
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密
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版
し
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獨
逸
手
エ
業
者
0.
,間
に
頒
布
し
た
。
此
.事
實
に
徵
'し
て
、

ッ
ィ 

ト
リ
，ン
グ
の
思
«1
が
^

に
.同
盟
內
.に
深
ぐ
浸
.潤
し
て
ゐ
/2
事
は
明
白
で
ぁ
る
，
彼
は
叉
ズ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
階
級
闕
维 

の
极
據
地
た
る
結
社
ば
同
時
に
將
.來
社
會
の
邸
體
ど
な
な
け
，れ
■ば
な
ら
な
い
の
兄
解
か
ら
、
B

il
i

在
住
の
裁
縫 

職
人
の
爲
め
に
共
康
生
義
：§
食
觉
を
建
設
し
た
'
§
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同
盟
中
の
有
力
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ど
し
て
は
前
記
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l
h
e
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m
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に
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r
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I

p

c
の
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e
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b
u
r
g

に
生
-れ
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一
八
三
.ニ
牟
、
未
，た
、
ギ
ィ
セ
ン
の
林
學
生
の
時G
e
o
r
g

 

B
Q
c
h
n
e
r

の
陰
謀
に
加
は
^
/ g

Je
に
一
八
三
三
.年
四
月
，三
.日
フ
ラ
ン
：ク
フ
ル
‘
ト
辦
冲
.に
述
.坐
し
、
投
獄
せ
ら
れ
-た 

が
逃
れ
て
瑞
西
に
到
6
此
地
で
麥
酒
：_
造
人
ど
な
つ
て
糧
を
儲
け
、

一 .

八
三
四
ギ
土
月
*
有
名
な
る
マ
ッ
チ
二
の
ザ 

.グ
ォ
ァ
製
猶
に
參
加
せ
し
た
め
弭
が
瑞
西
を
迫
は
れ
て
巴
^

に
移
り
植
字
エ
ざ
し
て
生
活
を
營
ん
で
ゐ
た
。

ャ
ー
ン
ゲ 

ル
ス
，は
.彼
を
評
し
て
日
く
‘『

梁
斷
に
し
て
糨
カ
||
£
盛
な
る
傲
丈
.夫
、
ブ
ル
ジ
3
ヮ
的
存
在
匕
生
活
ビ
を
»
す
る
_徵
悟 

.を
箱
す
る
彼
こ
そ
は
脒
に
三
十
年
代
の
活
蹓
の
示
す
が
如
く
眞
に
職
業
的
裉
命
家
，，の
典
型
で
ぁ
る
。
彼
の
思
索
は
聊
ノ

の
^
!は
.わ

つ

た

！

•て
^
^
*
-
:

i.

て
-

^

を
/
:
 ̂い
で
；
.

わ」

、
、

.1 
f
J
^
V
A*
'

•で
.：̂̂
:
,ハ-
&ハ
：ウ
 

c*」

o

が
自
ら
煽
動
家
.の
.非
を
悟
つ
て
共
産
主
義
漭
に
な
つ
た
の
に
徵
し
て
も
頷
か
れ
る
。
彼
は
又
一
度
#
だ
自
分
の
考
を 

頑
強
に
固
執
し
た
。
彼
は
其
故
に
0

己
の
軍
命
的
情
熱
を
理
性
に
依
’つ
て
押
し
通
ふ
さ
ぅ
だ
し
た
。
併
し
乍
ら
彼
は 

後
で
直
ぐ
自
己
の
非
を
悟
つ
た
。
跛
は
圓
滿
な
人
間
で
め
つ
た
。
彼
が
獨
逸
勞
働
運
動
の
妞
設
に
薇
し
た
業
蹬
は
決 

し
て
忘
れ
る
事
は(

出
來
な
ぃ
：

』

：
ビ
0
<1
2 

J
o
s
e
p
h

 

M
O
U

は
キ
ョ
グ
レ
生
れ
の
時
^

エ
で
ぁ
つ
た
。

エ、
ン
ゲ
ル
ス
は
彼
を
評
し
て
言
ふ『

中
背
の
へ
ル
ク
レ
ス
、 

精
力V

粜

斷

はS
c
h
a
p
p
e
r
,

 

B
a
u
e
r

 

:

に
遜
色
無
く
、
而
も
精
神
的
.に
は
是
等
兩
人
に
優
つ
て
ゐ
た
。
彼
の
多
く
の
使 

群
ビ
し
.て
.の
旅
行
0
.結
粜
に
も
分
る
通
り
"

生
來
の
外
交
家
た
る
の
み
な
ら
す
、
亦
趣
論
的
涧
見
に
も
竦
く
な
か
つ 

た
。
自
分
.は
一
八
四
三
¥

菇
等
三
人
:̂

倫
敦
で
栩
識
る
こ
^

(£
な
.
.つ
た
。
攸
等
は
自
分
が
識
.る
こ
ど
を
得
た
最
初
の 

革
命
的
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
で
ぁ
つ
た
。
又
當
時
：吾
々
の
觅
解
は
1
4に
栩
違
し
て
ゐ
.た
が
I

何
ど
な
れ
ば
彼
等
の
敉
M

.時

.'や
0 

ー'
人
.前
.に
な
.、
.̂
ぅ
ミ
し
て
'ゐ
..た

時

に

.當
T
是

等

眞

實.な

：
る

1

一1氏

々

ら

受'け
^
威

激

的2
1象

は

決

し'て

,&
.ホ 

る

こW

は

出

來

な

い

』

ビ
o g.

H
e

5*rich 

B
a
u
e
r

は
フ
ラ
ン
ヶ
乂
生
れ
の
-製
靴
エ
で
1
元
氣
で
、
快
活
で
，
奇
智
，に
富
み
、
«
倭
少
な
る
體
歡
の

中
は
狡
猾
S
粜
斷
の
精
神
に
充
ち
充
ち
て
ゐ
た
。g

Germain 
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：
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應

さ

れ

て®

た
.た
、め

に

、
尙

ほ

依

然

5
し
て
、
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仰
：い
で
ゐ
た
。

.
1八
.
2九
^

五
月
十
1
.
:
1
白
>

3

|
6.
3

|
 

疋
義
者
同 

监
も
功
之
に
參
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縛
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西
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織
ょ
6
國

際

へ

、
：
：

.

量

‘f

偸
|

轉
後
、，
|

内
部
に
現
は
れ
5

筆
す
パ
i

化
は
、
本
I

內
部
.に
於
け
：る
I

の
狹
益
な

M

i

l

,

,
之
？

タ

ァ

ナ

て

ナ

ァ

i

s

生
、
換
f

 
r

g

H

 

f

l

i

l

l

:への
#

化
で
ぁo

た
。

®
 

i
斯
.

4
化

I

々
ど
し
s

 

W月
の
g

s

^

ヵ 

ー

ノ

ょ

々

二

ク

：>
 

H
v
v
,

ス
加
S

前

に

.到

る

時

期

に

於

い

て

愈

-
そ
の
.
然

た

る

霧

を

宝
!:
^

■

"

! ;
.
ァ
 

i

l

l

 マ

昼

^
^
^

I

 

ロ

レ

す

ァ
I

,

ジ
,
ァ
？

I

I

I

が
f

卑
ぐ
、
而
も
I

I

 

く

''
i

t

力
韻
爾
に
比
し
て
、
S

S

發

营

遙

か

に

有

利
I

溫
床
S

つ
2

は
：自
然
の
數
で
’

^
^
^
^

,

 ̂
ロ
レ
タ
リ
ア
ク
&
初
の
澍
織
吖
政
權
趣
狗
運
動
.ど
し
.て
知
ら
る
、
チ
ヤ
ア
テ
ィ
ズ
^

U

提
炎f

し
！

汗
て
ぁ
つ
た
。
S

此
时
代
に
？

て

蕾

の

ズ

こ

タ

リ

ァ
の
胸
平
に
は
階
級
意
輯
の 

及
長
ミ
ず
ー
ィ
ン
タ
ア
ナ
シ
"
ナ
，ア
ル
の
威
情
.ィ
ン
タ
ア
.ナ
：ミ

之V

始
んV」

時
を
同
じ
ぅ
し
て
佛
聪
«

を
初
め
波
跑
等
の
.歐
»

巴

諸

國

は

茶

命

的

遝

動

.
や

取

命

に

见

舞

は
れ

_
_
_ 

, 

0̂
.

等

§.雄
命
.述
動
.に
挫
;*
し
た
諸
:1
|
'
,の
し
し
翁
客
が
相
前
後
し
て
‘續

々VJ

英
國
に
逝
れ
.炎
。
楚
等
の
^
實
が
英
國
の
無
齑 

階
級
：に
ィ
ン
タ
ア
ナ
シ
:.
:
-
•
ナA

の
撤
神
を
親
炙
.さ
.せ
.る
事
ど
な
っ
た
。
例

之一

八
三
0
年
の
始
、
英
國
に
於
け
る
最
初 

s0
: w
も
最
も
有
力
な
る
，プ
ロ
-
タ
リ
ア
出
版
業
者 

H
e
t
h
e
r
i
n
g
t
o
p
^

'f
i

g

^

sIA
^

p

s

n

y 
P
a
p
e
r
s
"

後
の 

p
o
o
r

 

M
a
n
V

 

G

g

r

d
,f
ポ

洳

-f
其
紙
數
の
過
半
を
ば
、
.外
國
事
仲
の
報
道
、.
.及
び
論
評
に
割
き
、
.成
は
波
關
の
獨
立
を
視 

し
ノ
或
は
;«
菊
牙
叛
革
‘命
.の
.暴
擧
を
雛
じ
"
或
ひ
は
七
月
革
命
第
一
周
.年
*;
祭
を
發
起
し
た
。
CO
而
し
て
^
罾
賭
外 

.國I

に
：於

臂

る

解

放

戰
_
に
對
す
る
英
ti
l
ブ
口
•
レ
タ
リ
ア
の
同
情
に
は
脒
に
ブ
ロ
レ
タ
.リ
ア
的
性
®
が
濃
厚
に
%
は
れ 

兮
ゐ
龙
の
で
ぁ
る
。
の

ド

”

で
9

ベ
”

.

*-
-
*
^
ニ-;
0

_
德
4

6
阐

〇

靡0
終

に

か:»
ズ
»
救
«

^
反

對
^
^

の
■政
治
的
解
放
運
動
に
忙
し
.か
っ
た
。
.併
し
此
多
忙
中
に
在
っ
て
も
決
し
て
諸
外
國
問
題
の
推
移
をg

却
す
る
事
は 

決
^H

無

：か

つ

た

。

常
■時
チ
ヤ
.，；ア
^
 

S
t
a
r
r
-

の
第
一
而
は
栩
變
ら
す 

F
o
r
e
i
g
n

 

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
c
e
:

の
標
題
の
下
に
諸
外
國
.の
.離
#
を
論
評
し
た
。

一
八
三
八
年J

u
l
i
a
n

安

旨

7
_
の
設
立 

a
t2
:f
B
;:
o
c
r
a
t
i
c
A
s
s
o
d
a
t

o*
p
雜
當
時
脒
に
倫
敦
*
住
の
諸
外
國
亡
命
客V

極
め
て
*
密
な
る
»]
係
を
結
ん
で
ゐ 

;^
r:
°
i
i命
者
の
群
は
或
は
蕾
貝
會
、
.俱
樂
部
を
紐
織
^
、
時
に
は
自
國
の
'解
'®
.日
を
祝
し
：、
或
は
又
チ
ア
ク
ィ
ズ
ム 

の
：實
際
運
磡
に
も
參
加
し
た
"
.彼
等
が
國
際
的
感
情
必
發
達
に
貢
献
し
た
點
は
决
し
て
少
く
な
，い
。

一 

八
四
四
年
八
月
ッ
ィ
ト
リ
ン
グ
が
論
敦
に
來
た
る

や、翠九̂
二
十
ニ
日
、
英
、
佛
、
獅
の
典
產
主
義
者
は
被
の
た 

め
ね
鄕
火
な
る
歡
迎
會
を
催
し
た
ッ
社
會
主
_
音
樂
團
の
合
唱
.

V
J

管
敘
樂
は
腐
日
の
.興
を
，一，
.段VJ

添
へ
た
。
.此
の
間 

に
*
て
.社
食
生
_
國
我
傭
嗡
長
_
0
^
:
で
，
，
N

l
 

Ivlcral. .
W
o
r
l
d

 

^
の
主
幹
3
e
m
i
n
g
.
;
«

ii
西
勞
動
潘
俱
樂
部
^
变 

笫

ニ

屮

参

C

虐

〕

マ
孓
シ
メ
ム
前
此 

' 

笫： 1

鷀

セ

三

：



第11

十

二

卷

(

七
四〕

，
ヤ
タ
シ
メ
ム
前
史 

第一

號 

七
：四

c
h
f

 an:

、.獨
逸
*
產
虫
義
俱
樂
部
代
表S

c
h
a
p
p
e
r

等
は
交
々
®
て
彼
の
.た
め
に
熱
*
な
る
歡
迎
の
僻
を
述
ベ
た 

が
M

®
是
等
の
演
說
の
.中
に
は
何
れ
^
イ
ン
タ
ア
ナ
ジ
ョ
ナ
ア
ル
の
精
)»
が
强
調
さ
れ
て
ゐ
た
。
此
會
合
は
實
に
# 

國
の
社
會
生
_
者
が
一
同
に
會
し
で
*
會
主
義
の
同
胞
提
携
の
精
神
を
發
揮
丄
た
最
初
め
國
際
的
會
合
で
ぁ
っ
た
。
€ 

.
'深
四
茧
年
に
入
つ
て
此
傾
向
は
页
に
著
し
い
+進
埗
の
跡
そ
示
し
て
ゐ
る
。
九
月
二
十
二
日
、
佛
蘭
西
第一

共
和
國 

機
設
を
紀
念
す
る
た
め
英
國
の
チ
.ャ
.
.

ア
ー
ス
ィ
ス
ト
主
催
.の
谧
犬
な
る
國
.際
的
紀
念
祭
が
行
は
れ
た
。
會
ず
る
も
の
獨 

逸
a
、
.佛
龆
西
人
、
伊
太
‘利
人
、
西
班
牙
人
、
波
腹
人
ク
匈
牙
利
人
、
土
耳
古
人
等
で
、
，チ
ヤ
ア
テ
.ィ
ス
ト
の
倣
袖 

T
h
o
m
a
s

 

c
o
o
p
e
r

が

司

.#
し
た
。
チ
ャ
..ア
テ
.ィ
ス
-ト

の

機

關

雜

詰

ご

Star 

-の
生
幹H

a
r
n
e
y
.

佛
1
西
共
* 

张

義

者B
e
n
i
e
r
-
F
o
n
t
a

s'e, 

M
o
l
l

及
び
ツ
イ
.ト
リ
ン
ダ
が
夫
々
祝
僻
を
述
べ
最
後
に
各
國
の
革
命
歌
を
高
唱
し
た
。
 

フ
イ
ト
リ
ン
グ
は
：火
要
左
の
如
き
演
說
を
試
み
た
,,
°
_ 

. 

.

『

此
會
合
は
人
.類
の
胸
中
に
.微
燒
し
て
ゐ
る
共
通
の
：感
情
如
ち
同
胞
愛
の
感
情
に
對
す
る
一
表
徵
で
ぁ
る
。
f

、 

縦
令
、
*
共
通
の
感
情
を
相
互
に
傅
え
る
た
め
に
、
@

々
の
敎
育
の
結
果
ミ
し
て
種
々
.の

人

を

；要

する
ビ
い
へ
、
又 

册

威
»
め
交
換
が
言
語
，の
相
巩
に
依
て
妨
げ
&
る
、V
は
言
へ
、
幾
千
の
偏
見
が
菩
々
の
共
同
の
.敵
の
た
め
結<

2

せ 

ら
れ
ぜ
刺
用
せ
ら
れ
、
そ
の
結
梁
、
.意
志
の
疏
通
、
普
遍
的
向
胞
愛
が
促
進
せ
ら
れ
ず
寧
ろ
妨
へ
け
ら
れ
て
ゐ
る
ビ
は 

言
へ
>

是
都
の
障
僻
は
決
し
て
こ
の
カ
强
き
、
，愛
糖
に
高
む
感
情
を
消
滅
せ
し
む
ゐ
绑
は
出
來
な
い
。
此
感
惝
こ
そ 

は
備
め
る
も
の
を
そ
の
惱
め
る
同

志
に
、

ょ
り
ょ
き

狀

態
.の
た
め
に
.戰

，ふ
®

士
を
其
.戰
.友

に

結

びつ
け
る
所
の
も
の 

で
.ぁ
る
-
:
:』

ど
最
後
に
ワ
イ
ト
ソ
ン
グ
は
乾
杯
し
て
謂
.
^
、

『

靑
年
歐
羅
巴
め
た
め
に
。
萬
國
，の
民
.中
：51
*
義

-#
立
、
過
去
の
嫉
視
反
目
を
か
：な
ぐ
ら
粱
て
、
同
胞
の
フ
ア
.ラ
ン
ク

ス
を
組
織
也
允
«
制
キ
：義

の

破

壤

、

平

等

の

|

般
的
勝
刹
K
邁
進
'せ
ょJ

マ

」

。
(-
0 

，同
年
の
末
顷
チ
ャ
ア
一,
ィ
ズ
ム
の
首

領Feargus' 

Q
c
o
i
r
-

の
發
起
-で
、
通
稱
ごo

r
a
t
o
r 

:

或

は

ごpe
t
e
r
l
o
o
:

J
殺
の
^ !
雄
S
麥
ば
る
、

H
e
n
r
y

 

H
u
n
t

の
.誕
生
日
を
祝
し
た
。Schapper, 

w
e

l
g

は
.

「
茁
國
の
民
主
主
義
®
 

a

t

k
叫
ん
で
乾
杯
し
た
，。
词
ー
月
に
波
關
移
住
足
俱
樂
部
は
一
八

三

〇
年
反
亂
の
闘
士
o
cr
e
r
s
t 

O
b
p
r
s
k
i

の
'發 

%

 
二 
士
年
前
刊
死
し
介
十
01
月
黨
員
逍
悼
文
奄
施
蓽
也
#
。
':
:
チ
.：ャ
ア 

'ブ
，ツ

ネ

ト

、
.：
佛

蘭

西
:«
:
會
主
義
潘
，
ぺ
マ
ツ
チ 

二
猶
笊
の
：靑
雒
例
太
刹
の
：̂

典
费
議
膚
も
亦
此
の
^
悼
文
に
署
名
‘じ
た
タ
0

 

之
ょ
：な
_

」

照
四
年
の
終S

T

獨
逸
人
、
餅
太
利
人
、
波
蘭
人
の
問
に
、
萬
國
R
主
主
_
者
の
會
合
所
た
る
可
き
、 

國
際
的
組
織
建
設
の
氣
述
が
熟
し
、
翌
四
.五
年
の
，初
、
cnc

h
a
p
p
e
r

及
び
波
脇
人O

b
o
r
s
k
i
.

-CD
.

幹

旋

で、，，
The. D

e
3

マ 

cratic .Friends 

of 

A
U
.
N
a
t

o*
n

s
が
設
立
さ
れ
た
。
本
園
體
の
主
な
る
目
的
は
.各
®
民
'に
同
胞
的
感
情
を
驯
致
す 

る
に
生
つ
た
で
比
目
的
を
促
進
す
^
た

め

に

定

時

の

會

合

を

催

.，し

.'T
會
:.
H
相
互
.の
潮
腿
を
钟
り
亡
命
漭
に
對
し
て
援 

助
を
與
へ
た
。
.嘗
貴
は
.主
^
む
て
佛
蘭
西
、
獨
逸
、
波
蘭
の
亡
■命
者
に
少
數
の
，急
進
的
な
英
國
人
で
あ
つ
た
。
押 

司
盟
組
織
^
國
際
化
に
最
も
深
き
影
饗
を
與
え
た
も
の
は，，.Fraternal 

D
e
m
o
c
r
a
t
s

 

i
で
あ
.つ

た

。
前

述

の

佛

.蘭 

西
第
.一：
共
和
國
建
設
紀
念
祝
贺
會
の
席
上
ゝJ

i
n
'

 H
a
r
n
e
y

は
激
て
偷
敦
诳
住
の
各
國
民
主
生
義
漭
が
亙
に
而
識 

接
觸
の
機
會
乏
し
く
、
各
國
.の
狀
勢
に
疎
ぐ
動
.
4

す
れ
.ば
欺
瞞
的
な
ブ
ル
ジ
.
ョ
ソ
新
聞
紙
の
.報
遨
を
.信
.賴
す
る
の 

.取
あ
る
を
遺
慽
.さ
し
各
樾
.の
社
:#
主
義
者
.を
網
羅
す
ベ
,

國
際
的
圈
體
組
織
の
急
務
を
當
日
の
參
嚼
赉
に
慫
慂
し 

た
パ
、
1 1

^
に
容
る
る
所
ど
な
つ
て
同
年
末
成
立
し
:/
2
の
が
此
.の

，，
Fraternal 

D
e
m
o
c
r
a
t
s
.
"

で
:^
つ
て
勞
働
者
. 

階
級
の
最
初
の
國
際
的
組
織
、
.
.
或
る
意
味
に
於
い
て
第
一
イ
ン
タ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ア
y
の
先
蹤
で
あ
る
i

ci
は
れ
て
ゐ
. 

郃
二
十
二
卷(

七
五O

:

マ
ゲ
ク
シ
メ
ム
前
史
. 

.
0

.

S

.

七
卑
-



第
一
1十
1

¥(

rb
六〕

マ
少
ク
シ
ズ
ム
前
史

の
f

思想

f

 
t

s

i

 

!

が
.
倫敦

|

者靈の費地.
たる鄉
 

見

に

f

は必耍であつ

.

た。
民

I

s

人
S

1

般的、
永
久
的
隸
盒
濟
し
た

.

J

ィ
方
レ
て
I

數

麗

|

_

|

の
囊
は
是
等
I

I

活
を
I

す

る

置

£

て
%
ぐ

f

f

ザ
i

蘭
f

伊
1

会

對

し

て

、
屢
I

靈

、
塊
太
利
の
束
縛
か 

f

 

の
全
部
で
I

|

_

藥

1

い
。無

t

一
 

八

M

g

双しない

i

l

l

す
t

g

§

_

g

ける民族の

I

I

I

寫少

^

^

f
彳

I

の
端
緖
T

$

-

s

■的
進
I

猶
大
さ
れ
て
、I

、
民
族
は
負
己
を
支
配
す
る
主
人
I

I

明

f 

• 0

s

s

^

s

^

s

0

i

0

M

M

^
 

英
國
，
佛

爵

0

ロ
_

 

.

國
に
於
ぃ
て
何
等
民
族
的
精
神
奢
刺
激
す
る
を
要
し
な
ぃ
、
寧
ろ
之
.？
反
對
墓
佛
兩
國
に
於
け

1 -
齡
の
W
の
^

 ̂

^

，
句ナ、
す

 

V 

ば
I

ぬ。予
鐘

I

黯層階

_

麗

|

.

|

2

論

|

圓
¥

会
羞

|

る
&

1

_

^

§

^

§

0

i

M

^

P

S

O
 

は
f

 
合

慕

で

あ

H

I

。
波
わ
、
、 

含

西

人

、
#

f

，|

利

翁

互

-に
I

離
し
-て

ゐ

る

悬

的

差

蕾

縱

令

何

で

あ

f

のを妨げはしなか

.0
:

た。谓らば

£

等
諸
國
の
國
民
は
自
己
の
！
E
I

II
I

を
獲
#

す
る
た
め
に
何
故
團
結
す
.べ
き
で
は 

な
い
か
。：：莴
國
：々
民
:0
;

問
题
即
ち
勞
働
、
M

®

的
被
撖
収
.
的
勞
働
の
.

問
題
は
.同

一 .

で
あ
る
。

’

少
數
漭
の
歷
刺
、
多
«

 

者
の
隸
«

狀
態
は
各
國
に
ょ
5

て
夫
々
界
な
れ
る
も
、
而
も
®

本
的
傾
向
に
辛
；つ
て
は
同
一
で
あ
る
。

[0

れ
の
國
に 

於
い
て
も
小
麥
を
作
^
人
々
は
馮
鈴
藉
で
注
活
し
て
ゐ
る
。
家
®
を
營
む
人
々
は
一
片
.

の
肉
す
ら
口
に
し
な
い
。

«

 

萄
を
栽
培
す
る
人
々
は
芳
醇
な
ろ
®

萄
酒
の
猹
滓
し
か
得
ら
れ
な
い
。
衣
服
を
製
造
す
る
人
々
は
襤
褪
を
*

て
：*

る
.
o 

家
を
建
セ
る
人
々
は
_

辑
に
棲
む
。
總
T

の
必
需
品
、
姨
樂
品

"

聱
澤
品
を
製
造
す
る
人「

々
は
貧
乏
に
沈
溢
.し
て
ゐ
へ 

る
。
愁
訴
莕
難
は
萬
國
勞
働
#

を
.
通
じ
て
同
1

で
は
な
い
で
あ

ら

ぅ
が
。
彼
等
の
利
益
も
亦
同
'|

で
は
な
い
か
，;0
宇 

段
に
對
す
る
见
解
は
何
れ
も
相
招
せ
る

か
も
知
ら
^
、
又
事
情
に
依
て
止
む
な
く
平
段
を
興
に
す
る
か
も
#

ら
ぬ
、 

併
し
、
大
な
る
窮
疴
の
目
的
、
人
類
の
眞
實
：の
解
放
ビ
.

い
ふ
H

的
は
：總
て
の
も
の
の
IH
l

g

,で
あ
り
照
*

點

^

な

»
:
れ 

ば

な

、
b

ぬ』

ど

。

の

獨
逸
勞
働
者
敎
育
俱
樂
部
が
彼
の
：高
調
し
た
國
際
的
滿
神
：に
深
き
感
鄭
を
受
け
た
こ
ど
は
想
像
に
雛
く
な
い
。

,
,Fraternal D

emocrats 
ニ
の『

總
て
人
類
は
同
胞
な
^V』

ど
の
檫
語
は
シ
ャ
ッ
パ
ァ
の
示
唆
'で
興
儘
前
記
俱
.樂
部
：の 

標
.
^
€さ
れ
た
.
*
.き
ー
此
間
の
消
息
を
物
静
る
も
の
.：で
あ
'る
'。

V

 

'以
上
述
ベ
た
如
き
各
種
の
國
際
的
會
合
、
國
際
的
圈
體
0
影
響
を
受
け
て
獨
逸
勞
働
者
，敎
宵
俱
樂
部
の
組
織
、
精
神 

も

當

：然

變

化

し

た
:0
會
.M
の
如
き
冬
從
來
殆
んV」

獨
逸
人
に
制
服
せ
'ら
れ
て
ゐ
た
が
今
や
瑞
西
人
、
ス
力
ン
デ
ナ
グ
ィ 

ヤ
人
、

和_
人
、
@
牙
利
人
、
ォ
ユ
ッn

人

、

；
：
シ

ヤ

人

、

.南
部
.ス
ヲ
、グ
人
、
エ.ル
.ザ
ス
人
等
が
加
入
す
る
樣
に
な
つ 

四
七
年
に
は
英
國
の
近
衛
挪
彈
兵
す
ら
出
入
す
る
様
に
な
つ
た
;0
俱

樂

部

の

名

秫

，も

共

產

主

義

勞

働

者

敎

育

俱

第
ニ
十
.二

卷

(

七
七.
.

)

マ.
少
？
ゾ
ズ
ム
.前
也

 

第
.
.1._

^

-
u
.
.b
:
....



第11

十
I
s 

crb
A

o

"r
>v
ク
シ
'ス
ム
前
.史

 

第一

披

樂
部
C
改
め
ら
る
、
> に
到
.つ
た
。
C8
)
.斯
く
て
俱
樂
部
の
國
際
化
が
又
其
母
體
た
る
正
_
豸

同

盟

の

'
土

に

影

響

を

與

え 

た
事
は
.論
を
俟
た
ぬ？

一
八
四
七
年
九
月
，「

共
康
主
義
新
聞」

校
正
刷
の
..胃
败
を
飾
々
、
後
、
共
產
_
宣
言
を
結
ん
. 

だ

r
®

國
の
；フ
口
レ
タ
リ
ア
よ
*
1]
結
せ
よ」

S
の
標
語
に
槪
.括
さ
る
、
ィ
ン
タ
ア
ナ
シ
ヨ
ナ
ア
ル
！g

神
は
後
印
.マ 

ル
ク
ス
、

ヱ
ン
ゲ
\
ス
の
加
脱
、
.影
響
を
俟
.た
ず
し
*
夙
に
明
白
.に
發
達
し
て
ゐ
た
の
で
ぁ
.る
。

(

1)

T

FRothste
s1, 

Aus, dei vorgeschiclloder: Intemationale. 

s. 

2
- 3
.
w
r
g
a
n
z
u
n
g
^
e
f
t
e

 

N
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e
u
e
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Z
e
i
t
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 N
r
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p
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O
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A
d
l
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p
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a
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Adier, 
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a、

p
 
S
,00
t
-
S
2
:

(

6
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He.rmajin schuit.ejv Die .Chart istenwewegung. 

ES-
B
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•「Rothstein, a. a. 

o
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.
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;
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：
00
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1
0
?
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.0>
1
1
1
,
,
.
3
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‘

卩’
‘
0
‘
'
5
'
.
4
-
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.

,i:

^
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-̂̂othstellv 

a
:
-
.
a
v
p
y
.

c/
l
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.
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c
o
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Engels, a. 

a. 

0
.
/
3
}hGrunberg, 

a. 

a
,
〇
.
,
JO-II 

r

四

I

八
四
五
年
二
月
I
四
六
年j

月
> 
倫
敦
共
産
主
義
勞
働
者
敎
育
俱
樂
部 

V

1U
於
け
名
同
盟
綱
領
の
討
議
。
. 

：
I

同
®
龃
織
の
國
際
化
、
即
^
同
骑
內
部
に
：於
け
る
國
際
^
猜
»
の
成
#
ど
#
に
、
他
方
殆
ん
^
時
を
同
じ
.ぅ
し
て
同

‘製

信
私
す

る

妁

基

礎

に

も

亦

W
本
的
勁
傜
ゼ
f
f

.

は
れ
...

O
l

I
V 

9 

f
t
- 

S
.
-
5
5
* 

^
肖

苹

四
.六
部
一
月
の
[|
1
]に
同
慨
綱
領
討
_
の
席
，上
3
&印
で
9
3
,§

‘0
1
1
;
2

爸
月
？
3>
ロ
免
ブDengler, ICdege, 

w
e§
n
g(y
>
間 

に
交
ゆ
さ
れ
^
る
討
論
應
酬
の
裡
に
明
瞭
に
窺
ふ
事
が
出
來
る
。
議
論
は
大
體.schapperv 

i

'

B

l

'

H

I

r

, 

I}engler'

の
一
派
ビw

e
g
n
g
,

 

Kriege 

S
の
ニ
派
'に
別
れ
、
結
賴
前
者
が
後
者
を
應
倒
す
る
唞
ビ
な
つ
た
。
之
を 

他
而
.ょ
な
考
ふ
れ
ば
？
從
來
久
し
く
间
盟
の
信
泰
し
た
ヮ
ィ
ト
リ
ン
.グ
の
‘毕
等
典
淹
屯
義
が
漸
次
1
掃
せ
ら
れ
で
、 

勸
實
社
會
の
狀
滕
吹
認
！I

に
*
礎
を
置
く 

B

f
 

. 

I

派
め
比
較
的
科
學
盼
且
っ
合
现
的
見
解
が
同
盟
の
儐
氟
姐 

想
に
置
換
べ
ら
れ
た
。
此
意
來
に
.於
い
て
本
討
議
の
詳
細
は
|1
.軍
^
同
盟
の
根
本
思
播
_

%

»
;̂
物
語
る
^
み
な 

拿

德

\

ク
ス
、

二
ン
ゲ
,
ス
加
盟
庶
前
に
於
け
る
闾
盟
の
思
想
的
赀
景
を
示
す
も
の
ビ
し
て
吾
人
の
極
め
て
!: 

耍
視
す
る
所
以
で
め
る
。
以
下
討
議
の
模
様
.を
稍
丨
詳
細
.に
述
‘
'ベ
る
事
ど
す
る
。
.⑴

(

間
題
"I

)

A
II
I
Iは
自
己
に
關
し
て
、
.何
を
善
ビ
呼
び
何
を
惡
ど
.呼
ぶ
か
.

(

四
五
平
一一

月
十
八
H
最
後
の
議
題」 

シ
ャ
ッ
.パ
ァ
、
I

t然
は
善
で
あ
つ
て
现
今
行
は
れ
て
ゐ
る
禍
.缺
に
.責
任
は
無
い
。
其
故
に
自
然
の
髒
ら
す
總
て
の 

も
：の
は
當
然
善
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
.い
。
從
で
人
間
も
亦
善
で
あ
る
。：人

.間

.が
自
然
法
に
準
じ
て
生
活
せ
る
間
は
" 

調
和
ば
.地
上
を
支
配
し
.た
。

併
し
乍
ら
人
[|
.
|
-
]
'

が
自
然
を
征
.
.服
せ
んv

す
る
に
到
^

^
又
人
|]
0
が
惡
意
か
.ら
.で
は
無 

〜

'
無
智
の
た
め
に
私
有
做
逄
を
發
明
し
て
以
來
そ
人
問
の
幸
福
は
消
滅
し
、
恐
る
可
き
不
調
和
‘が
之
に
代
つ
た
。
 

、ハ
ゥ
工
ル
、
I

:
自
然
法
に
離
れ
.る
事
は
何
れ
も
不
IE
.で

あ

る

。

：
•
、

.
決
議
さ
れ
た
答
^
—
總
て
人
問
の
肉
®
的
、
：！
！
神
的
發
展
'を
促
.が
す
も
の
は
善
で
あ
.ぅ
、
之
に
：反
す
る
も
の
は
禍

:C

問
題
"
ニ)

_現
行
社
龠
に
於
げ
各
紙
|1
:
疙
改
善
ざ
态
可
き
點
如
何
.

(

ニ
甩
，廿
迪
0;
艿
至
四
.月
^
日)

第U

十
一一

飴

(

七
九)

マ
ジ
シ
ズ
ム
前
史
：
 

第
.

一

號 

七
九



節
二
十
ニ
潘(

八
0.)

マ
少
グ
シK

ム
前
史 

第一

號

'A
Q

、デ
ン
グ
ラ
ァ
1

自
然
は
此
地
上
の
‘調
和
を
欲
じ
て
，Q
i
l。
_其
故
に
總
て
_
0動
物
に
失
々
特
殊
の
性
能
を
與
へ
、
. 

人
間
を
も
窮
乏
.に
陷
：る
事
な
か
ら
し
め
る
。
併
し
乍
ら
人
間
は
そ
の
自
然
の
領
域
か
ら
離
れ
、
少
數
の
も
の
.が
他
を
. 

支
配
し
、
.他
の
者
は
单
屈
に
も
も
の
支
配
に 

.へ
て
.ゐ
^

9
,今
初
め
.て
人
々
は
服
を
揚
げ
て
ゐ
る
ノ 
： 
•

「

此
問
題
に
關
し
て
、w

e
i
t
K
n
，
s
ch
a
p
p
e
r
,
. p
f

fol nderr

へB
a
u
e
r

は
涯
し
無
い
議
論
を
し
た
。

:C

問
題
、
四)

從
來
の
.共
産
主
義
は
、」

何
時
？
何
處
，
何
れ
の
形

態

に

於

い

.
て

救

濟

手

段

ど
し
で
提
議
せ
ム
れ
>
"跟
：
 

£
應
用
さ
れ
，た
か
：
。
^
四
泜
年
ヴ
四
月
廿
明
日
为
至
3£
月
十
：為
^

'
此
議
論
®

心
點
は
、
典
產
主
義
の
實
行
は
小
規
模
に
俟
つ
べ
き
か
、
或
は
植
民
地
.か
國
寒
か
i!
!
i米
利
加
か
歐
洲 

に1

般
的
に
實
行
すV

き
か
で
あ
つ
た
。
.

. 

レ

'

'

.

I

s

 

r-

^

菩

人

咏

興

國

に

移

住

す

V

き
‘で
は
な
い
。
•此
處
歐
羅
巴
で
宣
傅
せ
ょ
：
.
1此
れ
が
：

H

的
.に
'到
速 

す
る
所
以
：で
あ
な
0

«
し
吾
々
が
典
產
社
#
に
生
活
し
て
も
人
類
の
得
る
所
は
何
物
も
無
い
。
原
始
^
督
敎
徒
は
何 

I;
依
で
.增
加
し
た
.：か
.
。

r
彼

馨

が

諸

國

に

そ

の

池

義

を

普

及

し

た

か

ら

で

お

'̂
。

M
レ
ー

V

マ
ン
1
^
}
1

§
目
#
£'
’對
し
て
謂
ふ——

住
居
を
建
て
.る
た
め
に
沼
を
观
め
る
.の
は
何
故
で
あ
ダ
か
>
#
ち
に 

堅
い〔

土
壤
^
家
を
建
て
な
い
の
か
。
國
の
法
律
に
制
限
無
ぐ
，
人
紙
が
此
の
贵
き
目
的
の
た
め
に
"
彌
抵
上
_
榮
へ 

4:
歌
の
出
來
る
、
か
\
る
土
地
に
何
_
(;
家
を
建
，で
な
い
の
か
。
何
等
の
金
錢
的
贅
格
の
制
限
無
ぐ
、
ハ
何
人
も
||
!':

_
: 

に
入
會
の
出
來
石
植
»
地
-こ
€;
盟
が
じ
い
。
 

ハ
: 

-ノ
ぃ
.
.■'
,,
 

.:■
•

■

…

、v
ク

エ
ル
は
寬
馎
を
賴
み
..し
て
謂

ふ
.、—

各
自
銘
々
於
年
々
十
名
を
敎
化
す
べ
き
で
あ
る
、
今
日
此
處
彼
處 

を
旅
行
し
て
、
，此
思
想
を
普
及
す)

'へ.ゝ
.|
,で
あ
る
。
菩
.々
は
'
!§
に
.到
る
處
で
.効
煨
を
收
め
.て
.ゐ
る
。
嚴
密
に
ff
"ベ
ば
財
，

貨
共
有
紙
會
は
狗
全
ィ
葙
在
し
な
か
つ
た
。
此
秫
の
も
の
で
成
立
す
べ
く
思
は
れ
た
も
の
す
ふ
も
浪
落
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
か
：0
た
0

何
ビ
な
れ
ば
人
權
.に
基
礎
を
馓
か
て
屈
«

か
つ
た
か
ら
で
-あ
る
。

シ
；ャ
ッ
パ
ァ
‘、
|

頭
米
利
加
.
.の
淼
野
：_に
：植
民
地
を
«
設
す
.る
の
.は
極
め
て
闲
|1
で
あ
る
。
.植
民
地
は
必
_
や
、
聯
へ 

舯
的
植
の
'缺
如
に
惱
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
吾
々
は
此
地
に
'ゐ
る
事：

♦か
必
要
で
あ
る
。
何
ど
な
れ
ば
大
戰
爭
は
，將 

來
、
商
米
利
加
で
な
<
、
此
地
で
始
ま
る
で
あ
ち
.ぅ
か
ら
。

バ
クM

、

I

邏

を

仔

細
S

H

謹

す

4

は

攀

し

も
I

で
g

い
。
，

f

ぼ

.管

S

事
S

る
.。
竄
傅
の
方
法
.に

依

て

の

：；み
.吾
々
.は
»
も
速
,

に
：目

的

：
(;
:到

達

樣
4
事
^>
出
來
.泣
デ
卜 

ク
タ
ィ
ゲ
>(

五
月
十
ニ
日
初
め
て
此
龠
合
.に
出
席
し
て
、

シ
ャ
ッ
.パ
ァ
及
び
.ヮ
ィ—

リ
ン
グ
の
斡
旋
に
依
て
■
後 

會
1
ど
な
る
>

1

:
.A
!I
W
生
活
に
は
終
生
”
追
_

0
賢m

に
讓
ふ
色
；々の

：#

情
が
$

秦
フ 

が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
仳
れ
は
決
し
て
艰
な
る
一
例
で」

あ
る
ゼ
思
，つ
て
«
な
ら
尨
:(
/
'。
吾
々
は
共
產
11
:
會
に
於
い 

•て

I

靨
幸
，福
^
な

る

.°
菩
々
ヒ
行
を
共
.に
.す

る

人

々

.は

誓

約

す

べ

き

で

あ

る

』

ビ
。
之
に
對
し
て
.シ
ャ
ッ
パ
ァ
は
注
®
 

し
て
.謂
.ふ
、——

ク
リ
.ィ
ゲ
君
.の
言
は
れ
る
所
は
全
く
立
派
で
あ
，，る
。

一

八
三
四
年
亡
命
漭
が
瑞
西
に
行
た
畤
、
0 

ろ
：に
歡
迎
さ
れ
た
U
併
し
乍
ら
、
恧
漢
や
怠
惰
潘
や
詐
欺
師
.共
が
來
て
亡
命
者
を
裝
ふ
た
た
め
.に
墮
落
し
た
。
耶
米 

利
加
0
植
R
地
に
も
亦
同
じ
事
が
行
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

(

問
題
、
五)

共
產
主
義
が
こ
れ
ま
で
實
现
さ
れ
な
‘か
つ
た
原
阁
は
果
し
て
何
か(

：四

，
五

年

五

月

十

九

,0
乃
深
七
月) 

々
エ
ル
、——

其
故
に
今
日
迄
潑
生
し
た
共
産
.社
會
は
決
し
て
共
産
主
義
.的
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
何
ビ
な 

れ
ば
そ
れ
：祖
少
數
の
人
々
に
依
て
建
設
せ
ら
れ
、
指
導
さ
れ
た
か
.>
ら
で
あ
る
,0

第
二
十
.二
.箱
.
.
.ム
八1

..

)

：

：
.
.ァ
少
タ
シ
ズ
ふ
前
典
. 

第
.

I..

敬 

八
_
1



，
ニ
十
ニ
想
C
-A
ニ
，

) 

ニ
グ
シ
ヴ
A
前
史 

第
ー
號 

八ーー 

ワ
イ
ト
リ
、く
グ
は
'バ
ぞ
エ
ル
を
«
:'
1
>て
識
ふ
、
_

_
凡
そ
一
.
.家
放
ど
雜
冬
共
®
社
#
に
生
活
し
な
い
事
が
め
る
だ 

ら

ぅ

が

？

.
共
''
*
街
難
狀
-:
定
の
數
{:
:
服
'̂
れ
て
居
な
か
.广
典
產
生
義
5
稀
々
な
:*
面
々
持
ち
将
る
。』

フ
イ
ト
ツ
ン
グ
:«
楚
‘ま
で
共
遴
虫
義
の
實
現
を
妨
げ
た
各
«
の
源
因
を
擧
げ
た
後
、
典
®
主
義
，教
l!
u

の
：
小

.？

い

軋 

«
が
邦
源
涸
で
ぁ
る
ズ
結
ん
だ
0
;
,

シ
ャ
ツ
パ
ァ
、
_

^

xフ
m
迄
、
典
‘產

社
#

‘は‘存
*
.!1
,
..«
か

つ

た

。

夫

婦

共

產

生

活

す

ら

も

存

在

し

，な

か

，つ

た

。

典 

旅
因
似
知
識
^
不

浞

い

敎

化‘の
缺
如
で
ぁ
る
ぺ
佛
齟
西
革
命
が
初
め
て
或
程
度
ル
敎
化
を
提
供
し
た
。一

八
三
〇
年
の 

革
命
は
進
步
を
促
し
た
。
勞
働
#
階
級
は
今m

迄
敎
化
か
、ち
除
外
さ
れ
て
ゐ
丸
一
八
.四
_ニ
ハ
牛
.以
來
、
铒
學
济
達
は 

训
谪
朮
義
の
./
:
:め
辯
護
の
嘮
を
採
る
に
到
.つ
た
。
I
典
康
中
；義
の
運
命
は
決
.し
て
個
々
の
人
物
に
支
配
さ
れ
な
い
。 

_
魔
屯
義
は
意
览
‘の
掘
淨
に
侬
て
の
み
.堅
固
な
极
據
を
張
る
事
が
出
來
る
。 

1

,ク

へ

；
.：

ダ
' 

ツ
イ
ト
リ
ン
グ
、—

迤
曙
徵
が
-®
ぶ
攻
聚
さ
れ
_る
。
古
代
莶
督
敎
に
は
非
常
に
«
所
が
ぁ
る
。
宙
分
以
基
衍
敎 

を
攻
缺
.し
て
は
カ
ら
'-
«
い
ビ
考
へ
.る
。
S
々
は
總
て
の
も
の
を
刺
用
す
'べ
き
で
，

Q

る
。
多
數
の
人
々
の
場
合
"
理
性 

下

不

呵

能

の

讲

も

，感

偕

で

可

能

な

‘る
場
合
が
ぁ
る
"(
此
れ
は
シ
ャ
ツ
パ
ア
の
科
學
一
點
張
ぅ
に
當
め
け

た

も
の
で
ぁ

る
.

)

.：
，ご.
.
，
-
，
'
:
K 

: 

H
:

:.
;
'い
ぶ
.
；：
.';.
.

ン

.

: 
.

:
.
'

V

ャ
ツ
.パ
ア
、
フ
イ
ト
リ
ン
■ダ
を
駁
し
て
謂
ふ
、|

旅
理
を
感
腈
の
上
ね
进
礎
.づ
け
る
事
が
出
來
る
ビ
す
れ
ば
、 

を
の
感
情
は
全
ぐ
_人
道
的
の
'も
.
の

，
で

な

け

れ

ば

な

ら

.

ぬ
。

何

ど

な

，れ

ば

、

か

、

る

感

情

に

、依

て

初

め

て

"

各

秫

の

信 

仰
上
.の
僧
惡
を
极
絕
し
て
、
之
を
|
間
愛
に
.變

.へ
る
事
が
，出
來
る
か
ら
で
ゐ
る
。
‘

、パ
>

H

ル
、——

罟
人
は
柯
物
も
.威
愦
の
上
に
»
礎
づ
け
て
は
な
ら
ぬ
。
W

#
に
依
て
a
設

さ

れ

.た

名

の

の

み

が

澤
^

親P
P摩
装vi:v

v-
tv
-ii.;f

良

遞

启

窗

雜
■
で

;*
る 

o 

.

.

.

.

ク
y
ィ
ゲ
r

l
感
精
が
®
性
の
た
め
に
窒
息
す
.る
場
合
に
‘は
、
理
性
を
棄
て
ょ
"
人
問
が
最
高
の
欲
蕻
を
充
兄 

し
ぬ
^
初
め
H
、
A
.
■は
i

w

に
行
動
す
る
辦
が
出
來
る
の
だ
。
 

 ゝ
.

ブ
フ
，
ン
'
‘ダ
ァ
、——

感

情

の

働

、名
は
.其

性

賀

上

、
、
一
時
：

£

の
も
の
で
あ
‘
.る
。
理
性
0
み
が
着
丰
？
れ
た
.も
の
.を 

■
め

ぼ

。
；北

凝

尤

现

性

に
.基
く
國
家
の
み
が
‘永
緻
す
.る
で
あ
6
う
。 

、
 

ギ
ャ
ッ
パ
ァ
、——

感
情
，も
精
_
も
共
に
國
家
を
永
遠
に
導
く
た
め
に
必
耍
で
あ
，る
。
菩
々
が
同
胞
ミ
'.
1
,て
相
®
 

を
敎
化
ム
ご
精
鱗
ど
感
情
に
依
‘て
侧
結
を
喚
尥
し
て
初
め
^
、
人
類
を
善
道
に
*:
く
事
が
.出
來
る
。

.

.

.
ク
，
リ
，
ィ

：ヶ

、
^

―

多
.ぐ
め
感
鑤
的
感
情
を
持
て
ゐ
れ
ば
、
4
,の

感

情

を

自

坍

に

敖

任

し

な

け

れ

ば

，な
ら

ぬ

，ど

私

は

. 

主
張
ず
る
の
で
敏
な
い
"

-M
え
て
ゐ
.る
火
焰
.に
身
體
の
一
部
食
觸
れ
ゐ
它
、
思
は
，す
身
體
舍
引
寄
せ
る
。
：飢
ゆ
れ
ば 

出
來
る
だ
け
食
を
ビ
る
。
そ
れ
だ
け
で
あ
る

ク
.ソ
：ィ
.ダ
、I

吾
入
姑
無
康
慨
級
を
敎
化
し
て
初
.め
て
入
類
の
速
命
は
變
‘る
.で
_あ

ら

う

。
，
，
飢

饑

が

宗

敎

.の

.聲

 ̂

矛
.播
1
初
め
た
。
«
此
舉
に
於
い
て
人
類
に
正
し
い
槪
念
を
與
え
る
事
が
必
耍
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
人
類
は
今
後 

進
步
す
る
で
•あ
ら
う
し
、
收
鹅
.の
秋
も
遠
.ぐ
は
な
.い
で
あ
ら
う
。

>

ャ
V
.パ
ア
、̂

^
:胤

:«
に
.依
て
人
.類
は
.13
1
彻i

i

倒
*
す
る
事
は
出
‘來
な
い
。
此
唞
は
他
界
史
に
微
し
.て
'も
明
•

が

 

で
あ
石
。‘；吾
々
.は
革
命
を
®
戒
す
る
"
何
^
な

れ

ば

，革

命

に

依

て

人

類

は

.苒
び
.观
屬
の
狀
態
に
立
歸
る
"
介
®
.の
方 

独
^
依
洋
'0
:

」

み
幽
^

;4
>
<
^
^
^
«
辱
如
';
:&
救
^

^

:̂»
^

^

;̂̂
:0
;
*
0
¥

ふi
:>
3
:
Hハ
日
役
員
の
改
選
が
行
.は

れ

、:#
«

に

クリ
ィ
ゲ
、

書

記

にパ

ク

工

ル

が̂1
{1
1
さ
れ
，
ふ

。

世

之

日

ょ

り

雜 

笊u

十

二

筋(

八

三) 

'
マ
^
ク
シ
メ
ム

前
輿 

5

鹖
ー 

八
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ニ

十

1
1
卷

：

C
A:l
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a

)
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少

グ

シ

ズ

前̂

#

第

s
 

八

四

：

び

前

間

題

を

議

題

，ビ

し

て

討

論

が

繼

續

さ

れ

る

。

六

月

廿

|

〗

一
日.乃
至
七
月
十
五
日
ま
で
の
議
事
錄
は
^
ク
.

H:,

ル
.の
：难
：
 

に
嫌
つ
疗
も
の
で
あ
る
が
、
極
.め
.て
詳
侧
で
周
.到
に
記
'*
さ
：れ
.て
'ゐ
る
0 

六
月
廿
三
日
、
シ
ャ
.ッ
パ
.ァ
、——

共
產
主
鶴
は
こ
れ
.ま
で
實
現
出
來
な
か
つ
た
0
:理
性
が
充
分
發
達
し
な
：.か
0 

た

か

ら

で

あ

る

。

迷

信

，：の

掌

に

妨

げ

右

れ

て

'-
'

ど
同
じ
く
典
it
主
義
を
實
现
す
る
事
が
出
來
な
い
。
 

菩
々
0
努
力
は
'子
孫
の
た
め
で
あ

る

。
吾
々
が
敎
^
的
^
傅
の
方
法
に
依
て
、
理
論
上
普
及
し
得
た
も
の
を
、
®
 々

の
糸
孫
は
實
行
す
.名

事
に
：な.る
：だ

ら

ぅ。

：;;
.
.
.
. 

、

：

：
 

…

 

ッ
ィ
ト
リ
ン
グ
、
|

シ
：ャ
ッ
:>
>
:ァ
、\

クH 

‘ケ
の
意
見
♦か
一
般
'に
.支
持
さ
れ
.る
事
に
な
'れ
：.ば
、
吾
々
.‘の
全
努
力 

は
.結
周
水
の
泡
ヤ
あ
：る
。
彼
等
の
：爲
す
所
は
、
今
印
の
辦
を
明
朝
に
、
明
朝
の
事
を
明
後
朝
に
、
永
遠
に
繰
延
ば
す 

の
；で

あ

る

。

何̂
な

れ

ば

、

今

日

：ー
に
就
，
い
て

」

言
：
：
へ
，
：る

事

^
^
 ̂

斯

樣

'に

间

じ 

話

を
.繰

返

し

て

ゐ

て

：は
：到

底

;«
が

難

か

，な

い

い

.

自

分

球®
ふ
、

：總

て0
'人
，々
«
典
1

_
實

观
0

時

期

に

：
到

達

し

.
て 

ゐ
る
、
犯
罪
者
さ
へ
：も
。
犯
罪
者
は
現
今
の
社
會
組
織
か
ら
生
れ
る
、
典
產
矶
會
に
於
い
て
は
無
く
な
る
€
。
人
類 

は
必
然
常
に
典
時
«
に
_
達
し
て
ゐ
る
、
若
く
は
今
後
決
し
て
其
時
期
に
到
達
し
な
い
で
：あ
ら
ぅ
。
後
の
方
は
晋
 々

の
反
對
:«
•
の
ロ
吻
で
あ
る
。
彼
.等
に
言
’ふ
通
に
.す
れ
ば
吾
々
は
牡
丹
餅
の
落
ち
て
來
る
迄
拱
手
し
て
待
た
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
だ
ら
3

か
。
双
し
：て
左
：櫞
で
は
な
い
。
.吾
々
_は
*
靡
主
_
實
現
0
能
カ
を
持
て
ゐ
.へ
る
.。
だ
か
6
3-
t
の
た
め 

に
眞
面
|1
に
努
カ
す
る
。
_艰
な
る
宣
俾
だ
け
で
は
何
.の
役
に
も
立
た
5

。
.'

ン

ャ

ッ
バ
K
、i

人
類
：が
.共
^
虫
義
實
現
.の
時
期
に
到
達
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
"
人

類

杜

之

：を''
«
现

し
/2
等

で

.あ 

る
。
フ
ィ
ト
リ
ン
グ
.は
:1
?
!1[
!
な
る
發
縣
を
遮
斷
し
て
>
人
類
を
し
て
其
未
だ
認
識
し
て
な
か
.つ
た
：も
の
を
行
ふ
べ
ぐ

!

I

!

I

强
制
し
允
o 

.
娼
婦
、
.
塞

、
:«
人

者

が

：曲

產

社

會

に
»
入

る

事

が

出

來

：れ

ば

、

.

：必
^
や
.先

づ

大

衆

が

之

に

坫

杭

.じ
て 

彼

靜

を

幽

：聞

し

、

追

放

し

、

絞

#
す
る
：事
ぢ
な
る
は
相
違
な
い
o
昔
に
.は
.锒
敎
0

©
{{
1
は
存
花
し
な
か
つ
ゼ
。
其
時 

代
*
定
の
：.信
仰
に
追
從
し
な
い
救
は
、
.
.役
石
さ
れ
、
十
字
刑
に
a
ひ
、
.燒
き
'殺
.さ
れ
た
U
今
：

H
、

宗

敎

的

自

出

が

招 

在
す
る
；。
祖

先

の

夠

敎

赉

が

宗

敎

由

の

た

：め
に
血
を
流
し
：た
樣
に
：、
吾
々
ほ
半
，孫
の
'た
：：̂
に
戰
は
な
け
れ
.ば
な 

ら
ぬ
。
併
し
吾
冷
は
決
し
て
何
^
を

も

强

制

し

て

は

な

ら

ぬ

ゃ

大

な

る

民

衆

は

先

^

眞

理

を

十

分

會

得

し

な

け

れ

ば 

な
^

^
い
.
oそ

ぅ

す
.れ

ば

：他

の

物

は1

6
成

就

さ

れ

；
る0
理

衡

：は

先.づ
思
考
じ
，
.
.心

は

先

驾̂

 ̂

な
い
。
'共
逄
祉
會
の
.た
、め
^
す

，
る

靈

：的

な

ロ

搪

で

感

動

さ

せ
て

.
も

何

の

嫁

^

,

も
立
た
.ぬ
。
.こ
0
手
で
唆
戍
れ
.て」

行 

た
大
衆
は
>

必
中
や
其
_

だ
け
苦
0

い
1»
途
：を
迪
ら
ね
ば
な
'ら
ぬ
。
國
民
：的
，
：宗
敎
的
感
情
は
«

て
«
び
海
亂
を
招
‘ 

<
で
あ
ら
彡
。.先

づ

總

て

の

人

：間

が
a
に
人
間
‘ど
し
て
抱
擁
じ
な
け
れ
ば
從
ら
：ね
。'
そ
れ
か
ら
典
顏
主
義
が
實
現
さ 

る
、
_
で
：
あ

ら

ぅ

：。

吾

々

は

.
：
個

^

の
自
由
：の
た
め
^
戰
ふ
前
衛
.
あ
：る
？

戰
.つ
た
_
じ

。：

吾

：々

は
：假

令

、
H
的
の
：賞
現
を
想
る
#
栌

出

來

な

も

、：
善
.は
善
の
酬
が
あ
る
ビ
考
へ
て
自
ら
慰 

め

て

ゐ

：：
る

。
，
偏

见

：
は

木

幸

.の

额

：
で
.

あ
る
。
最
高
の
幸
變

づ
狙
雜
兵
f

 
:
み
、
そ
れ
か
：ら
前
驅
.が
'進
ん
：
で
、
：
其
©
埯
議
の
下
に
前
進
す
る
が
、
共
產
主
義
：に
於
い
て
も
同
榇
で
. 

あ
■'る
？
吾
.々
'.は
*

^

後

：に

旗

固

家

や

，國

民

主

義

者

の

德

部

隊

：が

續

^

彳

自

分

は

尙

ニ

へ

度

言

与

時
期e
:

■

し
て
ゐ
.な
只
？
暴
1

で
人
«
(;
»

@

«を
押
付
け
る
の
.は
、
恰
：も
無
理
に
木
の
.成
長
：を
促
ず
榇
な
も
の 

で
，
あ

：る
。
：：
：吾

：々

は

物

：釋

的

カ

：を

排

ず

る

。

を

^

人

類

は

物

理

的

笫一 :

一

十

ニ

擎c

八

五)

：I

マ
^
ク
ぃ
シ
メ
；
ム
前
史
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ク̂
シ
ズA.前
史

辩
1'
够

八
六
..：

手
©
を
^

5

す
ど
も
自
己
の
意
！I

f
賞
做
し
、
パ
戰
.ふ
。
吾
々
.は
人
類
ビ
い
ふ
大
樹
の
.葉
で
あ
る
。
後
1'
の
.
\々

|

 

々
.が
‘露
刺
な
努
力
'に
依
つ
て
普
及
し
た
思
：想
0
收
樑
を
_取
入
れ
る
で
あ
、ら
う
^

ク
リ
ィ
グ
'对
シ
ャ
f
,、ノ

ア
、

パ
ク
'
エ
ル
の
.所
論
に
悉 

<
>猛
烈
に
反
對
し
、
太
體
.に
於
‘い
て
ゾ
ィ
ト
多
-ダ
の
屯
張
. 

に
，加
擔
e
,た
。
彼
は
、
.
凝
察
.官
や
，俗
物
共
'の，t

x

か
ら
開
い
0

の
..あ
る
#
な
、
彼
雜
の

話

振

を

聞
：：

い

セ

眞

而

闶

に

®
 

;-
L
ん
.
だ

：
。

彼

日
ぐ
、
齒

は

未

だ
#
產
.主

義

實

現.の

時

期
.に

到
.達

し
.て

ゐ

な

，い

ご

い

ふ

此

文

句

は

、

徹
商
偷
A

ブ
、ロ 

.シ
ャ
.敎

育

大

轉

の

壤#
た
つ
.ぶ
.う
で
あ
■る
。
典
廉
主
義
の
4

合
に
：於

い

て

は

、
.人
問
が
其
糈
神
的
、
^
鴻
^
は
の
予 

.段
を
獲
将
す
る
事
だ
け
が
ra
i
で
力
つ
て
、
空
腹
を
.か 

>

.
へ
.た
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
物
乞
に
對
し
て
、「

然
ゲ
お
前
次
求 

欠
食
.

H

資

格

：が

無

，
い

.
1

共
產
■

は
你
大
な
»
想
で
.お
.前
が
其
實
现
を
考
•へ
る
前
.，
に

、

.

先
づ
.全
人
類
に
^
て
認
識
さ 

れ
な
け
れ
ば
：な
.
S
ぬ」

v
j

い

.^
長
た
ら
し
い
切
上
を
以
て
答
ぺ
様
S
す
る
も
の
で
は
な
いo

山
、.
*上
^
次
、
.
^
^
.
ノ
、
 

境

磨

'突『

敎
化
0
矩
火
に
.照
ら
さ
れ
.て
、
今
や
0
分
を
.现
#

の
樣
な
傷
し
.い
境
.運
に
陷
：れ
た
蔽
會
に
對
し
て
る 

死
-の
域
掷
を
し
て
ゐ
，る
淫
賀
婦
に
對
し
て「

お
.前
は
戰
蹦
の
.時

期

に

達

し

て

な

い

、

全

入

.類

が

其

勝

敗

を

決

定

す

る 

迄

先

；づ

待.

：

た
な
け
：：れ
ば
な
、ら
ぬ
，。」

ど

呼

る

'の
で
は
な
い
。
.班
に
‘ク
タ
ィ
，ゲ
.は
反
®
派
.
の

幽

閉

？

追
.
■
の

た

め
 

I

明
.か

'|
:
:表
_
.せ
^
'れ

て

ゐ

る

敵

對0
^
 ̂

な

い
.の

は
^
怯
.で

あ

るV」

■
い

つ

た

，
。
.

政

ば
&

己

の

!

^

 々

全

，
く

現

社

.

會

せ

引
*
さ

れ

て

ゐ'
る
：
®
.
感

^

彼

は

自

ら

革

命

家

だ

ビ

信

じ

て

ゐ

る

。

彼

は

亦
卜

う

，も

信

じ

て 

々

る

、

若

じ

斧

まパ
ア
、
.バ
：ゥ
-
,ル
に
^
て
前
.の
章
句
の
結
艰
を
吟
味
し
た
な
ら
ば
恐
6
く
彼
等
の
'
_レ
，ぴ
べ
^̂ 

文
句
を
■
#
.し
な
.い
で
あ
ら
う
^
。
彼
は
亦
現
行
社
«

秩
序
む
對
す
る
革
命
は
全
く
正
常
の
'も
の
で
あ
る
^
も
&
じ 

て

ゐ

る

？

涯

彼

；の

祭

敎

改

革

論

者

に

«
す

;覚
は
こ
う
で
あ
'名
、
彼
等
は
闘
讲
の
場
合
、
吞
々
の
宗
敎
办
商

を
少
し
も
眼
.
#に
置
が
1>
'
唯
1
彼
趣
自
身
の
幸
福
：の
み
を
念
；©
に
骰
い
た
ビ
。
彼
は
シ
ャ
ッ
パ
ァ
が
彼
饭
の
例
に 

傚
ひ
截
.々
0
吊
孫
0.
だ
め
に
で
は
な
，̂

吾
々
の
れ
め
に
現
代
の
_利
益
を
實
現
す
.
.々
な

め

全

力

を

親

す

事
#
勸
め
^9 

ノ
ア
叉
^

‘:^
4i
d
t
zベ_

:2
£
年

©
月

廿
/\
日
以
處
«
慕

-

^
宗
敎
改
革
者
は
_

已
以
辩
战
で
な
6
子 

な
烟
め
炫
^
農
民
馓
爭
が
此
事
實
を
腸
明
し
て
ゐ
る
。，
總
て
の
箪
命
は
後
世
の
た
、め
‘：

2

行
は
^

る
も
の
.で
、
決
し
て 

自
&
の
：利
益
：

0

關
ず
る
も
..の
で
は
な
：
$
 

發
M
は
.一
段 

j

段
を
行
.
_れ
各
か
#
抱

あ

今

ド

:

.
 

:

グ“

紀̂
.ァ
、
一

シ

ャ

ッ

パ

”
、\

ゥ
エ
ル
は
全
^
自
然
に
共
產
主
義
を
展
開
さ
せ
ね
。
.
ク
リ
イ
め
の
！i
明 

は
'恰
も
，
*
陽
の
光
に
地
上
に
現
ゆ
れ
た
.が
、
霜
枯
の
踉
を
殘
し
て
果
實
一
つ
結
ば
な
か
つ
た
植
物
に
.似
て
ゐ
る
。
 

f

小
於
は
海
.說

を

採

财

す

べ

〜

人

類

を

强

制

す

る

。
，
，
ク

-リ
イ
ゲ
は
ん
類
に
向
て
言
ふ
、
此
を
認
識
せ
よ
、
然
ら
ヤ 

ん
祖
余
«
汝
0;
跟
を
打
つ
べ
し
、
、
代
て
帔
等
が
«
び
菩
々
を
打
つ
も
!»
1
ぎ
は
依
然
勝
利
^

ビ
し
て
此
ま
ら
ん
ビ
0
-.彼 

は
靈
感
參
與
へ
樣
€
欲
す
る
。
’
.
靈
感
e
は

何

か

。

總

て

の

靈

感

は

幻

想

で

和

る

。
_‘
释

«
き
し
な
.い
：
シ
ャ
，ン
パ
.
.シ
の
.泡 

で
a
る
、
：：全
*
史
の
證
明
す
も
所
は
、
：
唯
總
て
卑
急
の
發
M
は
速
か
に
消
滅
す
る
^

‘い
ふ
事
實
で
あ
る
。
全
人
類
が 

典
を
充
分
會
得
し
な
げ
れ
ば
"
決
し
て
.堅
|

基
礎
を
.築
く
鎅
は
出
來
な
い
。

. 

*

グ
ゲ
广
パ
ァ
、——

.
ク
，リ
イ
ゲ
の
演
說
は
私
に
収
つ
て
•-
*
個
の
鏡
.で
.あ
る
。
.十
苹
«■
、
.八
年
前
、
，M

C
年
前
にC

I

 

八
三
ル
年)

.は
私
も
丁
蓝
同
じ
事
必
宵

つ
て
ゐ
た
も
の
だ

。
‘
多

ぐ.の
苦

'•い
緻

驗

が私
を
冷
靜
た
し
た
今
！

H

 
!
私
は「

人 

類
は
何
未
だ
成
熟
し
て
ゐ
か
い
^
い
ふ
反
動
派
の
ロ
吻
に
赞
成
せ
ざ
る
を
得
ぬ
ぅ
何
ミ
な
れ
ば
人
類
が
睐
に
成
熟 

し
で
.ゐ
■れ
ば
、
か

、
>
.
る
歌

は

^
へ
な
い
.か
.ら
で
あ
る
。
勿

論
ル
ッ
7-
ル.'は
自
5.
の
幸
福
の
.
'た_め
，に
.戰
、つ
-
た

は

過

ぎ

ぬ

.
。

‘

笫
ニ
1T
1
1想

(

A.
+:)

マ
レ
グ
シ
ズ
ム
前
史

 

第
.
S

.

八
七•



-,r.

ぐ * ' ‘-、 .•へ ’.巧.;::'こ:.;::斧せ:幻;*:.:ゴ：)

節
二
十
ニ
卷
■

(

八
八)

マ
ヤ
ク
K
ズ
ム
蒯
典

策1

號

免

併
し
乍
ら
、
永
-遠
‘の
[§
1
'然
法
め
欲
す
る
所
«
之
ど
全
ぐ
相
'違
す
る
。
@
々
.は
ル
‘
ッ
ー
ズ
ー
の
隊
い
た
も
の
を
獲
り
入

 ̂

た
の
で
あ
る
。
樹
木
を
眞
庇
に
1«
!
げ
る
、に
は
次
策
次
第
に
行
は
な
け
れ
ば
折
れ
て
壯
終
ぷ
。.'私
比
私
の
努
カ
の
報
酬 

を
私
の
義
務
®
行
の
自
己
意
識
(£
'
し
て
耍
求
す
る
の
で
は
な
.い
。
凡
ぞ
眞
理
.は
.銃
床
屈(

武
ガ〕

を
以
て
頭
の
.中
に
叩 

き
込
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
o.
ク
リ
ィ
ゲ
の
說
ぐ
所
は
、
傷
し
き
ji
心
及
び
社
會
の
强
制
で
あ

る

。
.そ

し

て彼
は
怎
. 

5:
し
や
う
ビ
.
い

ふ

の

だ

ら

う

.
吾

々
は
I1
1
I
.米
利
加
，に
移
住
し
て
、
共
產
中
：義
植
民
地
の
愉
快
.な
隱
：遁
生
活
を
送

る
可
き 

で
あ
る
か
タ
然
、&
ず
o
:吾
々
は
子
孫
の
た
め
に
努
力
す
る
。
後
世
の
人
々
は
吾
々
.の
普
及
す
る
眞

理

を

愛fi
l
c
iし

て

廷 

れ
る
で
あ

ら

う
パ
自
然
法
は
之
を
概
て
吳
れ
る
。
吾
々
は
決
し
て
迷
妄
に
囚
は
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
十
億
；の
全
人
®
中
、 

共
淹
中
：
義

渚

は

約

四

五

：

|-
8
茁
に
過
ぎ
な
い
。
彼
等
は
全
人
類
に
比
す
.
ば
殆
/t
w
何
で
.も

無

い

。

私
'は

依

然

生

張

す 

る
、
：
典‘産

生
*
承
命
は
無
意
義
で
あ
る
、
そ
れ
は
典
齑
主
義
の
原
理
に
全
然
矛
盾
す
る
ど
。
眞
理
は
.決
し
て
物
a
的 

力
办
る
を
要
ひ
な
い
？
眞
理s

其
自
身
に
：於
.い
て
充
分
强
い
o ■

私
^,
焚
で
眞
理
の
；̂

を
心
に
注
ぐ
^
於
出
來
た
な 

ら
ば
：、
私
の
滿
足
之
に
過
ぐ
る
も
は
な
い
。
政
治
的
關
係
に
於
い
て
は
私
も
亦
革
命
に
左
机
す
る
。
戰
場
で
狡
れ 

る
事
«
、
年
來
私
0
本
懷
^
あ
：つ

た

。
；
然

し

私

は

私

0
私

情
^p

-

へ

な
け

れ.ば

な
€
ね

、
私

ゆ<
<類

の

も
0
:で

あ

る

。 

私

：ゆ

彼

等

の̂
め
：(2
、
ノ
眞
理> 

;
#
雜

、
正.着

の

た

め

に•爭
.は

な
^

ば

な

ら

ぬ

？.ク

？
.ィ
：.ゲ
：«

は

：
果

し

て

.

.
よ

ぐ
 

盗

賊

娼

餚

:
■殺
人
者
も
' I.

共
に
生
，&
ず
る
印
が
出
來
る
で
あ
ら
，つ
か
。
彼
等
が
^
し

最
^
私

懲

を

滿

足

^

ぎ

な

ぐ 

な
れ
ば
、
纏
飞
彼
を
見
棄
卷
^

:

&

:

5

?
ニ
八
三
四
年
サ
デ
ソ
，i
揆
の
時
、
.革
命
的
農
民
は
パ
.》

を
得
ら
れ
な
ぐ
な 

つ

,^
_
、
.遂
に
惡
膽
^
趟

つ

た

。
萆

命

を

や

め

ょ

。

吾
々
：：は

.倦
ま
ず
、
恐
れ
ず
人
類
0
假
前
を
^

^
な
け
作
ば
な
6 

ぬ

-0
を

れ

鉍

吾

々

の

常

に

滹

す

ペ

き

總

て

であ

る

。

』
：

I

i
I

•
ヮ
ィ
ト
ク
p
,_

,

愛
で
眞
理
ブ
自
甶
>
.
疋
義
0

間
題
妒
大
分
詰
頭
に
上
つ
た
ク
吾
ケ
は
摩
て
の
努
力
を
是
等 

の
た
か
に
献
ぐ
ベ
き
で
あ
る
。
五
»-
|
々

が

未

だ

殆

ん

V」

明
瞭
な
概
念
を
す
ら
持
，た
な
い
榇
な
槪
念
の
た
め
に
生
き
ね
ば 

な
ら
ぬ

 ̂g

傷
し
い
事
で
あ
る
。
吾
等
の
槪
念
を
精
密
に
決
定
せ
ょ
ど
請
は
れ
る
な
ら
ば
少
く

 

€

も
非
常
に
常
惑
す 

る
で
’あ

フ
o'
シ
ャ
ッ
パK

の
演
說
は
大
變
長
く
，
非
常
に
而
白
か
つ
：た
。
併
し
彼
の
全
講
演
の
論
诗
は
結
屈
こ
う 

で
あ
る
，
彼
ぬ
先
：づ

は

M

對

じ
"
次

い

で

赞

成

し

、

稗

び

反

對

し

た

の

で

あ

^
。
.’
未

熟

ビ

い

ふ

言

葉

は

凡

ゆ

る 

雜
^
の
反
對
者
の
.常
套
0.
.武
#
，
あ
る
。
烫
•で
は
總
を
多
歡
決
に
依
て
決
定
し
や
うV

J

い
ふ
の
で
あ
ら
う
が
、
其
れ 

ゆ
全
ぐ
誤
で
あ
る
。
人
類
の
流
一
が
何
處
か
ら
來
る
べ
き
か
に
隊
し
で
、
吾
.々
は
一
度
，も
意
見
の
一
致
を
^
な

力
つ 

た
。」

«
1>
人
&
り
ク
叛
人
0'
要
蠍
を
う
け
て
全
人
類
の
敎
師
を
任
命
す
る
^;
し
て
も
•‘意
见
の
相
違
の
ft
め
北E

の
様 

な
筆
が
新
^
始
ま

ふ
で
あ
，ら
う
，

そ
し
で
.今
0;
>
敎
化
め
場 <1.

も
金
ぐ
其
，通
び
で
あ
る
。
そ
：の
.先
は
怎
う
成
る
か

.0 

總
で
0

安
寧
が
敎
化
に
存
す
る
な
ら
ば
"

如
柯
に
し
て
之
に
到
達
し
得
る
か
、
敎
化
の
手
段
は
何
處
に
存
す
る
か
。
 

檢
歟
十
#

他s

妨
害
ぎ
除i

 

p
>̂
:
茚
萬n

勘
萬
.

人
々
ば
_

,
ん
划
恨
け
ば
，
#
苹
達
に
又
新
に
敎
亿
を
繰
り
返
.さ
な
け
れ
，ば
な
ら
す
、
.
何
時
ま
で
も
敎
化
は
一
般
的
ビ
は
な
ら 

な
い
0
,敎
化
‘は
'
_ (

部
だ
け
•に
限
ら
れ
る
®

に
な
る
o'
ク
リ
ィ
ゲ
蔣
$

私VJ

は
吾
，ダ
の
..希3?

に
關
し
て
決
し
，て
#
別 

の
彘
見
ゼ
^

供
し
た
め
‘で
は
な
い
、
吾
々
は
喵
ゾ
，
現
代
未
熟
說
に
抗
讖
を
入
れ
.た
だ
け
で
.あ
る
。
そ
し
て
典
産
生 

義
が
行
は
れ
.て
ゐ
な
'い
^
い
ふ
事
は
決
し
て
現
代
未
熟
說
の
證
據
ビ
は
な
り
得
な
い
。
.今
B
行
は
れ
匁
い
事
.も
明
朝 

行
は
れ
得
石
の
で
あ
る
。
难
命
は
嵐
の
様

ば
起
る
。
其

結

艰
を
何
人
も
豫
测
す
る
事
は
出
來
な
い
。最
後
に
恭
し
シ
ャ 

'ッ
•々
■̂
の
.如
き
信
念
令
持
つ
.て
む
る
場
合
で
も
、
*
金
公
言
す
る
の
は
非
常
に
非
政
策
的
で
あ
る
0
か
.
、

る

信

念

は 

第

二

屮

ニ

餘

(

八
九)

マ
W

O

Xム
前
史
 

•

第一號
 

八九



第
二
十
I
s 

C

九
s
 

>

 I
>
V
5

前
史 

‘

第一

披

九

0

靑
年
.の
勇
.寒
を
挫
く
。
®

A
は
.決
し
て
靑
年
の
胸
藤
の
熱
情
：を
、：
か
、
る
勇
氣
を
阻
喪
ざ
せ
る
如
き
原
现
に
修
て
冷
，
 

.

^

^

«

4
ら
ぬ
.，̂

.
3
1

力
.最
单
君
々
に
伽
い
な
ら
は
熱
情
は
何
處
か
.ら
生
れ
る
で
あ
ら
ぅ
か
；。

.C

六
丹
兰

-B
u

ク
タ
ィ
ゲ
は
シ
ャ
ッ
パ
.
ァ
、
：
7

ェ
フ
ジ
ダ
ァ
侧
か
ら
の
多
數
の
攻
攀
に
答
へ
i

M
に
未
熟
說
に
«
 

ぐ

强

制

的

平

和

理

：論

：を

皮

敬

し

：

.て
日
o

歷
助
は
未
熟
說
の
正
し
い
事
を
少
し
も
證
明
す
る
辦
が
出

來

な

いし
、
.
.
 ̂

®

し
出
來
で
も
鱗
处
は
-少

^

も

稱

命

ほ

不

利

の

辦

を

嫌

明

し

て

は

ゐ

な

い

。
佛
蘭
西
艰
命
は
其
目
的
即
ち
全
國
说
の 

S

S

0

P

ル
ジ
,
ッ
ジ
；や
及
*

神
即
ぢ
貨
幣
に
對
す
る
隸
屬
を
完
全
,̂
達
成
し
た
，

』

ビ
：

&;
は
亦
鄭
て
ッ
ー
梭
に
.就

.い
％

反
職
し
て
動
ふ
、
奪
ふ
べ
き
食
物
が
最
稱
無
く
な
つ
た
時
人
々
が
此
1
授
か
.ら
« 

反

し

た

の

は

蛋

ゎ

施

し

い
.。
何
も
な
^
ば
此
事
實
は
、
此
.
：.揆
ど
彼
银
の
利
益
^
が
全
ぐ
關
係
が
無
い
ど
い
ふ
柊
を 

彼
等
の
B

に
示
しe

か
ら
で
あ
る
o革
命
办
闽
的
が
.同
時
に
此
述
®

e
參
加
せ」

る
太
衆
0
私
的
利
益
和
：な
げ
れ
ば
、 

必
，
や
#

^
命
は
畢
業
水
泡
に
.歸
ザ
ざ
各
を
#
な
い
。
共
產
中
一
義
.：

r

ッ
ロ
.
レ
タ
リ
ァ
の
欧
高
の
私
的
利
益
で
あ
る
。
 

何
*己
な
れ
.ば
、
共
產
主
_
ゆ
食
織
，
•
居

、
：：
衣

觀
 

他
.意

緣

：

ら
で
：
あ
も
^
^
^

に
典
產
主
義
«^
7'
や
，レ
^,
タ

打§

心
の
中
T'
.始
办
X:
一
必
然
的
{:
¥
命
ミ

^:
が

，

'X '
な
ら
な
け
れ
ば
な
、̂
ぬ
。
.今
n
i
s 

尙
、

.

共

產

张

義

取

命

は

；無

が

g
な

。
：
其

故

に

.從

■

の

雄

命

か

ら

し

て

晋

々

.
が

何

等

脒

成

の

來

實

を

#
な

か

：つ
；
な

办
は 

旗
^
自

然

の

數

セ

あ

る
。(

.

.

シ
ヶ
ッ
パ
ァV

I

:先

づ

、
へ

私

砍
ソ
ィ
;̂

リ
ン
グ
君
に
反
駁
し
な
け
れ
ば
^:
ら
ぬ
。.
.私
が
個
人
疫
1>
て
_
命
家
で 

あ
を
が
砒
食
の

1

員
と
し
て
は
然
ぅ
で

*

い
.ど
.い
つ

た
0:

.

は
決
し
て
.矛
盾
で
は
な
い
。
ク
リ
ィ
ゲ
君
は
歷
逝
は
少
し 

も
呑
々
の
主
張
を
©

_
し
な
い
ミ
_
張
し
.な
が
私
は
.之

に

麻

し

、
へ
歷
：史

は

菩

々

の

主

張

.を

悉
<

©
明

し

て

ゐ.<?、

/Z
.

動

派

は

：
®
々
土
り
知
識
I：
於
い
て
卓
れ
、ヤ
ゐ
る
の
で
、
.
吾
々
の
：强
敵
で
あ
.る
ビ
俎
.ふ
。
共

逄

ri
*：
義

浓

命

は

秘

に

數

千
 

年

以
•勝

存

す

：る
 

>到
る
處
.;
>有

產

考

を̂
 

.
V
口
，ン
、
リ
ク
ダ
グ
ス
時
代
の
.
.雅

典

、
農

民

.戰

印

特 

代
の
^

、
ソ
ッ
ト
“
•タ
彳
ラ
ァ
時
代
め
窗
然
久
獨
逸
め
農
段
戰
爭
は
白
耳
義
の
運
動
と
同
じ
く
社
#
革
命
に
外
な 

ら
ぬ
0
併
し
乍
ら
是
等
£
«;
命
«
恰
も
佛
關
西
橥
命
が
.デ
ポ
レ
ォ
ン
、
チ
ャ
ァ
.ル
.ス
..十
世
、\

イ
•
フ
：ィ
リ
ッ
ブ
時
代
に 

死
■

し
た
：樣
に
.、
■何
れ
：も
皆
沒
落
し
た
'0
須
夾
の
#

^

後̂
ほ
そ
れ
^
け

噴

落

：も

大

き

い
o
そ
^
好

雄

て

の

.革

命

の 

述

命
.で
あ
る
。
だ
か
ら
吾
：々
«
脊
々
.の

腐

則

亡

極

：め.
危̂
險
9

 ̂

む

ベ
き
で
.あ
；る
6

ぞ 
.

れ
か
ら
.ク
ブ
イ
グ
君
は
典
/*
屯
義
を
物
質
に
還
元
し
や
う
ビ
す
る
V

即
ち
典
康S

義

洛

の
!!
的

は

飲

食

で

あ

る

ど

い 

ふ
革
命
家
.の
：ロ

吻#
實
视
し
や
う
ミ
し
ず
却
で
纏
で
を
.典
有
_の
泥
&
に
.引
き
込
む
。
否
、
阈
民
は
先
づ
人
11
1
]で
な
け
れ 

ば
な
4
.ぬ
，
殊
に
精
軸
的
に
，惠
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
\
吾
.々

は

：：
人

即

の

<
!
!
1

(1
;
1、
；牛
等
、
巫
義
.の
名
で
戰
ふ
。
併
し 

是
等
の
も
の
は
斯
く
速
か
に
來
る
も
の
で
は
な
い
。
吾
々
は
先
.づ
國
K
.を
敎
化
•し
な
，け
れ
，
ば

な
ら
ぬ
。

0
6
ず
ば
外 

而
的
敝
雜
に
躓
む
で
&
已
_
滅
瘀
來
I

〉

總

.て

が

無

政

麻̂
專

政

主

義P
歸
著
し
た
事
ゆ
、
滕
必
の
菩
々
に
物
語
る 

所

-1
?
あ
る
0
:民
衆
が
.尊
敬
#

べ

き

人

々

を

歡

，せ
ば
#
^
-
.
も

の

は
'
.啦
.取
俗
な
る
も
の
あ
る
の
み
。
否•

吾
か
•は
決
し
し

.一
 

度
で
A
か
ら
Z
ま
で
飛
蹯
し
て
は
'な
ら
な
い
。
今
日
0
政
治
に
は
"
到
.る
.處
*
卑
劣
な
質
收
や
、'理
性
に
反
對
す
る
結 

社
.が
出
來
.て：

今
る
が
，
今S

初
が
6

財
貨
典
有
lb
:
*
於
怎
5

に
.も
成
，る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
'實
现
：は
後
世
の
人
 々

e

M
す

る

吾

々

はif
敎

化

す「

る
#

M
出
來
る
、
常
に
敎
化
す
る
こ
ど
だ
げ
で
あ
る
。
ク
リ
イ
ゲ
蒋
は
怎
う
し
て
私
的 

利
益
.を

.:
[
:
1
:
ハ
產
*
義
艰
#

©
腐
理
：年
す
を
事
が
出
^

る
#

あ
ら
う
が
。
吞
々
は
a
し
ぐ
私
的
利
益
を
极
絕
すv

き
で
あ 

る
ド
；吾
^
は
®
牲
を
說
ぐ
0
私
,
假
ヶ
ゆ
§

刺
益
鉍
追
求
す
る
位
な
ら
、.
祺
ろ
最
も
嫌
遜
な
顺
書
を
恙
出
し
.て
^

第
二
十11

卷

(

丸
：D
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Z
グ
ツ
H

A
倒
皮 

5

破

九」

i



第
二
十
二
#

(

九
：ニ)

マ
少
ク
シ
ズ
ム
前
班 

ャ"&

§し

ニ

王

器

の

如
き
待
遇
塞

け
る
の
'

X
i

。
こ
れ
は
危
險
な
思
想
で
t

。
.
.總
5

人

々

說

益

を

計

暴

に

私

の

豐

は

：
 

*
す

石

r.
私
が
办
淹
主
義
の
13
#
を
し
て

/J
-る
の
は
わ

が
同
胞
の
事
を.j

®
心
配
し
て
ゐ

る

か

、
b
で
.あ
る
。
«
し 

共
廉
主
義
は
私
利
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
ど
私
に
赍
げ
る
人
を
私
は
信
賴
し
な
い
。
共
a
主
義
は
犠
牲
を
耍
求
す 

る
、〗

そ
じ
て
私
は
犠
牲
を
共
產
虫
義
の
'た
め
に
拂
ふ
■も
の
で
あ
る
。
，

モ

ォ

私

に

し

で

7'
ィ
ト
リ
：ィ
グ
、

ク
义
ィ
ゲ
の
.
.言
ふ
所
を
：止
し
ぐ
a
解
し
て
ゐ
.る
ミ
す
れ
ば
、
..彼
等
は 

難
命
を
齋
ら
か
ぅ
を
^

る
の
：で
は
^

ぐ
，
te
に
行
は
れ
て
ゐ
.る
^

^
を
喻
支
持
す
る
だ
け
で
あ
る
。
併
し
そ
Q
凝
^
 

S

亦
.私
は
、
难
命
の
因
的
が
國
民
.の
利
益
で
あ
る
か
否
か
を
明
破
に
a
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
.ぬ
？
今
日
迄
總
て
の 

革
病
.は
^
-
數̂
«
の
'矛
益
を
計
る
.に
.過
ぎ
な
か
つ
た
.
°
»
蘭
西
革
命
さ
.
へ
も
決
し
て
，；

\

ゲ
ジ
.
.
ョ

ッ

ジ

，
ィ

の

〔

利

益

を||
* 

る

も

の

で

は

な

か

つ

た

。
，；
此

»
ば
多
数
の
破
產
の
事
實
に
徵
し
て
も
«
か
で
あ
る
。
其
故
に
.私
は
^
命
の
結
染
が
國 

民
'
0利
.益
矣
剩
和
す
る
«
を
充
分
精
«

に
见
.定

限

り

は

、

到

る

處

で

革

命

反

，對

を

說

く

の

が

：*

々

の

最

も

神 

»
な
る
義
務
で
あ
る
：$

_
?>
る
。1
'」

：

ヌ
ィ
ト
リ
ン
グ
y
r
—

 

!

私
«
潫
で
別
に
难
命
を
獎
働
す
な
も
の
で
も
無
け
れ
ば
ヌ
之
に
.反
對
も
し
な
い
0
私
は
其 

影
響
を
批
評
す
る 

>
.唯
：批
評
，す
.
.る
：許
り
で
0
る
。ヾ

各
國
民
は
其
誇
り
ビ
す
る
繊
て
.の
®
^l
を
、
II
革
命
に
依
て
逆
好 

し
た
の
詩
あ
る
。
從
來
、
敎
化
は
政
治
的
方
而
に
於
い
て
は
、
.革
命
に
.依
ら
な
け
れ
«
何
の
得
る
處
が
な
か
つ
た
。
 

革
命
後
：初
.め
.て
敎
化
は
効
果
が
.あ

る

。

總

：て.の
國
民
は
殆
ん
ざ
例
外
な
ぐ
其
自
山
を
準
命
に
釣
て
ゐ
る
。
平
和
的

 々

法
-
に

：
よ

，
ろ

敎

化

は

.
「

つ
の
餅
覺
で
'あ
る
。
努
力
の
、.目
的
は
闘
爭
に
於
い
て
の
.み
«
撤
さ
れ
，.る
。
此
處
.で
晋
々
が
敎
t

々
は
.お
1:
:勞
働
^
中
の
智
識
分
チ
に
.
.膨
し
て
:*
る
の
た
。
餅
.し
乍
^
?
命̂
'
.
.そ
^
1
.は
^
論

ゼ

版

の

自

-
^
の

ォ

す

る 

限
り
、
立
派
な
圈
：結
及
び
敎
化
手
段
で
あ
る
。
革
命
の
場
合
、
.心
'は
同
.胞
"
惱

妁

-6
同
胞
に
對
す
る
同
情
、
.嘗
て
站 

ひ
も
及
ば
な
か
つ
た
同
情
の
カ
に
视
へ
ら
れ
る
'。
此
.場
合
に
は
、
盜
賊
も
窃
盗
'を
忘
れ
、_
娼
婦
.も
賀
*
を
忘
れ
、
M 

縫
師
も
優
美
な
る
外
求
の
事
を
忘
れ
.
‘る
。
總
.て
が
此
.場
合
に
は
、
同
胞
ど
な
り
、
總
て
が
■一
 

つ

の

心

、

一
つ
の
靈
>
し 

U
6 
0
理
性
の
役
|=
1
は
貧
し
い
も
の
ビ
な
る
。
理
性
は
感
情
無
く
し
て
は
無
®
味
で
.免
る
。
こ
の
場
合
、
總
.て
の
戚 

情
及
_

業
は
皆
，
民
衆
を
動
か
す
感
情
の
力
に
依
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。
.
世
人
は
物
若
戰
を
挑
む
、
併
し
物
質
的 

$
礎
な
.く
し
て
は
や
*

て
の
理
!*
は

春

義

で

あ

る

。
矶
ゆ
る
^
に
敎
化
の
說
法
呦
無
意
味
で
あ
る
。
fi
迫
せ
る
^
 

に
は
彼
等
の
欲
留
の
滿
足
が
何
よ
り
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.。
だ
か
ら
®
々
は
先
.づ
•フ
ロ
レ
タ
リ
ァ
か
ら
财
產
馎
铅
の 

念
を
驅
逐
し
"
彼
を
金
錢
に
對
し
て
革
命
的
に
し
、
彼
‘が
荇
し
窮
迫
の
餘
り
物
乞
.し
，だ
り
、
餓
死
す
る
よ
り
も
、
寧 

ろ
猫
盜
を
働
い
た
^
し
て
も
、
決
し
て
罪
人
で
は
尨
ぐ
寧
ろ
却
て
輿
敝
な
ふ
男
で
*

るV
J

い
ふ
部
を
彼
の
心
に
刻
み 

つ
け
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
パ

，(

七

月

六

日

)

、パ.ゥ
.HA
、
——

本

：問

題

に

答

ふ
.る
事
は
容
易
で
な
い
。
吾
々
の
考
へ
る
樣
に
、
個
々
の
共
齑
1|
:
會 

の
述
設
は
決
し
て
共
淹
主
義
の
嘴
現
v

m
名
事
*か
出
來
な
い
、
共
淹
主
義
は
全
人
類
を
遞
擁
す
べ
き
で
あ
る
ど
"
共 

.產
主
義
を
斯
樣
な
意
味
に
考
べ
れ
ば
-
吾
々
滅
安
ん
じ
て
次
の
如
<
生
張
出
來
る
ノ
即
ち
一
方
に
於
い
て
、
人
*
は 

今
日
.尙

未

だ

典

產

：主

義

實

現

の

時

期

.に
到
達
し
て
ゐ
な
い
、
他
方
に
於
い
て
將
來
に
於
い
て
も
到
達
し
な
.い「

で
あ
.ら 

ぅ

、
何V
J

鬼

れ

ば

：縱

令
”
い

つ

か

共

產

主

義

が

全

地

上

'を

征

服

し

i

r

其
歷
史
む
は
必
ず
や
今
H

各
國
民
の
政
治 

史
に
雜
る
ぜ
同
/(
;
樣
に
、
興
£:
浮
沈
の
_

が
，_
站
れ
る
.に
-相
速
な
い
か
ら
で
あ
る
。
-1

«
玫
に
興
亡
.あ

名

綠

に

、
.
共 

涕
11

士

ー

饴

(

九
三
.〕

マ
が
ク
ソ
メ 

A前
班 

5

號

九
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^
,
.
1
1
:#
. 

(

,^
;p
i)

.

.

.上、
：
ル̂
シ.ズ
、-A
a
if
c
. 

必
二̂

' 

,
b
^
:
^

-

康
主
猶
あ
典
：y

«

«を
免
が
れ
な
.ぃ
。
原
始
入
は
'®
然
的
典
產
主
義
漭V」

ぃ
ふ
亊
，が
出
來
名
。
何
'
>、J
な
れ
ば
彼
等
は 

汝

め

驗

.£
私
の
物
：^
の
«
別
を
辨
ベ
ず
V
你
私
有.

樹
產
(:
BI
す
'る
何
等
の
槪
念
を
特
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
o
今
H
、
ih
、
 

逾

生

讖

焉

入

の

障

媧
t
な

.つ

て

力
：^
も

の

は

主

ど

し

て

：此

私

有

財

産

.で
あ
る
で
今
y
存
在
す
る
糙
な
小
®
模
の
ォ
貨 

共
痛
嫌
脅
嫩
’
之
を
抑
腮
し
て
ゐ
る
舊
來
の
社
會
に
比
す
れ
ば
猶
め
て
些
々
た
る
も
の
で
、
又
蔽
接
*

1
有
財
^
に 

抵
抗
し
て
起
つ
た
も
.の
；で
は
な
か
つ
た
。

な
_る
平
和
的
敎
化
に
依
て
共
產
虫
_
を
實
現
し
や
ぅ
ビ
す
れ
ば
、
布
*
 

者
の
：利
：益
^
ぃ
ふ
越
へ
難
ぃ
障
碍
ゼ
逾
着
す
る
。
有
產
者
は
極
力
*
自
己
防
衛
'に
力
め
る
だ
ら
ぅ
ッ
勿
論
場
合
に
ょ 

つ
て
は
有
■
漆
や
.有
產
漭
を
支
#
す
る
政
府
が
主V

J

し
て
共
産
主
義
の
導
入
に
却
て
貢
献
す
る
場
合
が
あ
るo

彼
等
‘ 

が
卑
劣
4'
> #
^

|?
依
：で
却
疋
铫
_
き
.め
«

傅
漭
^
な
る
場
合
が
あ
る
事
は
今
1:
-
1
*の
政
治
が
何
ょ
り
の
證
據
で
あ
る
0 

斯

る

卑

意

'»
迪
は
、素

^
カ
な
反
猶
を
招
く
。
か
、
る
*
逍

は

驚

、
舊

社

會

が

暴

力

筵

響

れ

る

ま

で

續

く

。 

沖
な
る
平
和
猶
敎
^

^
为
法
を
賴
み
に
し
て
ゐ
.る
だ
け
で
は
前
途
は
心
細
ぃ
。
大
な
.る
物
理
的
取
#
が
彼
等
を
强
制 

す
る
で
な
.け
れ
は
、
：痛
鹿
者
似
決
し
^
私
街
財
產
を
放
棄
し
な
ぃ
で
め
ら
ぅ
。
麵
^
無
.
\ば
何
辦
も
出
來
な
ぃ
、
敎 

他
は
雄
に
^
し
レ
湾
命
を
¥

;f
i

a
rr
名
か
決
し
て
之
を
避
け
.る
.事
は
出
來
な
い
ご
、
1ソ
ィ
t
J
ン
グ
は
耽
‘に
菩
々
に 

說
:to
.し
J

y
る
i

'
減

令

臭

な

：る
準
備
時
代
S

る
タ
■
法
、
政
府
の
政
策
、
產
業
*
進
步
S

會
問
題
を
前 

1
(€
ゃ
出
し
：
與
齡
果
：ノ
逢
國
«
が
‘自
ら
典
產
生
義
.を
作
り
出
し
、
避
を
發
逵
さ
せ
.、
其
の
爲
め
に
、
奇
妙
な
法
律 

や
_排
典
產
主
義
國
象
が
自
名
滿
.々

笔
し
ヤ
全
人
類
に
_
己
.の
新
生
活
旅
理
を
髮
す
る
事
が
出
來
な
<
な
つ
た
。
斯 

«
に
し
^
初
め
^
全
，地
^
が
_
^
»
會
の
た
め
に
征 

今
日
、
征
服
園
玫
、
產
業

.r'
f

o

典
谛
主
翁
を
：冷
後
*

3
漕
及
す
る
た
办
に
献
.身
の
努
カ
，を
惜
ま
な
け
れ
ば
、
北
ハ
康
虫
義
の
實
.现
は
遨
の
討 

議
で
多
數
の
人
々
が
_
脹
じ
た
顧
に
猶
い
將
來
の
辦
で
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。』

シ
ャ
ッ
パ
：K
、
1

,

_糊

題

を

議

論

す

る

に

：當
.て
直
ち
澉
要
な
ニ
個
の
滞
題
が
發
生
す
る
。
一
、
现
代
は
典
産
虫
_
 

實
現
：の
時
期
に
到
遨
し
て
ぬ
る
か
怎
ぅ
か
。
ニ
、
北
1

:

_讖
«
观
の
鬪
爭
^
於
い
て
©
々
尨
必
や
苹
命
的
で
な
け
れ 

ば
な
6
役
か
怎
ぅ
か
。
今

歐

羅

巴

の

：統
.計

を

見

る

舴
讀
»
の
诎
來
:%
^
の
は
興
半
数
に
货
た
な
い
。
斯
様
に
し
て
：親 

代
に
對
す
る
私
の
期
待
も
非
常
ぬ
.失
a

■
た
？.；併
し
盧
#
は
之
を
徽
序
的
K
衍
へ
ば
：恐
る
可
き
力
1
持
つ
て
ゐ
る
。
 

例
へ
ば
«
逸
に
エ
千
入
の
:!
1
:ハ«
ホ
«

¥
が
«
る
せ
假
定
し
て
、
各
向
夫
々
年
々
三
人
を
敎
化
T
.る
ビ
す
れ
ば
、
六
年 

H
r

ー
爾
與
汰
ブ
殆
ん 

<
全
*
逸
調
我
を
#

る
：事
.に
.な
る
。
か
ぐ
す
れ
ば
次
の
時
代
に
に
最
厍
共
產
生
義
遛
現
の
脾
期 

が
來
る
。
少
<

^
も
#
龠
紐
纖
改
善
0

»
期
：が
*

る
吒
あ
ら
ぅ
0
何V

な
れ
ば
矛
に
今
日一

度
も
八
か
ら
7,
へ
.の
飛 

蹓

.ゲ
-謂
#

る
袱
が
出
來
^
ヤ
か
-ら
^
あ

る

。
：
ロ
頭
：敎

化

に

：
次

い

で
出
版
％
.
,
.
.
最
後
.に
物
理
俏
カ
を
川
ふ
れ
ば
、
實
現 

の
：£
期
は
豫
想
«

&
 

s

 

Sに
I

1°
®

力

五

グ
ザ
の
問
に
五
|
七
千
人
の
池
簾
生
義
*
を
得
た
。
後
五
‘ 

印
®
收
獲
汝
待
^
ぅ
で
姒
な
い
か
。
：现
代
に
■
待
#

t
所
少
な
い
か
ら
こ
そ
9
分

.は

將

來

に

冶

槊

を

繫

ぐ

辦

多

い

の 

で

ぁ

：
巧

。
，
即

あ

そ

ぅ

;̂
勝
ぼ
猶
想
鑛
_
が
献
身
的
に
罟
々
を
援
助
し
て
埏
れ
る
。
.
例
へ
ば
彼
等
が
梁
進
稅
制
を
實
行 

し

た

の

ほ

罟

々

の

援

财

，
で

亦

0
:
た

。
。
：
吾

る
：パ
第
^
め

拙

週

ボ

福

^

て
淑
拟
丨
腐
难
の
胳
亂
に

 

一.
*のE

的
を
與
ふ
る
榇
な
ヵ
タ
ス

ト

フ

が

一
度
起
れ
ば
、：

合
 々

は
必
す
，や
难
偷
を
«
戒
し
允
名
到
成
0
制
出
來
«
く
な
A
事
は
確
か
に
豫
想
で
き
る
。
0
:
0
へ
る
に
斯
の
.如

き

暴 

爾
女
恒
に
■
發
せ
外
龙
力
;#
る
も
の
：
は
.ま

し

ィ

政

府

其

自

身

で

ぁ

る

。政
府
が
苦
1.
一，個
め
運
動
が
最
卑
抑
へ
切

れ

第
二
十
.

1

蒸

(

九
！

<
>

 

.
マ
ル
？V

メ
ム
喻
此 

等1

狨 

九
五



第
二
十
*

ll

卷

「

九
六
.〕

マ
少
グ
シ
メ
ユ
前
史 

第
1
號 

九
山
、

な
い
.，で
、
睐
に
全
國
民
を
«

へ
^
事
を
見
^

^
醫
者
の
ポ
似
を
し
て
病
人
の
»

®
を
切
開
す
る
か
、
速
か
に
w

i
さ 

せ
る
か
^
彼
等
の
擧
ロ
で
あ
る
げ
狼
^
は
反
對
漭
の
最
も
猛
激
な
る
陣
地
じ
密
偵
を
送
り
ボ
然
の
暴
動
を
起
さ
‘せ
、 

首
魁
に
對
す
る
混
受
け
ヒ
,:
-
乃
尤
も
ふ
し
い
弾
«
で
全
遝
動
を
鎭
定
す
る
。

一
八
三11

年
巴
里
暴
動
の
如
き
そ
ぅ
で 

あ
つ
た
。
リ
ョ
ン
で
对
政
府
の
密
偵
が
政
府
の
典
士
仁
銃
殺
さ
れ
た
。.1

八

三

九

ハ

牛

五

月

私

は

巴

里

で

一

人

の

愛

國 

劣
が
革
命
の
熱
心
な
る
指
導
省
々
■
殺

し

て

：彼

の

：懷

中

か

ら

黄

名
の
名
刺
を
取
出
し
た
の
を
：

Hi

擊
し
た
。
-」

の
胄
吣 

に
於
'い
'て
敎
父
力
ベ
エ
め
德
度
は
政
府
の
敏
痛
の
秫
で
あ
つ
た
。
彼
は
到
る
處
艰
命
扳
對
の
說
敎
を
し
た
。
そ
れ
で 

政
府
他
全
.ぐ
外
®
的
理
油
を
特
た
ず
、
例

へ
ば
ッ
ゥ
ル
ゥ
ブ
の
訴
訟
の
如
き
は
全
ぐ
政
府
の
敗
.北
で
あ
つ
■たo

シ
レ 

ジ
ャ
に
於
け
る
最

近

の陰
！
！

史

の

明

かに
示
す
樣
に
佛
蘭
西
；警
察
0

眞
■
を
や
り
始
め
た
獨
逸
で
も
胥
々
0

M
度
は
. 

f

同1

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
,
到
'る
處
で
靑
年
を
抑
制
^

る
の
が
吾
：：々
の
最
も
®
聖
奴
る
義
務
ヤ
あ
る
。
r吾
々
は 

:五
|-
1
々
の
：冷
靜
な
石
態
度
に
依
て
、
却
て
政
府
を
革
命
的
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o

政
府
.'«
.必
ず
や
益
彳
吾
，々
を
.攻
擊 

す

る

に:*
!

違

な

いo
そ
ぅ
す
れ
せ
ソ結

！！r

有
利
な
る
勝
利
の
■
«
が
出
來
る
時
期
が
來
る

;0
七
月
革
命
は
そ
5
で 

あ

つ

た

"

ブゲ
ジ
。
'^
ジ
ィ
似
決
し
'て
革
命
的
で
は
な
か
つ
农
0
彼
等
«
法
濰
に
特
許
さ
れ
介
權
利
を
擁
誰
し
た
だ 

け
で
勝
利
し
た
。
獨
逸
は
^

い
て
も
哥
'々

は

合

法

的

翁

法

：
に

ま

：
て

前
進
：.し

搜

：い
：
あ

め

ヤ

あ

る

。

ぃ吾
々
K
幸
な
取
に
は 

獨

逸Q

ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
メ
は
尙
抑
歷
さ
れ
て
ゐ
る

/°
彼
等
は
：败
府
ビ
第
二
戰
を
；
交
.へ

る

か

も

知

：ら

ぬ
o

典
時
は
ブ
ロ 

レ
タ
リ
ァ
を
後
に
扣
へ
さ
せ
ば
、

1
:
<三
0
年
の
«

脇

西

人

の

桡

に

利

益

を

得

る

様

に

し

搜

：い

-0
吾

々

が

冷

靜

；で
、 

到
る
處
靑
年
達
を
制
止
し
て
一
圖
に
•吾々

今
！！！

の

努

，
力

を

：
悉

く

敎

育

に

限

れ

ば

、

ブ

\

ジ

"
ッ
ジ
ィ
は
い
つ
か
0
ず 

蒂
々
が 

一

./
\
三

*0
年
の
-拋
令
ょ
ぅ
も
準
備
與
«
盤
ふ
て
ゐ
る
の
を
见
る
で
あ
ら
ぅ
。
そ
し
て
罟
々
は
政
你
に
對
す
る

ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
：の
勝
剩
か
&
相

當

甘

い

汁

を

：吸

：ふ

事

：が

出

來

だ

い

ふ

i
の

だ

。

』
''
.

ッ
ィ
.ト
リ
ン
グ
、

I

,
黨
派
於
做
小
さ
い
間
は
"
凡
ゆ
る
字
段
砮
M
ひ
.て
之
^
.强
H
ぼ
し
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
6 :

敎 

化

者

が

必

要

で

あ

る

ビ

均

し

一

く

®
命
家
も
必
要
^

菩
«
の
.手
加
減
，を
彼
是
ど
批
評
す
る
の
は
政
策
：上
忠
は
し
. 

く

な

い

。

斯

樣

な

蕾

：全

ぐ

無

用

で

あ

る

。

か

、

る

事

は

總

：て

默

'
つ

て

，
看

逃

ぜ

る

W

だ

。

吾
.々
0
原

理〗

が

纏

で

實

现 

で

き

も
.？

い

ふ
%
實

を

勞

働

者

に

示

さ

な

け

れ

ば

彼

等

，£
宣

龜

を

荇

ふ

事

 

實
S
の
：可

能

性

：
 

は
革
命
以
外
に
存
在
b

な(

い
-。，そ
しv

純
粹
呤
革
命
家
.こ
そ
吾
.
•々
に
は
一
又
立
派
.な
^
■
で
あ
る
。
熱
情
を
以
て
事
に
當
る 

人
こ
そ
必
耍
で
.あ
へ
る
"

_
て
來
る
暴
動
に
希
蕻
を
癘
け
ぱ
こ
'そ
、
心
：令 

あ
り
得
な
い
。
敎
父
ガ
ば
畢
竟
老
人
で
灸
る
、
彼

”の

「

平
K
L1
.
'
の

饋

者

し
て
ゐ
な
い
。
永
遠
0
平
觀
的
宣
傳
ゆ
勇
氣
ぜ
熱
愼
？
^;
:
鈍
4
し
、
其
の
上
一
般
に
極
め
，て
緩
.设

で

あ

：
る
。
縱

：令

革

命 

の
結
*;
が
唯
ブ
反
動
派
.の
'追
'害
：に
終
る
■場
合
で
.も
、
時
：折

革

命

的

戰
_

を
起
.さ

な

け
.れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
れ
だ
け
..で
も
IH 

し
：ぐ
»
啟
の
.實
傅
.で
あ
る
、。殉
敎
者
の
锄
冠
は
ま
人
.
や

議

演

讓

の

«

_

よ

り

も

人

心

を

ょ

ぐ

知

つ

：
て

ゐ

4

、U

か
&
彼

等

は

殉

敎

奢

黑

死

病

の
^
く
恐
輯
る
？
例
へ
ば
新
敎
が
.加
徙
カ
敎
0-
追

害

を

受

け

-て 

ゐ
た
時
新
敎
は
如
何
に
生
氣
に
溢
れ
て
ゐ
た
事
で
あ

る

か

。今
日
其
熱
情
は
冷
^
^
^
^
^ ̂

普
W
:ほ
ざ\

ッ
ク 

\

 

#

1

0信
^

^.
蝴
集
C
私

事

は

な

い

、

昔

日

ほ
^

ル
：
ッ
：7-k

主
«
を
«:
«

し
た
*

は
な
い
。

I

般
.に
基
：督
敎
に
つ 

い

て

も

：同
：様

で
.あ
：る
。
-
私
ゆ
.今
.

1

度
繰
：返
す
、
永
遠
の
說
敎
ば
緩
慢
で
、
恐
ら
く
長
緣
：き
し
な
^
 

の
:ff
i
 

#
.の

標

語

ぞ

彼(7
>
郝
益
0
た
め
に
'使
用
す
る
ヤ
あ
&
ぅ

 ̂

■八」

三

.年
ブ
ロ
 

.シ
ャ
主
が
怫
«|
西
革
命
の
.標
語
を 

利
用
し
'允

猶

に

。

：

吾

々

は

香

：々

の
：經
§

餘

り

恃

ん

だ

：が

靑

年

の

無

分

別

.を

非

 

無
分
別
の
靑
年

m
.
t
.
l屮.

1
1

泡

C

九

七〕

： 

一
'; v

ク
シ
ズ
ム
俞
史

 

第

|

號 

' 

九
七
：



第
二
十i 
一.
# 

(

九
'八
> 

マ
少
ク
シ
ズ
<
前
與 

锵I

跋 

九
A

は
'淺

辦

な

知

識

を

特

つ
.
.た

老

.人
ょ
り

も

却

：
'て
.：合

理

：的

な

仕

事

を

す
る
。靑
年
の
a
te
は
、
a
性
に
：ょ
つ
て
^:
を

ル

ゆ.る 

經
驗
や
#

物

：か

ら

拾̂-
集
め
/2
;
場
合
；ょ
り
も
、
遙
が
に
明
る
ぐ
眞
贺
に
黙
ゆ
る
。
脒

に

靑

年

の

.
大

膽

な

i
行
鴆
扒
疑
マ
 

ひ
深
い
老
人
0

地

礙

措

：
か

ぎ

る

.
言

*

を
_

笑

じ

た

0

』

'

.-

C

問
題
、
六)
_

ぼ

如

何

な

0
カ
法
に
：̂

ば
共
產
虫
義
：の
«
入
は
最
も
容
易
で
あ
'る
か
、(

四
：五

年

七

月

十

五

：

0

S

3
 

' 

. 

'
.
ベ
.
' 

,
.

-

シ
ャ
ッ
パ
ァ
、
丨—

I

一ー
.齡

に*
產
*
«:
;
は
#
*

に
、於
わ
て
ゆ
人
.道
.ボ
«;
的
、：佛 

英 

國
、
.
殊
にM

米
.
_
加
で
这
全
6
非
革
命
的
-
實
：際
的
，
雜
義
的
、
即
ち
戰
米
利
加
に
.於
け
る
各
糖
傾
向
：s

^

Q

f六
_ 

0,
の

»

民

_

の

如

ぎ

#

で

あ

各

。

』

'

:■

彼
は
文
グ
ィ
^
ト

の

戚

疆

_
落
及
國
民
エ
.：場
論
に
就
^
.て
謂
ネr

が
、
る
方
法0

依

れ

^
、
國

家

は

ブ

ル

 
'ク
戶
7 

ジ
ィ
0:
競
爭
を
抑
腿
す
る
で
あ
ら
气
同
じ
方
法
セ
：私

有

驚

は

0

民
の
敗
產
ゼ
な
-

か̂
ぐ
し
.て
必
：す
令
集
產
张
義
：
 

は
實
現
さ
れ
る
w
e,
^,
る

で

：
七

ら

ぅ

0

』

ソ
ィ
ト
リ
ン
ダ
.、

I

共
康
张
美
導
入
.の
：最
も
有
効
な
る
方
法
如
何
の
問
題
を
論
ず
る
た
’め
-に

は

、
先

々

從

來

應

用
., 

さ
れ
た
總
て
の
手
段
.を
f'
-蹲
に
批
評
し
て
.か
か
ら
な
け
れ
ば
^

ォ
.ホH.,

ン
'主

義

考

が

「

調

和

會

堂

」

を

建

：設

：し 

，
た

時

，
、

彼

發

は

物

«-
的
繁
榮
を
«

«
に

し

て

周

圍

の

：人

：々

を

.入
會
.さ
せ
‘
說

得

の

に

：依.て
次
第
次
第
に
英
國
を： 

共

淹

主

義

の

た

め

に

：

®
服
す
.る
考
で
あ
つ
た
。
彼
等S

希
■
ぼ
炎
敗
に
®
し
た
。
何
敗
だ
ら
ぅ
。
舊
社
龠
が
ら
來
た 

1

定
歡
‘の
人
問
が
一
度
小
さ
'い

範

圍

に

限

、ら

作

る

■ビ

 

>
.間
も
無
く
舊
社
會
0
美
■
だ
.：け

间

に

付

い

：
て

.
缺

點

：
が

问

に

#

益

を

傷

け

な

い

：
で

容

易

に
'

其

場

處
.
ゃ
：社'

食

を

戀

へ̂

れ

た

で

ぁ

ら

ぅ

。

し

か

し

今

H

0
'社
會
な
ら
知
&
す
斯
樣
な
小
さ
.：い
植
民
地
1?
は
：左

榇

に

：參

ら

な

い

。

彼

等

は

刺

省 

怒

與

に

す

る

小

い

：人

如

の

幽

體

に

；結

び

：付

は

ら

れ

で

ゐ

6
0 

.
恰
も
女
が
.男
(a
、
與

M
:女
に
結
び
付
け
ら
れ
て
ぬ
る
様 

^
。_

掏
は
1

限
さ
れ
て
Q

4 

を
避
‘け
る
事
於
出
來
な
い
。殊H

「

調
和
會
堂」
の
場
合
に
は
*

®
 

資
が
全
く
木
‘̂
し
た
9
組
合
だ
け
で
も
實
際
活
動
に
着
系
す
.る•

に
先
で
九
窗
磅
0
象

賃

を

：支‘拂

は

な

け̂

か
っ
た
◊
そ
れ
か
ら
競
#

に
«

ん
.；る
た
：.め
：：に

舊

社

骨0;總

：て

の«
格
^
其

儘
*

持
G

な

け

れ
'ば

な

ら

な

：か

づ.た
？
.斯
.' 

f

し
て
■主

な

る
利
.益

は

*

は
.

た

。
'
:
.
:
紙

(1
:惡
い
翁
ほ

？
場
所
や
社
.交
：範

勞

働

幽

體

：を
變
化
す
る

事

が

出

來

な

，
 

い》

い
ふ
最
初
の
不
利
#
が
：ぁ
^
た
0
;こ
：

加
.之
'
龃
米
利
加
め
移
«

#
は

凡

：ゅ

：，る
_

_
的

糧

を

觖.ぃ
-で
ゐ
：た
.:
0此

れ
^

彼
等
を
酷
ぐ
苦
し
め
た
：0

日̂
0

»
會
ミ
全
ぐ
.離
.れ
：て
被
等
§
:

然
進
屈
枝
苦
じ
^
だ

。
彼

等

：は

舊

社

會

に

齒

す

'る
1 

■
の
鄉
愁
i
戰
っ
た
。
，'か
0
て
.互
1に
：生

淸

を

臢

落

令

し

：た

。
併

し

、

歐

洲

.で

は
1»
.に
全
く
完
成
し
た
も3

:

を
商
来

利 

加

で

今

後

作

る

グ

ジ

f

ブ

ジ

ィ

め

_

じ
い
作
物
を
_
て
る
事
：は
：又
愚
な
事
で
ぁ
る
。亜
米
利
加
.で
ほ
入

 々

肩
、永
G
II
H
自
_
を
奪
は
れ
、森
林
を
斬
6
拓
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
斯
ん
な
辦
を
し
な
：い
，で
も
歐
羅
巴
に
ゐ
て
何 

ば
ft
事
が
出
乘
た：

も
s
_
o ■少
ぐ
ミ
も
社
臀
の
た
め
に
霧̂
柏
ち
の「

を
> 

:

’
當

，面
0'
問

題
*?
.立

ち
11
て

私

ゆ
4
ぅ

答

へ

な

げ

炸

ば

：な

ら

環

い

、
：
共

康

主

«

の
苽
め
に
は
手
1^
：
を
選
_
ず
も
。：
译 

々
«:
無
用
み
反H

.

货
仲
M
w«
れ
.を
し
^

•い
.で
、
吾
：々
.
.の
た
^

に
有
视
«:
:
る
«

て
の
も
の
を
.支
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
'ぬ
o 

菽
し
1;
々
の
*
此
敗
來
な
.ぃ
^
.想
を
持
ー
っ
人
が
ぁ
れ
ぱ
、

甚

々

は

彼

に

反

對

し

な

1>
,で
寧
ろ.全

く

沈
_

る
0
^

々

# *

一
 一

 t
*

 

一
 

1

^ ?'
c

 

九
^

)

マ
^

ク
シ
ズ
ム
別^

f v
r

E

九
九
.，



第
一1

十1-1 
卷
.(

1
0
0

)

.

マ
^
ク
シ
ズ
<
.
前
史 

笫
l
ie
l
o
o

は

一.
定

の

傾

向

癸

代

表

す

へ

る

1

大

政

鑛

で

あ

吾.
'
,
々
は
«

の

個

々

の.遺

ロ

に

反

對

し

た

り

し

で

時

聞

を

徒

®

し
て 

は
な
6
ぬ
。
根
本
的
傾
闸
さ
へ
同1

な
ら
ば
、
宣
傅
を
行
ふ
に
無
#
输
を
以
て
す
る
ど
>
^'
^
を

以

て

す

る

气

ff
i

s
 

を

以

て

す

，
る

ビ

革

命

を

.
以

て

す

.：ふ

ぜ

.
«
，

吾

.；
々

に

取

：
つ
、
て
；
怎

：
ラ

で

，
も

好

い

-

。
私
は
私
自
身
の
見
解
を
持
.つ
て
ゐ
る
。… 

併
し
共
產
.主
義
.に
有
益
な
名
他
の
見
解
に
し
'で
，之
^
同
櫞
の
寬
恕
:€
«
務
;̂
す
务

..
 

..
 
.V.

V
ャ
ッ
バ
ァ
は
植
民
地
の
種
.：々
な
る
缺
»
に
.關
G
.、
吏0

佛
關
西
的
傾
向
<:
:
幽
し
1:
論
じ
て
謂
"ふ
、
し『

佛
蘭
商
人
螭 

翦
事
.を
政
治
革
命
に
依
て
實
現
#
ん
ぜ
欲
す
名
';
0
敎
父^

.

ベ
^
謂
：“へ
も
政
治
擊
命
於
先
づ
^

て
、

此

^

^

衣 

T
.
1
.
强
い
意
志
せ
、
聰
明
な
.る
.
«性
ビ
仁
慈
ビ
を
.：以
て
''4
\
共
.產
：主
義
*
完
全
：■に
，實
現
，し
#」

る
一
個
の
.獨
裁
赛
を
出
す 

べ
き
で
あ
.る
：0
左
す
れ
ば
3£
十
年
^
過
渡
1
を
_
て
.，全
_
民
は
共
^

^
義
_

^
(-
:

«
る
节
あ
ぎ
フ
ビ
。

ソ

ィ

ト

リ

シ

グ

は

、目

的

の

た

め

に

丰

段

を

選

ば

す

ミ

ぃ

：
ふ
、

私

.も

同

感

：で

あ

る
■ 
°彼

の

窃»
論
は
魄
に
.フ
ル
ド
ン 

が
充
分
論
諮
し
た
樣
に
、
今
日
の
社

會

狀

態

：

の
巖
密
«
%
.
^
1
:
で
"は
あ
る
^

其

實

際

：的
；意

義

に

：到

っ

て

_は

>

錯€
(:
: 

遨
く
樣
に
考
ベ
ら
れ
る
6
芻
盗
が
一
般
的
に
及
れ
ば
著
鄉
い
混
«1
が
生
れ
る
デ
私
0

®

そ
®:

結
：果」 

€
し
て
共
康
生
義
が

生

，れ

爭

、

卑

む

可

'

き
革
命
的
專
制
政
_治

，
が
：.

生
れ
は
し
な
か
i :

い
，ふ
事
で
•.あ

る
o

そ

ぅ

な

..ユ

ば

幾 

千
の
人
々
殺
恣
れ
、
そ
れ
ー
ど
共
に
脅
0

_
賊
：，道
..は’却
1:
醜
_
負
檐
^
 ̂

ン
及
び
肉
の 

掠
奪
が
.行
は
れ
た
事
：が
あ
0
た
。
餓
ぇ
.た
泥
捧
は
空
.し

く

獄

：舍

に

抑

込

法

^

政

府

の

遣

：口
は
中

々

狡

；
i

一
三
名
， 

だ
け
を
柿
縛
し
て
之
を
流
刑
に
處
し
て
將
來
を
戒
め
;/
2
。
_私
は
：總
の
手
段
ね
赞
成
だ
が
、
:'
:
之
だ
け
に
は
#
成
出
來
な 

い
。
私
に
は
.W

K的
刷
係
に
於
.て
.此
方
法
は
全
ぐ
ft
稽
の
.も
の
，
で

め

ふ

ど

姐
^
れ
る
か
ら
で
ゐ
る
。〗

I：

W

五
.
年
七
月
廿
ニ
日
似
：後
0

議
事
錄
は
グ
エ
ベ
ル

：|

キ
め
：«

い
た
も
の
^

非
常
に
，簡
單
で
あ
る
。 

f

間
題
"

七〕

共
淹
主
義
の
翁
入
に
最
も
多
く
の
利
#

を
持
づ
も
の
は
：如
何
な
る
人
炉
、
共
の
中
何
人
か
共
產
虫
雜 

實
現
促
進
の
手
段
を
最
冬
多
：く
持
合
せ
て
ゐ
る
が
>(

七
月
廿
九
日
丨
八
月
十
九
‘

日
：

)

'

へ
.
：

フ
ィ
•ト
リ
'ン
グ
、——

恐
ら
く
多
數
の
.人
達
は
、
獨
逸
'で

發

行

さ

れ

て

ゐ

，
る

共

產

：主

義

新

開

を

讀

ん

で

、
ぞ

.の

中

に
：
' 

說

か

れ

て

ゐ

る

愛

か
.ら

、
自

出

：；に

引

込

ま
.れ

：た

ど_思
.つ
.て
.ゐ
.：る
。
：
共
產
*
義
は
_

»
家
;'
>

_

服

：
者

に

.
も

或

物

を

保

證

す
 

る

0
だ

か

：ら

征

脓

者

も

王

姨

も

共

產

走

義

^

傾

ぐ

で

'
あ

6
$
0
;
來

候

^

病

氣

を

し

，
て

態
を
知
名
に
到
れ
ば
_、被
は
貧
者
^
病
■者
に
*
す
る
繁
か
ら
、共
產
主
義
者
：ビ
な
'る

:1
?
あ
&
.う
：0
健
康
を
.充
分
享
#
し
：
 

て
ゐ
'る
：富

名

は

決

し

：て

共

產

主

義

の

必

要

を

感

：じ

な

い

。
黯

氣

胜

盛

な

靑

年

M

ハ
產
*

_
に
：傾
t
 

何

か

賺

主

義

の

、た
め
.
!^
實

献

し

度

：い

V

考

へ

れ

ぱ

：、

其

爾

氣

を

共

產

主

義

は

依

ヤ

：滿

：參

：せ

)

る
：事

が

出

來

る

か
6 

で
あ
る
：0共
產
*

:«
|
文
書
.は
«
人
に
も
適
し
/
.貧
者
に
も
利
益
：垆
あ
_る「

0
:革
命
家
名
_

»

^

依̂

て

滿

足

を'見

出

す
^
 

レ
：
エ：.
マ
シ
は
大
王
室
か
ら
難
け
.ら
，れ
ね
反
感
か
も
共
產
主
義
に
典
味
を
持
^
 

;

.

バ
：ク

-
く

——

否
、
'勞
働
者
'こ
そ
共
產
生
義
に
興
味
★
持
：つ
尨
あ
；̂
う

。

彼

等

を

着

すft
ば
-
被

等

の

：
.要

求
' 

は
氣
光
石
火
の
'様
に
_

か
に
.成
就
さ
る
身
で
あ
ら
う
.。
：

'
フ
：V
ッ
ッ
、
j

皇
帘
与
.セ
：フ
：は
彼
が
a
民
に
1好
意
：を
#
っ
て
ゐ「

た
事
を
示
C

T
ゐ

る

。
何

：ビ
.な
：れ

ぱ

、
晋

々

が

磷
 

身
分
に
#
ら
う
^
す
れ
ば
、
閥
派
に
就
<

.
-?
に

な

，
各

。
富
游
；1
も̂

尊

敬

す

、：べ
き
人
：
々

於

§
:
9吾

々
が
善
行
を
泰
し 

て
i

f

^

w々

の
仲
間
に
引

き
入
れ
ば
★
彼
等
は
_

0

有
.f
.る
：手
段
：に
..ょ
-?

て
普
々
を
援

助

じ

.
て

與

れ
る
だ

ら
う

。 

ブ
フ
チ
ンダ
ァ
：
は

べ

ゥ

ネ

ル

に

同

意

し

.て

請

ふ

、

『

中

產

階

級

，
が

共

產

主

義

に
^

^y

ほ

多

<

0

利

«
を

有

す

る_
0

笫
ー
1十

二

卷

C
I
2
)

マ
ル
グ
シ
ズ
ム
前
史 

笫
4
罅

1〇
|



' 

s

l

$

l
卷

(
1
9
D

 

J
 

t
ズ
為
取 

S

舞

5
1
1

 

罟

々

は

敎

牝

に

依

舊

乏

人

、

無

馨

を

，引

入

れ

な

け

，れ

理

：ら
：
ぬ

マ

學

者

ほ

雜

は

吾

.タ
|

先

に
 ̂

彼

等

：は

敎

壇

か

ら

.下
6

て

來

て

、

國

民
.金

敎
^

、.
«
民
0.
當
ゅ
な
す
ー
可
ー
ぎ
華
ダ
知
篇
し
め
だ
，

ッ
イ
ト
リ
シ
グ
、I

1

^
々
：が
§

な
：る
人
：を
吾
；.々
の
：#
:問
は
.

|
ス
れ
檄
：|

别
立
.
«出
'來
：な
：い
'
:
。

i

s

 

不
宰
者
の
た
め
に
奈
財
碧
遺
し
た
皇
帝
ョ
1
プ
：に
f
 

I

 

f
ッ

ッ

の

墨

f
 

S
た
な
ら
ば
、
_

|

た
I

 

も
つ
と
&
す
邛
か
出
乘
た
で
あ
^
ぅ

。

併

：し

彼

の

爲

し

た

辦

を

自

ら

苦

し

ん

で

_

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
2

0
/!
.:
!
* 

々
は
重
に
勞
■
者

を

賴

セ

：じ

な
「

け

れ

ば
.な

ら
.ぬ

。

吾
.々

は
，又

金

で

活

動
i

け

れ
：
f

 

眞

の

：|

.

に

毕

唆 

を

撰
J
を
2C
ひ

な
•し

.笨

命

的

芋

段

に

：
依

て

共
'產

生

義

を#
、ら
す
：
.れ

め

に

：
は

：
、

萬

：
®

を
支
配
す
る
獨
裁
游
を
^J

て
な 

け
れ
は
な
ら
ぬ
。
其
故
代
獨
裁
.者
は
.他

の

眷

.の
人
々
ょ
り
も
.、
多
く
を
所
有
し
5

な
.：ら
ぬ
。
蜀

藏

者

道

：意
、

. 

ブ
般
的
幸
鄭
仍
な
め
に
慟
け
楗
，
.
五

又

：は

彼

に

對

：
し
，
て

、
こ

>

ろ

.
好

<

此

地

位

髮

與

^

る

紙

が

出

『

浯

々

.は

、

何

何

物

か

.を

縣

て

ゐ

る

階

級

：
だ

け

に

：
限

：ら

ね

，ば

な

&

ね

’
。
最

：下

層

：の
：：
國

民

：
階

_

は
何
事
に
も
無
頓
着
.で


^
S
'
A 

.

f
ほ
最
下
慢
に
沈
偷
し
.て
.ゐ
な
い
階
級
に
吾

々
の
a
を

囑

ざ

ぬ

ば

：な

ら

冷

。

從

來

、

何

時

の

時

^
に
も
、
曼 

初
に
武
器
を
梂
つ

た
の
.は
.此
階
.級

：
で
：
あ
つ
：
た

o

彼

等

.は#
び
戰
#

裏
て
為
何
の
；/2
め

織

つ

て

ゐI

を
.知
，る
斤 

が
出
來
や
ぅ
。』

'

•:
.. 

>
.

フ

タ
ッ
K

—

'
宣
俜
を
勞
働
者
だ
け
に
制
限
す
，
る
，の
に
は
反
對
/r
c.

吾

：
々
，
は

富

者

を

.も

亦

引

入

れ

な

け

H

 

ら

ぬ
。

'

,

i 

'

_

_

_

_

__

u
マ

一
-̂

厶
例
を
學
者
に
ビ
ら
ぅ
、
そ
し
て
&

々
り
_

ヒ
1:
'结
圩
こ
^
ナ
卜
.
>
0

jrr
 

j
 =-
 -

 

-Mr
-
 
■

 

!

ど

.-ニ 

ニ

-
 

>
 

1

,>.
 
.

 
.

 
,

r

i
 

^—

f

 

 ̂
-

パ
ゥ
エ
ル
、

^

I
敎
育

.は

ょ

，り
，ょ

き

將

，來

を

招

致

す

.る
1

耍

な

名

丰®

^
あ

る
P

十
^

前

は

何

今
：：！

程

：
で

は

：'
な

か
 

つ

た

學

济

、
钽
學
者
が©

々
V
J

携
へ
て
働
ぐ
。
富
■者
は
'
®々
ご|

共
に
な
る
0
を
求
め
て
來
る
で
あ
ら
ヶ
。
®
 々

は
大
闘
爭
な
ぐ
し
て
共
產
主
職
を
實
现
す
る
事
が
出
來
れ
.ば
ょ
'
:い
が
。

ッ
ィ
ト
リ
ン
ベ—

私
は
前
の
时
«
で
撕
(:
總
て
の
|^
級
の
事
を
述
べ
た
9
富
者
..も
學
者
も
共
產
主
義
に
«
成 

す
る
で
あ
ら
ぅ
。
し
か
し
富
者
が
縱
令
’
共
產
主
義
じ
好
意
を
待
つ
て
も
彼
は
之
じ
全
ぐ
滿
足
し
て
居
る
の
で
は
な 

い
。
無

産

者

は

共

產

生

義

に

多

く

の

，刺

畨

を

持

つ
：：

て
ゐ
，
る
。
併

し

人

類

の
+
#*
の

九

.は*
だ
：全.：く

共

歲

主

義

の_可

_た
る 

か
を
知
ら
な
い
。
農
民
に
は
特
に
知
ら
れ
て
ゐ
^
い
。
ハ
ン
ス
，
キ
ィ
キ
シ
デ
ゥV

i

/-
ト

H

I
 Ki

e
k
i
n
d
i
w
e
l
t

の
書
：
 

物
は
共
產
主
義
的
著
作
で
あ
冬
/o
te
i:
數
年
前
書
：か
れ
た
も
0

で
あ
る
が
世
入
は
全
ぐ
之
を
知
ら
な
い
o

C

問
題
、
：十
；
總
て
の
'

思
想
系
統
ぢ
全
ぐ
無
關
係
な
、
最
'

も
完
全
な
る
共
淹
'
主
義
0

眞

懶

は

：如

何
 

<

四

五

年

九

月_
 

日
.
方

至

十

月

十‘.四
.
R

)

. 

;

丨
”

.

' :

ヮ
.ィ

ト
ソ
ン
グ
、一

：

共
產
生
義
.ど
：は
"

®
分
の
/ 2

め
に
；な
す
«
は
：又
他
人
( :

も
華
で
あ
.：る
か
'
‘苦
く
は
出
來
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
何
人
^
も

障

碍

を

及

ぼ

し

て

：

は
な
ら
.ぬ
：く
い
ふ
事
で
あ
る
。
耍
す
る
に
•
人

の

赠

む

所

の 

も
0

は
，又

誰

に

も

窺

ま

し

：き

も

0

で
な
け
れ
ぱ
な
：ら
な
い
ビ
い
ふ
事
で
あ
も 

無
.神
論
«.
偏
狹
な
游
理
‘で
あ
る
。
：
何
'れ
の
宗
敎
信
徒
：U
就
て
言
つ
：て
も
同
様
で
あ
る
。
人
；に
«

#
を
.强
ゆ
.べ
き
で 

な
け
れ
ば
、
放
.任
す
る
の
が
最
善
の
方
法
：で
あ
.る
。
何
，れ
'
の

：
時

代

に

：
も

好

ん

で

宗

派

V

道

徳

：を

人

に

.說

ぐ
人
：々
が 

あ
る
。
併
し
乍
ら
，常
に
：試
金
石VJ

な

る
，も
の
.は
、
果
し
.て
#

の
言
.ふ
：所
♦か
又
萬
人
.に
善
.で
あ

る

か

な
怎
ぅ
で
か
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
。』

■#
'
.
.ニ.i
 1:.,

想 

c
.
l
o
.
I

'0
.

.マ

.

.
^
-
.
.
.
?

ゾ...
ズ
ム
.猶
.史
. 

箱
一
饿
.

I
O
.

三
：
.



第 

i

 

f
 

2

1
 マ
.
f

 ズ 

I

 

I

.
 

5
S
.

ヮ
ィ
ト
タ
ン
ク
は
t
刺
論
ど
揭
論
の
婦
人
共
有
ど
を
論
じ
：.て
吏
に
自
己
の
立
場
を
繰
返
し
，て
云
ふ
，、 

:

『

人

の

欲

す

：
る
所
；は

又

他

人

に

取

：つ

て

も

善

1 ?

な
け
れ
；ば
な
ら
ぬ
|

。

'

シ

•
ッバ
ァ
は
，

ン

『

人

：問

の

本

質

於

い

て

の

み

幸
{

見

出

す

。

勞f

 

S

I
交

替

し

て

、

义

の

.

幸

蒸

塞

1

.

1

ぅ

。

決
I

I

用
I

I

な
V

O

何
I

れ
f

間

は

決

し

て劣
等
で
は
ぶ 

V

力
'
‘

人
S

正

し

，
い

敎

育

：の

階
f

:
踏

鲁

、

喜

ん一一墨

働

を
す

4

肩

人

間
I

敎

を

泰

ずI

總 

て

を

尾
#
.し

自

家
.の

權

利

に

齷

齪

し

な
{
.な

る

；。

私

の

章

：ふ
«
味

：は
、

 ̂

> ,^
S
0 

- 

- 

^
 

 ̂

i

肖f

ベ

 ̂

^

#

1

1

 

- 

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂
音

々

は 

i

l

l

 
問

題

こ
I

 

す

る
.の
’
S

な

い

。

一
般
に
國
家
：遷

の
'中

S

俗

的
f

f

.
暦

し

て

は

なI

い
。

曹

各

人

こ

對,

r
u

十

月

十

：
四

日

：
、

1

J

ン
-
グ

、
丨

共

産

主

義

の.眞

髓

暴

て
.の
'も
0
蒸

有

i

る

鑛

で

あ

：，

自
“

，

る

叢

*
存

す

石

も

の

で

は

な

い

。

共

有

：ミ

い

ふ

裏

が

：根

本

喪

仲

で

..夯

る
.。
：■

て

；
の

崩

係

は

.
一

個

の

令

の

廣
 

に
|

つ

て

ゐ

：.
る

、

裳

の

利

f

 

.
い

ふ

樣

な

|

8

曹

て

な

：
|

い
，。：：

吾

I

f

然

に

依

てS

せ

ら

れ

て

：ゐ

る

人

々

の

利

f

.思

ふ

が

：たI

,
あ

る

。

吾.々
S

督

敎

を

霖

利

用

し

た

。
：

f

の
： 

義

務

は

：又

共

産

主

義

を

充

分

利

用

し

そ

5
ね
な
：
い
：
様

注

意
f
る

事

で

あ

る
』 

_

を
發
展
さ
す
事
は
出
來
な
い。卜

：
： 

，
：

シ

，
ャ

ッパ
ァ

、
|

缸

の

述

べ

，
た

旅

_

に
尙
*「

共
有」

在
い
ふ
事
を
附
»
し
な
げ
'れ
ば
な
6
ぬ
$

い
ふ
の
が
ブ
ィ 

ト
リ
ン
グ
の
意
見
.で

：あ

る

。

發«
の
*
礎
は
萬
人
に
共
有
で
な
け
れ
ば
«

0
な
い
が
、

享
樂
の
共
有
は
恐
ら
ぐ
行
は 

.
れ
ま
い
。
何
5
な
れ
ば
;>
そ
れ
^
丁
度
兵
舍
の
^
隊
の
：場
合VJ

同
じ
.で
あ
る
か
.ら
6
是
が
/2
め
童
大
な
闘
爭
が
起
&
ぬ
，
 

ビ
も
限
ら
ぬ
。
私
は
31
に

莴

人

の

幸

福

：は

自
_
な
_る
發
摩
に
在
：る
这
考
/:‘

。』

: :

'

ズ
フ
モ
ン
.ダ
ァ
、

自
_
な
'る
發
展
は
共
有
を
#
は
ざ
れ
ば
不
可
能
.で
.あ
る
。
吾
.々

が

總

て

の

點

に

於

い

て

.修 

養
を
賴
め
ば
そ
れ
だ
け
で
も
睐
に：

共
有
で
あ
る
。
後
の
時
代
に
は
尙
ほ
：多
く
の
變
化
が
起
も
^ ̂

何
S

れ

ば
，各

人

は

共

有

的

調

和

に

依

つ

て

彼

の

好

む

も

の

を

得

る

®
が
：出
來
る
か
ら
。'
其
の
上
非
常
に
節
約
を
宽
ん
す
る
に 

至
る
か
ら
。』 

.

フ
ィ
ト
リ
ン
グ
、
I

 

.
議
論
«
間
題
に
少
し
も
觸
れ
て
.ゐ
な
い「

。
.
.自
虫
^;
ガ
：發
展
は
令
0
の
*1
:
會
の
支
82
;#
達
.で 

も
吾
令
に
與
ぇ
得
る
ゾ
是
は
決
し
そ
共
產
主
義
の
眞
髓
で
は
な
い』

'

,

,

シ
ャ

ッ
パ

ァ

之
を
獨
逸
0
自
由
生
義
者
に
謀
れ
ば
：彼
等
：は
承
認
し
な
い
ミ
思
ぶ
0
>各
人
は
個
人
的
®
曲
に
；
 

背
か
な
い
で
自
已
の
充
分
な
る
自
由
を
持
た
ね
ば
な
ら
^
9

』

：''
:
. 

' 

.

ゾ

^

.■

(

問
題
、
十

一
)

典

康

主

義

の

眞

黻

か

ら

見

た

近

代

及

#

代

0
各

稱

體

系

の

吟

咴

、

(

四
31

:
年

十

月

廿

：

「

日

乃

茧

,

ー

'月

十

一

日)

：

.

.

パ
■
.
.ハ

：

.
，

 

.：

フ

イ
ト
リ
ン
グ
は
オ
オ
エ
ン
、
；力
べ

エ
、
フ
？
エ
エ
の
體

系
を
論
じ
て
力
べ
.エ
を
多
？
し
た
。

シ
:,
-
vツ
バ
；_

ア
、
I

嘗
て
體
系
の
時
代
.が
あ
つ
た
o
今
日
，私
に
取
つ
て
は
最
皁
體
系
ど
ぃ
ふ
も
の
は
#

*
'し
な
ー
ぃ
。

第
二
十
一一

卷

(

1
0五)

マ
ル
？V

、、

ス
ム
前
史 

第
s

1

0
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妒

ニ

十

ニ

饴

(

一
〇
六

)

マ
ッ
ク
レX

A

i

; I
f f
::
l

l

8

な
l

i

 た
。
I

I

I

:觸 
i

l

 づ
た
。
才
ォ
，
へ
1?

:'
<

1
勞
S

奔
f

あ

る

。
闽

難

基

働

馨

年

に

屬
1

1

人
.

I
世

寒
 

れ

こ

f

丨
ガ
H

の
f

 

f

で
あ
る
。
フ
ジ
エ
エ
の
系
統
讀
ぐ
の
點
に
於
い
て
、
寧
ろ
嫌
惡
す
、ベ
ぐ
、
笑
ふ
^
 

る

。

麟

て

是

等

の

人

：々

(

ォ
ォ
J

、

5

4

5

S如

何
I

I

.謹

 

i

H

f

oか

た

け

を

求

め

てゐ
る
。

各

人

は夫
々
I

の
性
f

持

て
ゐ

る

ぶ

快 

r

r

t

u

g

l

l

t

f

f

f

务

I

f

l

f

s

■

い

趣

 

_

織

社

言

S

早
i

4

物

に
f

 

I

f

 

f

い

つ
2

る
:

^

^

u

i

力

せ

ざ

る

人5

S

る

餐

才

才

エ

ン

の

奮

：的

體

系
、
長
I

支
配
に
は
1

1

る

。』

' ,
f

れ
H

:

璧

H

層

^

^

^

1

.

し
-
.ォ
エ
ン
S

/

へ
工
も
人
ル
の
本
齊
に
還
ら
な
か
つ
た
。
是
等
は
喷
未
熟
の
體
系
で
あ
つ
た
。 

-疋
鐵
も
0-
,
代
ど
«

に
||
化
し
、
又
ょ
く
な
る
で
あ
ら
ぅ
。』

ワ
イ
ト
リ
ン
ク
は

E
六

年一

月
七
日
議
傲
者
ど
し
て
は
是
等
議
論
に
參
却
し
な
つ
たo

グ
：の
捫
^
に
.
は

自

曲

，に
：
對

す

,
る

何

等

.の

保

證

：̂
 

い
，
。

-!
•
正

の

體

系

は

:

11.1 

' 
,

? 

k
. •
 

r
r
^
L
r
s
.
' 

 ̂

r 

: 

/ 

ク，

..1/ 

k tf..
 

> 

v
l
r 

< 

> 

4 

I 

/
- 

» 

. 

- 

I 

> 

• 

 ̂

r
'
.
l
'
‘ 

k 

%

^ i M n r n

パ

r

、

現
代
の
新
^
い
獨
逸
哲
學
者
0
竿
で
作
ら
れ
る
ビ
私
は
#:
へ
る
。
フ
イ
ト
リ
ン
ダ
の
©
系

を

：檢

謝

し

た

以

上

、

最

近 

の

獨

逸

锻

學

を

吟

味

し

た

.方

が

有

益

诗

あ

ら

ぅ

。

そ

れ

か

ら

菩

，々

の

思

想

に

近

#

1
事

に

し

や

ぅ。

.

:(

問
題
、十
五)

人
間
の
.力
を
測
定
す
る
最
も
正
確
な
々
尺
探
铽
何
.か
。
最
捉
の
.交
：易
制
度
は
何
か
/ (
四
五
：年
十
二 

■月
ニ
'日
> 

'' 

'
'

ャ
ャ
ツ
パ
ァ
、

——

ヮ

イ

ト

リ

シ
グ
の
體
系
巾
に
述
：ベ
ら
れ
て
ゐ
る
様
な
交
為
制
度
は
，共
產
社
會
に
は
存
在
し
#
 

な
い
。
吾
々
は
ヮ
イ
:>
ソ
ン
グ
の
'i
f
f系
を
®;
に

放

棄

し

て

し

ま

つ

た

：か

匕

、

之

：に

關

'€
て

も

此

れ

以

上

页

に

郎

題

ど 

し
な
い
.で
も
い
い
。
取
引
時
拙
は
却
て
禍
の
稱
ど
な
ら
ぅ
、
何
；̂
な

れ

ば

之

に

依

：て

或

考

は

：他

界

ょ

り

 

一
/#
欲
-
の 

滿
足
を
受
け
る
®
が
出
.來
る
か
ら
。
取
引
時
問
を
®
求
し
な
い
で
も
"

A
li
i
lは
恒
に
：
必

要

だ

け
'の
物
を
^
產
す
る
で 

あ

ら

ぅ

。

』

(

問
題
、
十
八)

君

主

螂

^
憲
制
、
共
和
«
は
夫
.々
_其
«:
«
上
、
.：_
踩
に
«
し
て
如
何
な
る
利
,

不
利
益
を
*
 

ら
す
yf
に
な
：る
か
。(

四
六
年一

月
七m

)

此
問
題
の
討
議
'it
は
四
.'五
部
十
.

1

月
十
八
日
以
來
暫
ぐ
务
を
見
.せ
な
か
：つ
た
ソ
イ
リ
ン
グ
が
出
席
し
て
滯
英
中
避 

後

：の

意

見

を

述

ベ

；
る
ノ

 

：

:
•

〔

.

'

:
 

.

.ツ
イ
ト
リ
ン
グ

>

1
君
主
制
に
於
い
て
は
ー
個
人
の
言
に
依
て
行
動
す
る
_か
ら
_

ー
 

の
利
益
が
あ
る
。
共
和
制 

に
比
し
て
餘
程
効
果
.が
：擧
が
.る
。
典
和
制
で
は
a
擧
に
依
4:
!

^
す
る
:0
'*
あ
：る
炉
6
.、
痈
^

る
策
S
統
一 

を
齎
ら
す
琳
は
姐
來
な
.い
。
谷
自
が
部
々
意
見
*
吐
ぐ
の
^
:、
：
精

々

不

秩

序

位

が
|«
の
山
：で
あ
る
。

I:

般
に
®
#
に

#;
ニ 
十
二#

(
一 Q*¥Q 

マ
^
.
?

V
、

ス
ム
前
4

:

笫一
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 ̂D
b
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d 

z

t
ズ
ム
前
史 

■<
■
、, 

第
二
號 

一
◦
八

%

:
て
I

和

制
I

I

い
>

1

ふ
2

纛

で
裏
切
ら
れ
る
事
が
多

い
f

,
'
し

か

i

f

あ

る
か
た
め
又
幾
多
め
利
益
を
持
つ
て
ゐ
.る
。
菩
人
i

一.
没

，i

レ
く 

f

。，、

J

1 

き
で
あ
る
。 

一
®

<
渲
し
く
|1
舄
を
プ
3

レ
オ
ン
の
如
き
人
物
：に
委
任
ず
べ

r

.

l

u

s多

の

利

益

をf

し
た
。
密

依

て

又I

I

I

泰

出

f

。

し

か

し
 

一
I

缺

け 

V
.
ン
ナU
め

I

I

し
た
。
ナ
ボ
レ
オ
ン
は

一
致
集

て
政
麻
を
救
f

た

。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は

新

織

法

を

編 

募

し

ひh

統

、
一?

f
び

付
I

。
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
支
持
し
た
1

2

0
名
#
心
だ
け
で
あ
っ
た
o 

f

M

M

t

て
I

せ
は
、

I.

囊

國

4

も

遷

業

義

を

實

現

€
'
證

出

來

I

I

.
へ

..
:

■ 

ノ'

袋I
.

上
^
へ
.

ぶ
五
イ
ニ
ナ
ょ
り
S

ハ1

月
迄
フ
イ
ト
リ
ン
グ
が
英
國
.を
.出

立

ず

る

迄

の

間

、

命

攻

廿

舊

书

囊

育
I

f

行
K

g

l

:領
0
崖

間

f

l

る

織
0
寒

i

る

が

I

ド

^

其

雷

、

: 
ノ 
ノ

ア

フ

フ
.
ン

タ

ァ

、
バ

グ

ラ

ル

「

派
I

對

立
_

5

共

産

主

義0
本

質

、

K

3
孓

法

i

の

問

題

に

關

す
4

本

的

見

解

のI

s

:
っ
^

 

l

_

f

 

i

 

, 
i

f

 

f

 

I

l

l

s

靡

ゆ

V

か

參

る

h
范
&

|

盂

ナ

事
I

賞

に

物

語

て.ゐ
る
。
■

顧

のW
履

.S

年

十1
1

月

を

，
f

て
繼
f

.れ
た
ヾ
V 
f

ン

第

十

.八

間

の

討.儀
I

界
I

.
狐
I

f

し

て
I

.

1
 に

聲

義

の

主

？

を
し
て
こ
の
上
，
永
<
英
國
に
*
る
に
堪
え
ざ
ら
し
め
た
も
の
か
。

,
巴
坦
以
來
久
し
く
同
监
の
中
心
思
想
ビ
な
っ
て
ゐ
.た
.ヮ
イ
ト
タ
ン
グ
の
：思
想
8
彼
0
:退
英
ど
#

に

事

實

上
|»
|

取

か
 

&
驅
逐
せ
ら
れ
、：

同
盟
：

S:

實
權
は
患
想
的
に
'も

、

政

治

的

：に
：
も

，

全

ぐ

シ

ャ

ッ

パ

：

.ァ
、-:
ブ
フ
チ
ン
ダ
ァ
，

V

ゥ

エ

,
、 

モ

オ

ル

等

の

手

に

移

：っ

た

。

こ

れ

全

く

同

盟

自

身

の

自

律

的

覺

酿

に

»

ぐ
も
0

で

あ
っ
て
多
數
史
家
の
言
.ふ
.W
如
ぐ 

マ
^
ク
ス
、：
土
ン
ゲ
ル
ス
の
忠
想

.的

感

化

に

歸

す

る

事

：は
：出

來

な

；い

:0
:
:
,

エ

ド

ゲ̂

ス
'は

前

記

同

盟

の

思

想
.的

變

化_の

原

因

；を

專

も

マ

ん

.ク
ス
：
の

哺

物

史

觀

の

#
生
：に
衆
あ
 ̂

g
 

G

2inberg, 

M
e
h
r
i
n
g

何
れ
も
エ
シ
ゲ
ル
ス
の
言
を
：其
^
踏
襲
し
て
：ゐ
る
、
(4
)
:併
し
筆
者
0

等
‘は
：均
し
ぐ
マ
ル
ク
ス
の
功
續
を
錄
せ
ん
た
め
の
誇
膨
に
.外
な
ら
.な
い
。
明
か
に
マ
ル
ク
ス
の
影
響
ビ
因
す
、べ
き
も 

，の
：：

は

寧

ろ

四

六

年

三

月
'マ
，
ル

5

 :

ス
對
ソ
イ
ト
リ
ン
グ
の
確
執
、
同
年
：五
月
ク
'リ
イ
グ
事
仲
頃
か
ら
：の
事
ど
思
は
れ
る
。

例
し
^

1
0ッ
イ
ト
リ
ン
グ
：思
想
^
の

絕

緣

は

必

ず

し

：も
總

_て

の

空

想

主

義
$
の

分

狹

；で.飞

無

け

れ

ば

又
«1
:
ち
に 

マt

ク

ス
シ

ズ
ム

へ

の

道

でも
な
い
0
_嚮

導

思

想

を

失

つ

.
た

同

盟

は

今

«

«
ら
ぐ
思
«

1
摸
_
の
道
程
を
迎
ら
.な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
o 

.

(

l
v_Nettlau, Londoner 

deutsche 

ko 
日 munistisclie 

Diskussionen. (
G

s:nberg》s A
r
c
H
v
f
U
r

 die Geschidite des soziali- 

smus und der Arbeiterbewegung.MOVJahrg* 

S
22 . 

s, 361

ヤ 
300
6)

. 

.... 

r' 

V
:
. 

- 

• 

-

.

9

W
四
月
十
四
日
の
財
議

Ll

は
*
當
時
礎
英
中
の
歴
史
派
の
膦
將
ブ
ル
ノ

方
*
ヒ
ゲ
.デK

?

ゾ
ド
が-

シ
ャ
パ
ァ
の
紹
介
で
議
事
も
I

し 

て
驳
2
2付
友
人
漱0.
#
筒
の
-
&で
常
0,
會
_
0:
光
设
^
面
由
く
描
い
て
ゐ
る(

拙
稿
.
.

「

ブ
.レ
ノ
方
‘
ヒ’ルJ.s K

ラ
ン
ド
の一

讲
節」

三
田
^
^

雜
認
第
ニ'十
.

5饿
六
號
參
照

) 

ン

f
l
*
T
~

 

1
-S
:

「

一
 Q

 
九
^

マ
^
ク
シ
.ズ
 

前
^

' 

:

.
菸」

诚
.

J 

〇
％.
.
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"

其

贫
ニ 

i

s
 

C
l
i
o
)

 

'

z

f

vズケ
叫
也 

r

,

.

; 

贫 

I

號 

I 

l

G
 

o
)

 

E
n
g
e
l
s
,

 

a
.

 

a

.

p

;
 

s
.

 

3
6

. 

3
S
'

(
4
 
3
 

G
r
s
E
b
e
r
^

m
 
:

〇
.，s. 

 ̂

 ̂
p.
 
p.
 
o.

.

.

.
、.

.
'
. 

.

——

 

.：
■:
. 

.

五

マ

ル

ゥ

ス

及

び

エ

ン

ゲ

ル

ス

の

出

現

ノ

ー

疋
_

者

同

盟

ミ

加

盟

前0
南

者

ビ

の

：交

涉
;0

マ
ダ
ク
ス
5

ン
ゲ
,

ス
ど
か
疋
式
に
疋
義
漭
同
盟
に
如
入
し
た
の
は」

八
四
七
年
'一
月
の
こ
ど
で
あ

3
以
f

に
於
け
る
マ
ル
产
ス
及
び：

エ’
ン
ゲ
ル
ス
.の〗

思
想
的
活
動
並
，に
1£
義
#
同
取
ミ
の
_

係
は
*1

疋

義

者

同f

兩

人
I

蘭

係

は

先

づ♦
ン
I

ふ

に

依
t
結
■

た

。
‘一

入

§
ニ

年

の

晚

秋、

h 

1

故
I

る
バ
ル
：f

か
：ら
英
國
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ァ
に
移
り
、
.|

八

园

年

ま

で
f

續
き
此
柿
に
蓮

し

た

。

1

國
に
，落
着
い
た
エ
ン
ゲ
ル

3

問
も
な
ぐ
チ

.ャ
f

ィ
'
ス
ト
S

首
腦
者
ゃ
ォ
ォ
モ
ン
派
の
人
々
I

し
ぐ
交 

る
搽
に
な
つ
た
。
そ
，し
-て
チ
r
 

J

ィ
ス
ト
の
機
闕
紙
の『

北
極
星』

N

i

l
 St

a
r

や

ニ

ア

ト

•
ォ
ォ
ラ
ン
_ 

の『

f

 

I

界i

 

I

「 M
o
r
a
l
:

 

w

l

 

R
e
l
i
k
l

丨
&

^
を
寄
セ
ァ
り
す
る
ゼ
ら
、
殺
濟
學
0

硏
究
$

英

佛

：の

社

食

運

動

の

歷

史

の

硏

免

ビ

に

^

て
ゐ
た
6

并 

し
何
に
I

し
て
I

I

.に
一

え
s

i

、
I

暴

し

づ

る
f

レ
タ
：r

s

f

 

>

i

p
 

は
ぎ
り
に
懸
け
離
れ
8

本

家

の

着

愚

對

照

V

そ
し
て
此
の
間
に
.燃
え
：上
.
.っ
て
來
る
所
の
激
f

識

I

の

M

け

2

1

。
そ
I

マ
ル
i

i

?

が
’巴
里
で
出
版
し
て
.

■

は
射』

,,L
i
e

 

.zu: 

e
m
e
r

 

I

 d
e
r

 

N

l

l

o

l

e
 

,

や 

s

里
フ
矛 

V

ク
;

ツ』
，，
p
l
r

K

f
 

d
'

 

は
l

l

l

f

 

,.

瞥
加
れ
ー
た
も
の
で

.

.ぁ
る
ヶ
#
に
前
者
は
社
會
生
義
に
經
濟
學
#

»
磷
^
參
ん
.ん
ビ
し
た
故
#
:の

試

み

で

ぁ

る
.ビ
云
#
丨 

a
に
於
い
て
、
今
m
l?
も
何
我
々
.の
：心
を
惹
き
つ
け
る
...
も
の
で
ゐ
る
が
、-
典
れ
.に
依
.て
®
々
は
.當

時

.
エ

ン

ゲ

ル

ス

が 

英

國
の
經

濟

狀

態.の
：硏

究

か

ら
»
々

唯

物

史

観

の

本

質

を

據

，
る

程

に

，
至
，
つ
.
て

居

た

ビ

云

ふ

礙

を

察

す

る
^

が
.出
來

H

ン
ゲ
ル
ス
が
偷
敦
で
:1
£
義

者

同

.8
3
の
有
カ
分
子s

c
h
a
p
p
e
r
^

 BalieJ 

Molr. v

個
A
的
交
通
を
結
ん
ゴ
の
«
IE 

に
此
頃
の
辦
で
*

0
/2
。

H
:

ン
ゲ
ゲ
ス
は
、
後
年
當
時
を
述
懷
し
て
云
ふ
、
.

.『
I

八
四
三
年
フs

&
p
p
e
r
,

 

p
a
u
$
,

 

M
o
l
l

の
-
人
€
偷
敦
专
相
_

る
事
ど
：な

っ/2
。
彼
等
は
自
分
が
識
る
事
を

#
.た
*
初
の
革

命

的

：.ダP:

レ
タ
y

T
で
.ぁ
'つ
：.
^
6 |

蘇

の

®

々
の
見
»
は
£
;に
«
遨
(,
て
居
た
が
-
-
可
ど
な
れ
ば—

彼
^7

の

狹

母

な

：
る
坪
^
独
產
张
義
{■
:
對
し
て
、
自
分
は
W

か
狹
量
な
る
哲
學
的
優
越
^
持

^
て
®
た
か
ら
一
^
而
も 

猶
、
自
.分
は
常
時
や
つ
；ど
.
I

A前
に
な
ら
ぅ
ビ
じ
て
ゐ
た
_

に
當
：つ
で
、
，是
等
眞
實
な
る
三
氏
が
ら

受

け

^

感

激

ぬ
 

印

象

は

自

分

の

決3 

2

|れ

得

の

所

で

：ぁ

る

』

ス

气 

.：

'
:

;

:
H V

ゲ
水
ス
は
是
等
の
：人
々
ど
而
識
の
際
ボ
取
加
'入
の
：猶

請

：を

受

け

た

が

、
き

つ

ぱ

.り

枢
.絕

し

た̂
^

的
和
違
(:
徵
す
れ.ば
：：

こ
.の
事
は
寧
ろ
當
然
で

室
。
F正
'義
者
间
盟
：ビ
0
:關
係
は
實
(:
:
.此

：出

來

琳

を

以

て

：嚆

矢

ビ

す

る

。 

特
に
一
八
四
1
1
1年
で
ぁ
づ
允
？

マ
ル
。>
.
ス'，は
一
八
四
士
ー
年
十
一
月
、
ラ

ィ

ン
新
聞
の
牵
禍
を
買
ぅ
て
祖
.國
を
：進
ま
れ
：て
パ
リ
、
(̂
:
移
^

1

月
迄
此
地
に
滯
麵
し
た
。

1

八
■

年1
1

月
末
、A

r
l
:

 

R

f
 

?
共
に
.獨

佛

年

誌

を

起

し

、
：
そ

れ

に

宗

敎

の

本 

質
を
說
き
、
猶
太
人
の
'解
放£

1

じ
た
ニ
論

文

『

へH

ゲ
：ゲ
法
a
學
批
刺J

『

猶
太
人
問
題』

を
公
"に
し
た
。
^
文
中

第
二
十
一

£

 

C
I

 

+

 

I
O

 

了
^
ク
シ
ズ 

A

HJ
J
il
i-

:

‘
 

敗
一
鷀 

M
l



第
ニ
十1
1卷

(

ニ

ニ)

マ
少
？
ゾ
ズ
.ム
前
也

 

, 

第I

號

1

5

に
は
、
國
家
が
市
民
社
# :
を
制
約
す
る
.も
の
で
は
無
ぐ
、
市
民
社
會
が
_

家
を
制
：約
，す
纪
^:
:

^
な
る
事
、
縣
に
«
洽
及
：
 

政
©

^
は
經
濟
3

^
及
輿
發
展
が
_ら

說

明

せ

：ら
：な

可

く

、
：
，決

I
で
'其
反
對
で
は
無
い
ど
論
じ
.て
te
に

唯

^

&

雜

の

ロ
 

吻
を
魄
し
、
猶
太
人
0
解
放
^
同
時
：に
全
：人
*
の
：靡

放

た

る¥
き
を
論
じ
て
、
]1
1
ろ
氣
韦
ら
：社
會
主
義
思
想
を
吐
露
し 

て
居
る
Q 
ニ

方

：
H
.

 

Bol
l

e

i

nの
發
行
す
る
，
，

P
a
d
s
e
r

 

V

I

,
に
幾
多
の
論
文
を
：寄
稿
し
た
が
、
そ
の
中
に 

は
、(

彼
の
社
會
书
義
縣
想
が一

段
ビ
明
#

の
虔
を
進
め
て
居
る
の
を
見
恥
す
^
が
出
'*
る
。
マ
グ
ク
ス：

謂
え
ら
ぐ『

.
%
:
. 

會
革
命
を
政
治
革
命
ど
對
立
じ
て
ゐ
、る
も
0'
ビ
.考
.
.へ.
.、加
之
*社
會
革
命(

に
社
會
的
精
»
を
與
え
ず
、
政
治
.的
■
背
を 

興
‘
4
る
，な
ら
ば
^

政
治
：的
_

»
を
#

ふ
社
會
革
命
ど
は
徹
頭
徹
越
無
意
義
の
：事
：で
.あ
る
。
或
'は
政
治
的
霖
を
有
す
. 

る
社
#
革
命
笆
ば
、
人
が
別
一
に
呼
ん
で
、
政
治
革
命
若>

-
S

革
命
其
者
：

る
も
の
の
言
替
へ
に
.外
な
：S
な
い
。 

雜
て
'の
#

命

は

夫

权

が

社

會

的

な

，る

限

ヴ

，
舊

«
會

を

解

體

束

る

：。
總

て

の

着

命

は

夫

れ

が

政

治

^

な

る

限

.り

舊

權

カ
 

を
鋪
«
ず
る
0政
；治
的
糨
練
を
有
す
る
祉
會
革
命
* >

無

意

義

な

る

は

反

し

て

、

.社

脅
^

理
的
で
あ
る
？
革
命
，一
般
1

現
行
權
カ
0
獺
覆
及

び

舊S

係
，の
：解
體——

は
：ー
個
0

1
的
行
爲
で
あ
る
。
革
命
. 

無
く
し
て
は
、
社

#

主
義
の
實
行
は
不
可
能
で
あ

る

。
社
會
虫
義
が
.破
壞
ビ
解
體
ミ
を
要
求
す
る
限
り
、̂

»
の
趴̂

 

的
行
動
を
必
耍
ど
す
：る
。
か
く
て
祗
會
主
義
の
組
織
的
活
動
.が
開
始
ぜ
ら
れ
、
其
|
5®-
己
0
的
、
其
の
精
#
の
發
现 

す
る
に
到
て
、
始
め
て
社
會
主
義
.は
其
政
治
的
被
«
を
悅
ぐ』
：
ど
。
(3
,

.
:
1八
四
四
年
八
月
•

.̂
ン
：ゲ

^
ス
；.が
マ
.ン
チ
f
ス
タ
ァ
よ
^
'软
鄕^

:

ル
メ
シ
に
®

る
途
中
、
巴
]ft
に
マ
〃
ク
ス
を
訪 

問

し

、.瓦

に
*
見
.を

交

換

世

：し

瀨

果

、

'
端
無
ぐ
も
，
見
：解
の
'全
ぐ
二
.致
せ
る
を
兒
出
し
チ
愛
に
四
十
年
來
渝
る
平
ふ 

き
友
猶
が
結
ま
れ
名
:»
で
：な
つ
た
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
英
H
の
.經
擠
狀
態
の
硏
究
か
ら
略
々
喷
物
史
觀
の
本
贺
を
«
む
-.
:
\
.
:

に
到
っ
た
ミ
同
棧
に
、
マ
I
Aク
ス
は
フ
？
ン
ス
难
命
の
研
究
が
ら
向
-̂
の
ぜ
姐
‘的
站
論
を
遵
き
川
し
穴
の
で
ぁ
る
。
^
 

年
マ
ル
ク
ス
はH

ン
グ
ぐ
ス
ど
協
カ
し
で
"
當
時
へ
キ
ゲ
ル
派
.の

自

塵

義

考

：

B
r
u
n
o

 

B
i
n

辯
駁
書『

神
聖
鐵
族』

_ 

"
s
e 

h
e
m
g
e
.
F
a
m
i
l
i
e
s

を

著

し

て

へ

：
.

H

グ
复
馨
ォ
ィ
ノ
ェ
.ル
バ
ッ
ハ
：兩
哲
學
を
业
揚

.し
ず
，
獨
自

0

患

想
^

高

：
 

所

：に

到

達

す

る
.：

U

到
っ
た
。
唯
物
史
飾
は
略
完
成
の
域
に
近
づ
い
て
居
た
。
’
-'
'

當
|,
^

^

.は̂
也
\

#

義̂
31
1
|8
/
.
:の
槍
刺
毫
.で
.ぁ
.っ
'/2
。.マ
^
'
.
_
ク」

ス
.

此̂
地^

:

獨
雜
の
寧
命
^
.人
'
..

HeinricH. 

H
e
i
n
e
s

 

親
交
を
.結
び

B
a
k
u
n
i
n

や
佛
.關
西
0
81
:
會
主
雜
者

p
r
o
u
.
d

r:
t
r
*
:§
;

”：c
a
b
e
t
^
相
離
る
事
ビ
な
ゃ
た
：。

X
II
L

M
'の
正
義
者 

同
跑
の
會
貴
達
ど
も
熒
：は
：る
：に
到

'
:0:た
。：
當
時

^
同
盟
の
指
導
者
は
为
べ

H

主
義
者
；E

w
e
r
b
e
c
k

で
ぁ
，っ
た
の
で
、
同

：
 

盟
も
亦
力
べ
工
の
思
想
ほ
支
配
せ

£
れ
て
居
た
。
マ
ル
：ク

|

は
同
盟
：に
.加
入
す
：'る
事
無
く
>

It
/?
獨
逸
手

3:
業
勞
働
 ゝ

蕃
の
共
產
主
義
運
動
を

At
!3
c
の
服
を
以
；て
傍
觀
じ
て

Q

る
の
み
で
ぁ
っ
た
。
何
ビ
な
れ
ば
、
同
盟

.0
奉
：ず
る
力
.
.ベ：、
# 

主
義
S

マ
ル
ク
ス

^
の
思
想
的
溝
渠
は
到
底
、
彼

0
加
入
を
許
_さ
な
か
っ
た
か

.ら
で
.ぁ
.る
0:

1

八

四

近

年

1

月

十一

日

、

；
マ/-
:ク
ス
«
、，， p

i
e
r

 y
o
r
w
i
r
t
s

 
ニ
に
發
表
し
た
論
文
の
た
め
に
踹
無
く
も
ブ
ロ 

シ
ャ
政
府
■の

忌

緯

：に

觸

れ

：

同

政

府

の

要

請

に

依

：ぅ

翁

ゾ

汸

0
/2
め
ほ
怫
蘭
西
を
追
は
れ
る
事
€
な
っ
た
9
,
之
が
爲 

め
マ
^
ク
ス
U

大

陸

に

於

：：
い

そ

.

比

較
“的

最

：も

安

全

な

る

：政
|

避

難

地
;>
,白
.掘

義

の
.ブ
ル
ュ
ッ
セ̂

に
#

っ

た

。

同

年
 

Q

春

■
•
エ
ン
ゲ
ゲ
ス
は
マ
ル
ク
ス

.を
追
：つ
て
此
地
に
來
り
、
彼
ど
會
見
し
た
時
*
マ
ル
ク
ス
は
：聘
に
唯
物
史
«

0

®
 

要
な
る
部
分
を
完
成
し
て
居
#

0
で

:>
碧

は

之

0
新
な
る
.

1
髮
«
礎
<
し
七
各
方
而
の
事
實
を
伃
猶
^
 ̂

究
す
.る
：事
^
な
.
つ

た

。
.
.
£
.
.
一 

.

レ
.
,.
:
'
:'
.

:;
■-
':!
: 

> .

;

:

. 

1
八
睜
五
年
の
夏
、

マ
ル
ク
ス
尨
キ
ン
グ
^
ネ

ビ

は

唐

べ

七

六

週
’間

の

與

卿

見

學

旅®

第
u

i

s
 (一

 

I

j

sマ
ル
ク
レ
‘ズ
ム
前
史

 

S

敢

i

l
H



第一:1.

十U

卷

(

1

5)

. 

'
マ
^
?V

ス
.
A前
史
：
 

第
5
 

ニ
四
，

で
マ
ッ
^
る
ク
>

リ
ヵ
ゲ
ド
ォ
の
硏
究
に
手
&
染

め

て

居

たマ
，
ク
ス
は
、
此

地

で

經

寒

的

文

献

を
.深
^
涉
獵
し 

®
r£
資

本

主

義

の發
達
せ
る
英
國
の
社
會
狀
態
を
詳
に
觀
察
し
た
。
彼
は
又
チ
ャ
ァ
テ
ィ
ス
ト
左
S
の
人
々
ど
接
觸
し 

た
。
' 本
y
ゲ
ダ
メ
'は
，
脒
'に
最
初
の
.英
國
滯
在
中
"
ォ
ォ
.土
ン
.の
携
圓
雄
.こ
'
^
t
 

や

Q

c
o
g
o
r
, 

ffi
a
m
e
y
,

 

J
o
n
e
s

等
の
チ
.ャ
ァ
タ
ィ
ス
ト
の
發
行
#

る
機
關
認
.

^

O

I

B
 

s
t
a
r
。

や
其
他
の
雜
誌
に
寄
書
し
て
ゐ
た 

が
、此
際
、
舊
交
を
溫
め„、，
是
等
:0
大

々

.?
;
連
#

*'
新
に
し
，た
0彼
等
が
此
時
神
び
偷
敦
の
正
«
者
同
{1
の
#
«
<
#
見 

し
彼
等
が
豫
てV

リ
ュ
ジ
セ
.ル
で
計
畫
の
典
產
虫
義
通
信
委
員
龠
の
英
國
逋
信
員
を
同
遛
に
囊
し
た
。

マ
ル
ク
ス
が 

ブ
ル
ド
ン
宛
書
節
の
中
で「

吾
々
は
脒
に
英
國
ど
連
鉻
を
得
た」

ど
い
つ
て
ゐ
.る
の
は
此
辦
實
を
指
す
も
の
.で
あ
る
。
㈨ 

ブ
I

ッ
セ

ル

に
歸
つ
て
後
、
マ
ル
ク
ス
令H

ン
ゲ
が

スk

は
.再
び
北(

'同
の
著
述
(5
»
手

し

气

即
ち
"F

e

c.erbach 

ズ
ル
ノ
ォ
'，
バ
；ゥ
エ..ル
、
ス
チ
ル
ナ
ァ
等
に
依
て
：代
表

W

る
V
後
期
へ
：
エ

ダ

ル

哲

學
#
批
評
し
，
寒
に
0
2:
コ
，He

s
s
:「

等 

の
提
唱
す
る
獨
逸
的
社
會
主
義
を
論
評
す
る
た
め
に『

獨
■逸
觀
念
：論UF 
3 

s
e 

Deutsche' Id o
l
o
g
〗e

(o)
.

を
著
は
す
«
 

^
な
つ
た
。
本
書
ば
實
に
唯
物
史
覜
の
最
初
0.
形

涵

ャ

ぁ

つ.た

。
ぶ

•:
.遮
莫
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン

'グ

^

み

は

何

時

：迄

：
も

«.
な
る
理
諭
猶
活
麻
に
事
足
れ
.り
€
な
す
^
.の
ャ
は
な
/
\
>

「

寧
'ろ
，彼 

等
の
0
1的
は
.其
實
際
.的
活
動
に
存
し
^
0
. H

ン
ゲ
产
ス」

は
其
れ
に
就
い
て
自
ら
斯
ぐ
言
明
じ
て
居
る
。：

'

『

晋
々
は
當
時
"
此
新
し
き
科
學
的
結
果
を
尨
大
な
1
書
#

に
收
め
て
、

『

學
漭
の
世
界』

だ
け
に
”
囁
か
.ぅ 

なW
.

の
考
は
持
つ
て
な
か
つ
た
。

否
、
決
し
て
其
れ
.所

で

は

な

か

，つ

た

。
否

々

は

ニ

人

共

脒

(:
深
く
政
治
運
動
(3
參
加
：：
 

し
、
殊
に
西
猶
逸
の
管
識
附
鈒
の
間
に
相
當
0
共
鳴
者
を
出
し
、
又
組
織
さ
れ
た

ブ

ロ

レ

タ

リ

ァ

ど
は
充
分
接
觸
し 

て

厨
た
。
? v

々
は
，见
解
を

.

學

問

的

に

打

建
'

て
る
義
務

.
を

.有

し

て

ゐ

た
 

>」

.

同

梭

に

、
:f
l
-t
l

‘々

の

信

念
.
に

：
歐

洲

.
、

殊

に

姆

逸

ブ
ロ
.レ
■タ
リ
ア
を
引
入
れ
る
事

.が
：五3

々
に
ぢ
つ
'て
極
め
て
1 8

要
の
こ
ビ
で
あ
つ
た
。』

S.

.
マV

ク
ス
> H

ン
ゲ

ダス
の
.活
動
は
効
を
泰
し
"
多

數

：の

急

進

主_
者、-

共

產

者

が

相

爾

い

で

ブ

リ

ュ

ッ

セ
ダに

蛸 

集
し
た
。
倫
敦
0
ワ
イ
ト
リ
シ
グ
ク
瑞
西
0
 Sebastian 

s
e
i
’
e
r
'

'Y
レ

ジ

：

ヤ

の

エ

ス

ト

A

ァ
リ
. 

ア

のJosef: w
m
y
d
e
m
e
y
e
r

‘ \

ル
.メ

ジ

の
.He

r
m
s
n

 

1
0
^
的
0
等

夫

々

各

地

ょ

ヵ

前
^
3
:
:
て
.此

地

；に

到

着

し

た

。

又 

當
ブ
i

ッ
セ
ル
で
は
市
立
li
:書
館
©
古
文
#
學

者

9
&0
:-
勞

働

：雜

誌̂'
>
??
1ー
气
^
を
*
行
す
る
獨
逸
人H

e
i

crerg 

等
の
同
志
を
得
た
。
國
外
で
は
キ
"
ル
ン
に
td
s

r

, 

J

l
 

D
a
l
,

 

D

f
 

r

等
の
同
志
を
#
た
。

マ
ル
ク
ス
、
工
ン
ゲ
/K
ス
は
又
英
國
チ
ャ
ア
尤
ィ
ス
ト
の
#

®
者

達

、
殊tt
:

-:
^
O
J
.
t
£
t
e
n
v 

s
t
a
r
:

の

主

幹Ha
r
n
e
y

や 

佛

蘭

西

齔

會

说

主

黧
0
機
_
紙
''
„ Ri

f
b
r
m
e

 

,
の

主

幹
：Fe

r
d
i
n
a
n
d

 

F
l
o
c
o
n

等

ミ

頻

繁.に
通
信
を
交
換
し
た
。§

就 

中
注
目
すV

き
は
彼
等
が
愉
敦
の
正
^
漭
同
盟
本
部
及
巴
里
正
員
^
㈣
盟

の

胄

腦

ら

豸

旁̂

ビ

规

則

的

：に

通

，信

を

、 

行
ふ
に
到
つ
た
事
で
あ
る
;0
:

是
等
のE

:

的
の
た
，め
に
ブ
ラ
て
セ
.ル
に『

共
^
主
_

«
信
#
員
會』

,

D
a
s

 K
o
m
i
-

 

-
mstische 

I
c
o
r
e
s
o
o
n
d
s
z
w
o
m
m
i
t
s

 
:
を
設
立
し
た 

o
<9

マ
ぐ
ク
ス
が
巴
里

€

#

#員

(£
し
て
&
羽
の
矢
を
立
て
た
の
は
> 
當
'時
旣
.に
：知

名

の

薇

客

た

：る

■ブ

，
ル

ド

ン

で$

 

た
。

マ
y
ク
ス
か
ら
入
#

®
誘
の
書
備
を
.CI
O
)受
取
っ
た
ブ
ル
げ
ン
は
、

一
八
四
：4
ハ_
进
^

+
七
：日
返
_
を
マ
?

ス 

に
送
る
が
、
そ
の
書
简
：の
中
で
マ
ル
ク
ス
が
餘
り
性
急
で
自
說
を
狂
信
し
て
ゐ
る
.
®を
非
雛
す
る
。
通
信
委
員
會
加 

入
の
勸
誘
に
對
し
て
は
一
寸
考
處
し
た
の
み
で
、
事
實
：上
何
等
の
述
答
を
送
：ら
な
海
0
た
0
で
、

H

ン
ゲ
ル
ス
が
之 

を
確
め
る
た
め
に
態
{
巴

里

に

行

か

な

け

れ

ば

な

：ら
：な

か

つ

た

樣

な

次

第

で

あ

る

：。

此

書

馓

を

最

後

：ミ

し

て

雨

#

0
友

誼

：關

係.は
斷
た
れ
る
。
即
ち
：ブ
ル
ドv

のr

貧
®

®
哲
學」

に
對
し
て
完
虜
なき

：.

笫11

十
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マ
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v
r
c
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前
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第
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1

0

ニ
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i
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號
.
.
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.
へ

 

|
.
>

批
評
を
加
へ
た
.事
.は
、
兩
者
发
情
奢
永
久
に
斷
^
兩
者
は
務
生
1
自
す
る
事
ビ
な
、'つ
.た
0 

. 

.
斯
.の
如
<
當
時
ブ
ネ
ッ
セ
ぞ
は
典
產
_主

義

運_
の

中

心

地'

|
の
：觀

が

ぁ

つ/2;:
°

「
(

i

)

.

嘉
治
隆I

，

後
彌
信
决
、「

マ
ふ
ク
ス
今H

ゾ
ゲ̂

ス.

し
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3 

M
e
h
r

B-g
y
K
a
r
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 JVTarx, 

Geschichte 

seines 

Lebens. 

s
‘ 

1
1
5、

Griinberg, 

F 

p
. 

p 

s, 

1
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• 

F
r
i
-a
-a
.
c
h 

E
^
d
s
. 

Bd..L s,:294'
英
國
通
信
委
^
會
^
同
盟
1;
依
概
せ
.し
艰
は
：如̂4»
,葸
味
す
る
|;
非
す
。

(

6〕

本
御
は
出
版
梆
雄w

e
s
t
p
f

 
ロ
が
契
約
^
履
行
し
灯
い
れ
め
公
刊
さ
れ
な
か
つ
れ
。
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拙
稿
r
l̂ w

:發
見
さ
れ
れ
マ
ル
ち
ス
.0
-プ
ゼ
ド̂

'
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10)

同
上
拙
稿
參
服 

.

六

正
i

同
盟

マ
ル
ク
ス
、

エ
>

ゲ

ル

ス

に

傾

く

/

思
想
的
摸
索
の
狀
態
に
在
つ
た
同
跟
を
し
て

マ
ダ
ク
ス
，

エ
ン
ゲ
ゲ
さ
の
活
動
に
着
目
す
る
に
到
ら
し
.め
た
最
も 

.重
要
な
る
原
因
は
、1

八

四

：六

年

一

二

月

邢

m

の
ブ
1

ッ
セ
^
:共
產
主
義
者
會
議
席
上
に
於
け
る
マ
〃
ク
ス
對
ヮ

ィ

ト
 

リ
ン
グ
の
虬
櫟
ど
、
同
年
五
月
'.
>
l̂
e
l
i
n
n 

K
d
e
g
e

の
言

マ
八
四
六
年
の
初
、
ソ

.

イ
ト
リ
ン
グ
は
へ
偷
敦
如
名
グ
リ
ュ
ッ

.

セA

に
移
つ
た

.

。
彼
が
マ
ル
ク
ス
の
た
め
に
懇
ろ
に

.

迪

：

へ
ふ
れ
た
事
は
工
ン
ゲ
ル
ス

^
靡
^
し
.て
.ゐ

：る

,(
.、
；
ソ

ィ

ト

リ

ン

グ

自

身

ー

も

之

を

認

め

て

ゐ

る

。

併

し

乍

ら

兩

者

.の
：-'
_ 

思

：想

的

相

違

は

，到

成
*友

誼

：關

係

の

永«
を

許

さ
.な

か

つ

た

。

同

年

三

月

卅

日

當

地

；に

.：共

產

生

義

者

會_

が
，_
か
，れ
、
’ 

淇

の

席

上『

獨

逸
.に

宣

傳

を

行

ふ#
段

の

方

法

如

何

』

ク
の
.提

案
^
討

議

：せ
ら
れ
へ
た
が
、

之

に

靡

：し
マ
〃
ク
ー
ス
せ
ッ
ィ 

ト

ッ

シ
\

«
激
論
を
鬭
は
し
，
遂
に
ッ
ィ
ト
リ
ン
ダ
；の
*
張
は
：歌
北
に
歸
し
、
愛
に
逸
く
も
南
者
の
友
情
は
破
綻
を 

見
：る
辦
ど
な
つ
た
.:
°
ソ
ィ
ト
リ
ン
グ
は
.會
議
の
翌
日
，
舟
一
日
»

g
。
き

I

宛

：
の

書

簡

の

中

で

會

_

當

日

の

双
 

況
を
傅
細
に
述
，べ
て
ゐ
'る
。
0
く

：

：
. 

.

.

『

齊
々
は
昨
晚
再
び
#
合
し
た
。

マ
ル
ク
ス
は
、
一
人
の
^
だ

1

所
C

、：
.之
：を
»
西
亜
人
で
あ
る
せ
.い
つ
て
紹
：
 

介

し

た

：が
、

s

此

男

は

一
晚

中少

し

もロ

を

利

か.な

か

つ

た

。

間

題

は

『

獨

：逸
；
に
宣
傅
を
行
ふ
：最
善
の
方
法
如
何』

：
 

で
あ
づ
た
。

S
e
i
l
e
r

が
之
を
提
出
む
：て
置
(/
?
た
の
で
あ

つ

た

。
，
併

し

：
彼

«
今

晚

本

問

題

：の
«

明

：に

這

入

る

事

は

：出
*
: 

な
い
、
他
日
仔
細
に
：述
；ベ
る
皆
を
聲
明
し
た
。

マ
グ
ク
ス
は
#

<
ま
で
_

に
追
^
ゼ
於
無
«
で
あ
つ
た
。
兩
人
は
非 

常
に
興
辦
し
た
。
殊
に
マA

ク
ス
，は
極
度
に
興
蜜
しB

:

ぬ
：た
。
：遂
に
マ
ル
ク
ィ
は
自
分
で
此
間
題
を
解
釋
し
た
。
某 

太
喪
は
斯
ぅ
で
あ
る
。，1
、

共
產
黨
：

&

刷

新

を

行

上

.事

裝
的
援
助
を
斷
つ
®
" 

5
、
此
刷
新
《
今
日
共
產
主
義
^
た
.め
.
£
1ず
可
|
最
重
婪
議
る
事
、
西
" 

權

限

：奢

附

與

す

る

だ

け

の

：

*
カ

を

有

す

る

も

の

は

文

之

に

命

脊

强

袈

す

ー

る

の

手

：段

を

有

し

>
之
を
使
用
す
る
事
，が
出
. 

來

る

：事

ャ

五

、

竽

H

業

者

共

產

主

義

、

哲

學

的

共

產

主

義

を

茺

服

す

可

き

：事

、
感
情
は
一
排
擊
し
な
け

’れ

ば

な

&

ぬ
> 
へ 

そ
.れ
.は
»

な

る

空

想

；
で
’
あ

る
か
ら
。
ロ
«
宣
傅
*
秘
密
宣
傳
0
組

戀

作

6
ぎ
：る
_
、
，勝
來
fc
於
い
て
も
亦K

般
に 

宣
傅
な
る
文
字
釤
使
用
ぜ
：ざ
る
曝
"
六
"
當
初「

か
6
共

產

主

義

の

實

稞

を
.問

題

ボ

ず

)

る
«
ほ

出

來

：な

い

。

先

(

づ
ブ
：ル

第
-*
.

1

十H

卷

(
一
I

七
V

マ
^
ク

ジ

ズ,

史

.

2

'號

‘ 

ニ

七
”



,

笫1 
一
士一.

猞

C
T
1

八〕

マ

か

多

：
ズ
4
前
史 

j

声

J

\

^

ョ：.ソ
ジ
ィ
が
玀
權
*
握
6
な
げ
れ
ば
な
ゆ
な
い
0
'此
點
で
.マ
.ル
ク
ス
，も
ニ
ン
グ
"
ス
ば
激
し
ぐ
gf
；
分
に
反
對
し
た
。
 

1

.

1

も
又
落
看
い
て1

.
m

 

は
.
一
言
も
云
《
な
か
っ
た
。

H
e
i
i
b
e
r
g
e
r
«

dv
平 

な
立
場
か
ら
.マ

ス

，に
反
對
じ
た
。

 ̂

0
(
0
§
^
r
i

®
も

辛

辣

で

あ

っ

た
o 

n

b

た
。

マ
ル
'ク
ス
は
威
丈
け
に
な
っ
て
、
し
ま
ひ
に
«
全
く
興
：截
し
て
4
務
所
の 

中
を
，
あ
ち
ら
こ
ち
ら
ビ
飛
び
：廻
？

：居
た
。：
マv

ク
ス
I

:
の
筋
書
を
見
：で
殊
0
外
怒
へ
其 

宏
.っ
て
.や
'っ
た
要
す
る
仁
吾
々
の

1議
論
で
解
っ
た
事
は 

>
.金
力
^
持
；っ
た
：C
0;
}は
謹
一
Mび
度
い
事
が
■書
&
:る
も
：の 

だ
.基

ふ
^
位
で
：t

ど
。

自
分
2

.
 

V

ク
S

頭
腸
は
^
派
な
辟
科
僻
書
か
も
知
S
な
：

知
っ
た
。
金
.持
の
お
陰
で
糨
鞞
^
 

そ
れ
丈
の
.電

ぁ

る

。
，私
は
.、

各

方

面

ぃ

：ら

反

雙

遭

：ふ

孩
 

で
私
の
體
系
案
を
撤：

囘
し
た
;°
之
i

成

さ

れ

な

か

っ

大

勢

が

全

く

所

謂

刷

新

S

ぃ
て
居
た
I

で

あ
：る
，，0ト6. 

.
:

:

. 

.
; 

•

.

此
：S

ぁ
っ
て
か
ら
マ
ダ
ク
ス
ビ
ソ
ィ
ト
リ
ン
グ
の
友
騰
は
全
6
破
殺
し
て
し
主
つ
た
0
嘗
て
ヮ
ィ
ト
リ
ン
グ
が 

初

め

，
て

歷

史

的

舞

臺

に

現

は

れ

，た

時

"
此
天
才
的
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
を
蘭
美
し
、
深
ぐ
理
解
し
た
者
は
、
實
：に
.マ
ル
タ 

:ス
で
あ
っ
た
。
然
る
を
今
は
遂
に
彼
ミ
別
る
、
に
到
っ
た
o 
.
. 

'

「

此
I

は
哿
に
マ
ル
ク
ス
對
ヮ
ィ
ト
リ
ン
ダ
の
個
入
的
軋
，

の
み
考
過
し
去」

る
事
は
出
來
な
，い
o
愛

に

共

塵 

ー

の

晷

ど

は̂
 

 ̂

 ̂

 ̂

あ
：：

る
V

J

«

e
『

常

初

，か
：
6
共

產

半

義̂ ̂

な 

ち

す

，
先

：づ

ブ

ル

ジ
.
ヮ

ジ

ィ

が

玀

權

を

摘
4
な

け

れ

は

な&
ぬ』

0
章
'句

に
'は
*
^
^
^

ビ
'クT

ト
''̂
ン
ク
其
他
の
盎
想
跑
社
會
主
羲
の
根
本
的
相
違
を
認
め
る
事
が
出
來
る
。
從
て
此
事
#
.は
ザ
ィ
.ト
タV

' 

=
g
-
b
-
L
-
g
l
l
i
.
^
£
g
:
,
.
^
= 

-
-
-
.
-
l
-
-
-
-
-
-
l
l
-
-
-
-
:
-
r
-
_ 

.
^
-
-
-
L
-
g

グ
霉
电
の
：空
想
的
社
#

主
義
(-
對

す

：る

マ

ダ

ク

ス

：
思

想

0
完

全

な

：
る

滕

刹

を

意

味

ず

る

も

0

1?
.あ

る

ビ

云

ふ

學

が

-出 

來
■る
0
飾
に
改
造
の
氣
運
に
向
べ
金
義
裁
同
盟
が
、
此
事
件
1

め
に
，

K

、

マV
ク
ス
の
活
動
に

括
目
す
る 

こ
.

則」

る 

>と
共
に
興
に
自
ら
思
處
反
省
の
機
曾
を
與
え
.ら
れ
た
事
.は
想
像
す
る
に
難
ぐ
は
な
o 

H
e

r
m

a
n

n

 

K
r

i
e

g
e

は

H

ス
ト
7

ァ
リ
ァ
の
人
、
フ
ォ
イ

エV

パ
ッ
ハ
の
學
徒
で
あ
っ
た
。
一
八
四
五
年
二
月
、

ハ
ル 

メ
： -

ン
に
ヱ
ン
ゲ
火
ス

.を
®

ふ
て
彼
に『

卓
拔
な
る
煽
動
家』

<

し
て
認
め
ら
れ
、
そ
の
紹
介
で
ブ
一
フ
ジ
セ

^

に
赴
き
マ
ル 

ク

ス
ど

相

識

.
っ
た

。
四
$

年
九
月
、
疋
義
者
同
盟
.の
密
使
<

し
て
«

育
に
赴
..き
：十

月1:

珥
此
地
に
同
盟
の
' ,

o
e

m
e

l
n

-

 

d

弋

を

-

っ̂
た
。
.當
時
、
紐
育
ば
：未
曾
有
の
本
景
氣
で
あ
<>
'た
。
實

«

は
ー
法
#

に
卞
り
，
勞
働
者
の
騷
擬
が
劍
る
處 

に
-1
き
起
さ
れ
て
ゐ
た
々
斯
か

る
狀
態
か
ら
し
て
ク
リ
イ
ゲ
の
述
動
は
獨
逸
勞
働
潘
の
間
に
忽
ち
勢
力
を
扶
權
す
る 

こ
到
ク
.

^2
D

 

で

あ

る。
.
.
.£

て
.同
盟
^

.,,.'o
s

t
s

c
h

e
.

,

 

J
u

n
g

-
A

s
e

r
i

k
a

-
G

e
m

i
p

d
e

.

ビ
菊
す
：る
r
Ĵ

ぅ 

4

 

し
て

=
x
.
1

,

年

一

月
*
機

,»
雜
誌
ン
，0

?

<

0暂

ユ

霞

を

發

行

す

る

事

ビ

な

っ

た

。 

’

々
リ

イ

ゲ

は

本

認

で

、

_

勞
働
者
に
害
毒
を
友
ぼ
ず
樣
な
不
泰
奔
放
の
免
戯
に
筚
し
い
务
想
を
指
に
し
て
^

v
r
T
T
, 

義
を
利
己
主
義
ど
.對
立
さ
せ

*
世

界

：の

革

命

運

動

は

畢

寛

亨

る

に

愛

ビ

僧

、

共

產

主

蓊

ミ

^
.
己

主

義

の

ニ

句

に

寒

さ 

:

る
.も

の
.ヒ
な
し
て
ゐ
る
。
の
而
し
て
本
誌

'經

營

；の
：费

用

：を

調

達

ず

る

た

め

に

、

自

ら

茚

米

利

加

：に

_於

け

.
る

獨

逸

典

雜 

虫
義
の
代
表
ヒ
稱
し
て
，
寄
附
歎
颇
書
を
^
米
利
加
の
富
*:
に
囘
送
し
た
。
(4
)

■

セ
ー
Ti
1>
ブ
リ
ユ
ツ
セ
M

に
^
道
さ
る
、
や
&

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
^
ス
其
他
獨
逸
共
產
主
義
者
は
ク
リ
イ
ク
の
r
 

爲
ま
碑
に
同
志
を
霧
切
る
な
し
、同
年
五
月
、會
合
を
開
き
ク
リ
イ
ゲ
處
分
前
後
策
を
講
ず
る
事

^

な

つ

^

：
。 

嘉
の
結
梁
ク
リ
イ
ゲ

、レ
除

名

を

決

議

し

、
彼

及

び
"
ご
f

 '
v
o
l
l
b
u

 
ロ 

A
に
對
U
、
議

：S

明
#

S

草

す 

m
v

m

卷

(

ニ

む

ニ

ク

‘
ヌ
ム
前
史 

旁1

蜀

1

ず



弟
ニ
..十
.

11

卷
.... (

1
1
.
1
0

)

、
.
.マ.
^

V

 
ジ
.ス
'
A
,
.
前
史
；.
.
. 

...
 

'
 

第
—
跋
.

一 .:lt?

一
 

る
事
$

な
-

、̂‘
マ
少
ク
ス
'の
#

弟

E
d
g
a
r

 

V
O
I
r
ŵ
t
p
h
a
l
e
a

が
.其
，任
に
當
る
事
苳
な
つ
た
。
聲
明
書
に
日
ぐ
, 

:.i『
.， J..0ie'r'."V.Ql.kstnbun *

*

編
輯
人
べ
^

'々
.
.'̂
，
ク
丨
ジ
ィ
へ
ゲ
君
貴
下

、
'

私
«
當
地
共
產
主
義
俱
樂
部
^
委
曝
に
.：依

り

、

且

づ

は

、
五
月
十
ー
、
日

會

«

0

者̂
雾
1>
^
貴

贺

に

對

し

、
い
，
0

€
:"
: 

V
o
l
f 

r

淨n
:
f
^

對
ず
る
®
含
の
見
解
を
表
明
せ
る
、
十
一
^
趄
单
の
決
議
文
を
闻
封
し
ま
す
。
貴
下
が
苦
し
此
決 

議
文
を
故
意
に
貴
誌
に
發
表
せ：

ら
'れ

な

も

'、
何
.れ
歐
.羅
巴
、
亜
米
利
加
で
印
刷
さ
れ
る
.で
せ
ぅ
。
貴
下
が
右
決
構

 ̂
0
 ̂

<
O
^
K§

§ 

 ̂
を
下
記
名
宛
人(Mr. 

Gigot, 

R
u
e

 

de 

Bodenbrock. 

N
r
.

00
.

)

に

 ̂

附

甘

ら

る

る

の

：日

ア

刻

名

卑

か

；

'ら
ん
：事&
御

待
^

_
し
1?
:居

去

す
0
''
:

-
, :
.

ブ

ラ

ッ

セ

：

5

±

A

四
*

年
®

月
±

ハ.

日
E
d
g
a
r
*
)

.<o
n
w
e
s
t
p
h
p
I
e
n
』

c6>

右
決
議
文
め
全
文
は
左
：の
'通
.
-で̂
：办
冷
た
。
，.
‘ 

£

『
一

、，，Volkstribun:

た
に
覦
蜱
蕃
ク
リ
ィ
ゲ：
に
依
て
代
表
さ
る
：る
傾
向
.は
決
し
て
共
產
最
義
で
^

ィ
ニ
、
冬
ソ
彳
ゲ
が
此
傾
§
:
代

表

す

本

に

：
用

：
：ひ

：
た

：幼

_

で
，
#

:
々

じ
 

彼
^
自
考
紐
育
の
獨
逸
典
產
主 

義
の
理
論
的
代
表
者
(£
銘
打
っ
て
ゐ
.る
，以
上
、歐
«

&
並
(̂
^
.米
利
*|
の
共
產
鐵
を
甚
し
く
»
賊
す
る
も
0
で
.ぁ
：る
。

■

三
，
f

ィ

ゲ

.が

絲

育

で

共

’淹

主

義

の

名

目

.0

下

に

宣

傳

し

な

齊

放

苇

韈

な

，
る
'感

條

的

：空

想

ば

、

若

し

、
：'
勞

働

.者 

に
擁
用
さ
れ
た
騰
'は
> 
必
束
や
彼
等
に
甚
0
含
害
，毒
を 

■四
、

本

決

議

文

：並

，
に

»:
理
出
書
を
獨
逸
、
怫
關
®
、
英
國
0
共
產
#
義
者
に
通
臟
す
る
事 

五
、
：本
決
議
文
並
に
理
由
書
は
，
，

D
e
r

 Voikstribun 
;
の
'次

號

に

揭

載

す

可

き

^

の
.要
求
を
附
し
て
、
同
誌
縮
®

者

祀

送

.附

す

る

淨
 

右

決

饑

す

、

:

レ

^
泫

セ

ル

、

ー

八

职

六

年

五

月

十

ブ

日

，：

?
ィ
ト
ジ
y

\

:
纸
月

十一:

日
.

Q
.

瀹

議

に
出
席
し
て
居
り
乍
ら
、
，
.
唯
.獨
り
、
ク
y
ィ
ダ
を
庇
議
し
て
決
議
文
の 

署
名
に
加
入
し
な
か
つ
^
。
；之
が
ぬ
^

マ
ル
ク
ス
^
の
願
係
s

l
Jf
:險
馨
に
赴
‘い
た
。
.五
月
十
六
日
、
彼
は
ク
リ
ィ 

ゲ「

に
書
簡
を
送q

rr
此
事
#

に
對

す

る

自

分

,0
顧
^
を
說
明
し
た
。
.是
女
—

S
し
て
彼
は
.ク
リ
ィ
ゲ
か

ら
：D

e
r

 
v
o
l
k
s
t
r
i
b
l
，

の
編
輯
人
就
任
0

招
聘
を
受
け
た
0

ヤ
、
彼
の
^
想
が
今
や
'全
ぐ
§

者
同
诹
か
ち
»
み

ら

れ

ざ

.る 

に
.到

り

し

折

栴

、«

'ん

ボ

ク

ゾ

：
ィ

ダ
0

請

に

應

必:1
:

庳

米

利

加

：は«

つ

た

。

亜

米

利

加

に

於

け
る

ソ

ィ

ト

リ

：
ン
グ
の 

共

康

住

難

運

動

极

此
.時
か
4

始

；ま.：る
.の
^

あ

名
;:
.

0
,、
；.‘
パ

：

.

«逸
.共
«
生
義
齊
の
聲
明
身
並
(:
理
由
書
译
要
^̂ 

。1
J

十

三

，
ニ

十

四

號

に

：

『
I.'

つ
：

の
：：

波
': 

pq
s
w
S
E
i
n
e
B

-.
p
B
b
l
l
u
e
"

な

る

標

題®
下

に

：揭

镞

せ

ら

れ

た

。

績

い

；て

‘ク
；.ヌ

ィ

グ

は

：同&
:に

數

號

に1:
.
:つ
て
，反«
 

文

を

揭

載

し

た0

一
*

"
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
.
.は
、
マ
,
オ

ス
及
エ
シ
ゲ
ル
ス
は
：

決

議

文

通

り

に

、

之

に

：理

饴

書

を

添

付

し

て

英

獨

*

の

非
 

產
生
義
ぶ
に
囘
章
を
送
達
し
た
。
彼
等
は
此
囘
章
で
ク
タ
ィ
ゲ
の
迷
妄
を
，逐
一
痛
擊
し
、
其
害
#
に
感
染
す
る
の
を 

疆
；
告

し

、

晴

^
疋

義
.廣

同

盟

署

刺

，し
、て
、

「

«

鐵

醒

を

伲

し
:^
。
'
同

塒

栌

烛
 

愼

重

は

自

象

ー

汉

省
 

の

*

に^*
し

.:
/

事

は

：
言

2

を

俟

た

な

し

，
：
今

、

ク
！
；

ツ
ィ
‘
ゲ

が

，
|
止
義
者
同
盟
の
會
«
で
あ
つ
た
事
並
に
&
,
に

#

^

の

同

第
1
ー1-
1
1卷

(
1

二 一 .
)

.
マ
：

A:

ク
'
\ズ
ム
：前
史
 

，
l
Ji1.

ニ 1



:;̂
-
一

 一

十
1
.1

卷

2

一
 

1.
1
1
)

.

、.
マ̂

,

ク

シ̂:
;4
^

也

J

l

J g

”
、
コ
一

跑
本
部
そ
不
あ
つ
た
ヮ
ィ
ト
ソ
ン
グ
游
此
囘
章
の

•た
め
に
、

.マ
ダ
ク
ス
ビ
絕
緣
し
て
ク

y
ィ
ゲ
ビ
提
携
す
る
に 

_

'?
允

議

に

.鑑
れ
_
>
:此
囘
章
が
疋
義
者
同
诹
を
し
.て
益
$

マ
ル
.
.ク
ジ
ズ
A
の

理

論

；に
，接

近

す

る

に

到

ら

し

め

.た 

最
^
の
：機

緣̂

あ

.̂
>
ビ
;̂
へ
'
£れ
>
0
。

S

 

之
を
要
す
る
に
で
八g

；

六
年I.II

月
三
^

日
の
.
.
.
マ
グ
ク
ス
對
ヮ
ィ
ト

ク
ン
'
グ

の

.
確

執

ノ

及

ぴ

同

：
酸

六

年

€.
月
^

|

日

： 

，
の
.
ク
y

ィ
ゲ
問
實
辦
伸
ゆ
、
脒
に
ソ
ィ
ト
リ
ン
グ
主
義
を
脫
離
し
乍
ら
、
猶
ほ
遲々

V
J

し
て
、
低
迷
し
て
ゐ
た
茈
義 

#
同

盟

を

し

て

遽

が

に
Y A

ク
ス
：
の

媳

猶

に

近

づ

か

：し

め

^
の
で
あ
4

0
後
年
、

 ̂

同

待

に 

或
对
活
版
刷
に
し
、
或
は
®版

：：
刷
は
6

;/
2
多
數
の
.小
«
を
，發
.行
し
：て
> 
當
時
：、
同
盟1

の

秘

密

敎

.義

で

あ

つ

た

佛

腺

西 

英
W

利
の
：社
會
主
®

は

北

蓮

主

義̂
獨
逸

哲

學

ビ

の

混

合

物

に

，對

し

て

忌
憚
な
き

枇

誶

を

加

へ9
そ

の

代

り

にブ 

ル
f

ョ
ヮ
：社
亩
0
經

濟

的

襁.
造

：
に

對

す

る

科

學

，
的

細

寒

输

：| 

’

の

依
6:
可

き

理

論

的_
據

せ

定

め

、
而

し

て

最

き

卜

、 

耍
は
何
等
か
空
想
.的
體
.系

、
の

：
實

行

は

在

る
.の
.
.で
^
0
<
v

寧

^
,
吾

の々
.服
前
：に
.：展
：瓶

じ
.や

：>
あ

：る_

:
の

滕

史

：的

變.
 

革
に
自
盤
し
て
參
加
す
る
事
^
存
す
る
ビ
言
ふ

；様

な

工

合

.

に
、
之
を
通
俗
的
な
.
形

；
式

ヤ

解

說

に

、
努

め

：
た

.

』

<8
)
^
云
ひ 

又
千
ン
ゲA

ス
が『

五
|-
»
々
は
：或
は
.ロ
頭
で
、
或
は
書
$

又
或
ば
_
刷
物
で
.同
诹
#
部
.の
：理

論

的

見

解

：の

#

發

に

努 

め
，た
。
そ
の
上
* 

#時
形
成
さ
れ
;-
0
、
.あ

，
つ

た

，
共

德

：
黨

の

內

事

に

關

す

る

特

别

の

場

合

(:
:は

、
：各«
の

石

版

»

の
同 

章

を

作

つ

て

、

之

を

世

界

中

，の

.吾
.々
.の

同

志

親.に
.通

，信

員

.に

送

附

し

て

之

が
鞭
韃

に
力

め

；た

。

是

等

に

依

て

同

f

 

_
て
覺
麵
す
る
に
到
つ

.た』

言

'
'
へ

る

は

前
記
.：兩
事
伸
の
後
を
承
け
て
，
愛
：に
同
盟
は
深
{

反
省
す
る
所
.あ
6
1、
此
際
、
改
め
て
同
盟
0

態
度
を
驃
明
し
、
陣 

容
身
1
:ff
し
て
今
後
の
運
動
に
臨
.む

：こ

ど

の*

も

得

策
.な

る

を

悟6

、
-:

|
r

'に

向

け

發

送

：し

 

>同
盟
各
員
0
輕
擧
を
戒
む
る
'
€共

に

：、
鞏

固5

る
緒
來
ミ
愼
重
な
4

反

省

式

を

倔

：
し

找

：
。

_

ゲ
麥
想」 

.主
義
0

徹
底
的
淨
化
は
M

め
な
い
が
、
此
等
宣
言
書
全

，文

を

通

し

て

；同

盟
.
0歷〔

然

棺

る

蠱_

の
_

は

之

：
を

，
充

分

認

め
 

，
る

鳴

が

出

來
.る
0.
ソ 

.

I.

.

右
宣
肯
書
«
全
文
千
箇
絛
に
'分
つ
セ
述
ベ
ら
れ
て
.ゐ
；る
^

^
で
ば
«

を

51
け
て
^

く
«

の
璜
も
18
:
要
な
：る
|
|
#
0 

み
解
說
に
止
む
る
0

■

•

宣
#
嘗

は

先

づ

、

今

後

の

蓮

動

方

針

を

苹

じ

八

全

同

盟

の

賺

せ

な

る

‘可

き

簡

署

冬

共

產

主

義

信

仰

吿

齡

め

必
 

要
を
說
备
、
之
が
協
定
の
.た
め
㈣
七
年
.五
%

1

0
,全
同
盟
員
0
大
會
を
關
.
き

、
，
次

龙

四

八

：
年

，
に

'

は
威
に
會
_
 

擴
張
し
て
世
界
中
の
*
產

主

義

者

を

招

铮

し

：て

.「

般
共
產
圭
義
春
を
開
舉
可
き
こ
匕
を
約
定
し
て
ゐ
る
。
f
 

『

_
羅
15
:殊
に
；觸

逸

の

現

狀

を

摩

れ

ば

、
總

て

の

11
:
會

嗔

1

主

義

的
 

如

何

な

る

：黛

派

ミ

雖

も
"
多
か
'れ
少
な
か
れ
"
現
行
社
食
の
變
革
を
_
揩
す
に
非
ざ
れ
ぼ
.何
等
の
反
饗
を
受
ぐ
る
も
の 

で
は
な
：い
.，ど
云
ふ
事
は
.否
む
»
が
出
來
な
い
P命
日
、音
々
大
規
模

^;
速

®
を
捲
き
起

^
^
カ

.の

：
及

ぶ

：
限

り

、
之

：
が

指
 

導
.に
當
る
の
は
吾
.々
の
.寶
務
で
も
る
可
きp

ぁ
’

、
否

寶

務

：

で

ぁ

ら

：ね

■
な
ら
.ぬ
。
何
彡
な
れ
ば
、
@
々
ほ
畠
(1
:
依
て 

始
め
て
>
カ

强〗

き

政

鐵

奢

作

：ぅ

、
首

尾

ょ

：く

吾

々

の

§

春

る

事

が

出

艰

る̂
&
で
ぁ
る
。
然
^

今
.日

迄

：、
此

現

狀"
換
言
す
れ
ば
蕪
轶
序
を
克
服
す
る
た
め
に
一
.
.致
協
力じ

：.

た
事
が
な
ぐ
、
興
，0
方

法

に

：就

：い

て

も

結 

朿

を

缺

：い1で

ゐ

だ
> 
當

初

は

、'何

等

が

共

產

乘

義

的

、
社

#

的

體

系

を

提

示

し

て

 

>運

泐

し

な

け

：
.れ

：ば

な

良

ぬ

：

i
信
t
 

て
.ゐ

衣

が

、
程

無

：ぐ

，
誤

れ

る

遊

を

歩

い

て

ゐ

泠

_

が

分
I

今
や
幸
に
も
斯
種
の

.
體

系

；
小

賣

業

.!
, sy

s
t
l

面

m
e
r
e
i

: 

か
&
遠
^
か
る
#

^
な
0

^

.

?

f
 
る
に
猶
：一
致
緖
柬
‘を
缺
い
ヤ
'
.
ゐ

：
る

：
；赫

_

は
：宗

敎

：的

黨

派

、
急

進

：的

ブ

メ

第
二+

1
1

卷

C
1
.

一一 :

三)

マ
^

ク
シ
ズ
ム
前
此

' 

笫

I

號 

ー
ー
ー3



撃

.I
 

c
.
i
i 

m

,

 

露

 

I

,.v
ツ
.̂

擊
す
る
_

々
0
麻

评

ヵ

明0
で
v
.
i

全
.间
盟
員
の
规

準
S
な
る
可
.き

、
簡
锻
な
.
‘る
共
產
.主
義
的
»
仰
吿
®
 

ヵ

负

ほ

提

示

氣

.て
な
い
：か
.ら
で
あ
る
.
o之
’が
爲
め
に

各

地

方で
協

力
し
な
い
で
、
却
て

互

に

措

抗

ず

る

機0
で 

期
る
麗

か

m

れ

な

け

れ

ばな
.ら
ぬ
.
.。是

が
f

に

は

書

簡

を

以.て
し
T
は

刹
底
：不
可
能
で
あ
，る 

力

、

ち

し

て

，
、

一
.

益

七

達

月

二

：
農

蕾

を

召

集

す

.る
o
:
:
.
:
此
大
食
は
'一
八
四
八
年
に§

ぐ

般

共

i

龙 

者
I

の
.豫
備
|

議
I

今
1

1,

般

共

塵

馨

り
で
ゐ
る
菩
々
'は
5:
鹽

#
:に
，は
>
形
勢
を
有
利
に
鐵
？
'た
め
一
致
協
力
の
實
‘を
擧
.げ
ん
事
を
希
M
し
て
t
ま 

.第

_

乃
_

五
節
S

黨

派

篇

す

る

.同
盟
.の
.態
.度

を

述

ベ

：
て.ゐ
.る

が

、

是

等

は

同®
の
思
：想
：的

變I

窺

ふ

に
_

め

：て®
要
,

あ

る
.
0

'
.
卜

「
(

、
.第
^
靈

憲

進

：黨

に

對3

|1
盟
0
態
.度
.に

就

て

述

ベ

て

ゐ

る

が

、

同

盟

は

.必
t
し
，4

進
■
臭

斥

^

る
I

 

で

摄

ぐ

、
同S

原

則

疆

觸

せf

限

ぅ

、
寧

ろ

之

と

提

擎

可

き

事

の

却

.て

得

策

な

る

を

說G

て
ゐ
I

ヨ
ぐ
. 

4
啻
_

逸

に

於

い

：
て.替

ら

妒

、
白

耳

義

其

他

の

諸

—

義
I

s

て

、

獨

立

：
の

旅

幟

裏

立

ぜ

i

^

s

.

0

K

に

2

1

.

れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
此
政

f

 

I

尤
 

る

も

I

主

E

 

5

加

し

つ

、

あ

I

s

金

®

栽
の
た
め
に

.

|

营

追

^
^
^

に

近

I

來
れ
る
を
慕

f

小
：ズ

水

■
ツ
ジ
：
ィ2

る
。彼
等
は
審
改

S

M

對

し

な

い

の

みI

I

S

 

.
の

S

な

.
Jさ

へ

公

f

認

め

：
て

ゐ

る

。.K 

ロ.
レ

f

.
ァ
|議

|

近

する
事
は
、、
言

の

處>

|
の
：見

る

着

は

.
、
管

し

く

、
且

虐

.

で

あ

る

：。f

 

|

:々
：
|

本

最
S
:
.し
I

牴
觸
I

I

I

ば
，
是

等

零

進
.主
義
f

」

、

到

處

で

提

携

す

可
I

.
の
ど
信
s

o五
！！

人
は
、
彼
等
も
纏
て
•フ
ロ
，
レ
.
f

ァ

の

故

列

にH

こ
 

F

.

r
 

一
一 

■
. 

g

.

.

-

F

r

u

.

l

 ̂

- 

i

i
 

j

 

- 

一
一

、

.

、

=
■
_■
'

さ
れ
：る
: 0

日

が

決

し

て

遠
<
な
い
»
や
、
彼
等
が
社
會
改
良
に

.

依

て

の

み

自

滅

を

防

ぐ

报

が

山

來

る

疔

を

、
彼
等
に
示 

す
に
努
む
可
き
で
あ
る

.

ぞ
：信
中
る
;'
:
.
0吾
々
♦か
急
進
.的
..，

V

火
ジ
、

フ
ジ
ィ

.
V
J

ブ
ロ
レ
タ

.

リ
ア
の
提

*

を
|
1

る
事
が
出
來 

た

:;
»
.に
：は
、
：
歷
史
の
み
が
之
を
證
明
し
た
櫞
な
目
醒
し
い
、
新
時
代
の
來
る
事
は
決
し
て
遠
ぐ
は
な
い
で
あ
&
ぅ
。
 

.其
故
，に
同
胞
.
ょ

、

着

手

，
せ

ょ

¥
§
: 

' 

: 

.

丨，:
第
一
:
|
1
節
及
び
第
2|
:
節

で

：：は

同

盟

せ
.宗

敎

的

黨

派

；ビ.
0
猫̂
を
說
い
て
ゐ
る
：

ハ-一.

『

^
數

の

共

韻

主

產

者

ヵ

獅

逸

?)
^
特
カ
敎
徒
や
賢
者
'に
.繁
.：.い
：
，で

ゐ

た

希

望

は

、

a
も
實
瑰
.さ
れ
：そ
ぅ
に
も
無
い
o 

吾
々
ね
そ
れ
に
餘
り
望
を
_
し
て
な
か
つ
た
。
老
朽
.の
_
物
を
修
.理
し
や
.ぅ
？
狱
す
る
の
は
無
歡
骨
折
ヤ
あ
る
，0
其 

故
に
此
迄
か
、
る
事
に
廣
カ
し
て
ゐ
た
人
達
を
；
び
正
猶
に
..引
戾
し
て
や
.る
が
'2
い
。

-5
々

は

古

い

：
物

を

%

り

尊

敬 

し

な

い

。

罟

々

は

精

神

，
ビ

入

.

間
吻
心
着
^
を
；拘
柬
す
る
--
»

世
界
の
蕭
形
式
が
、

一
所
に
：新
货
界
の
中
.：：：へ
猓
$
入
补
ら 

れ
る.

V

は
信
じ
な
い
o
.そ
れ
は
宜
し
<

«
い
事
だ
o
'
.
.
“
，.
.て

;

:

吾

々

は

、

遊

"
#
潋

饱

丨

ゲ

令

\
:
ム

.
'
ロ
'
シ
#
 

ブ

ロ
ー
ブ
ス
タ
ン 

ト

的

~
ジ
>

ス

ィ

ッ

：
ト
：
敎

徒

0

中
、
是
等
0

.«
*
に
屬
す
み
^

々
は
嗤
今
で
は
頑
逨
回
|«
の
輩
.で
.あ
る
。
；彼
等
保
自
分
の 

精
:«
:^
拔
殼
同
榇
の
學
說
^

^
 

る
努
力
を
打
取
る
事
が
出
來
な
い
の
で
、
如
何
な
る
犧
牲
を
拂
づ
て
も 

很
#
を

奴

：隸

狀*
ね

止

：め
や
，
0
ズ
狹
心
；し
て
、
到
る
處
で
瞥
察
警
察
ど
赇
號
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
若
し
そ
れ
が
出
來 

な
.

」

い 

<
な
る
^
"社
龠
的
：靡

^

餵
-«
オ
も
か
ぃ
豕
猶
是
の
學
:.
8
&
普̂

及

に

努

め

％

人

達

を

非

難

ず

る

事

に

侬

て

^

其 

_
俯

'>
隹
:1
.
や
ぅ
ビ
努
め
る
。
こ
ん

.な
輩
奶
假
谓
を
剝
い

.で
や
、ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
た
ら
人
々
は
彼
等
の
赤
裸 

々
の
»

食
見「

て
後
す
ざ
り
す
る
で
あ
ら
>フ
;°
彼

，等

の

全

て

の

努

；カ

は

、

プ
ロ
.
レ
タ
リ
ア
の
間

に
信
徒
を
作
.
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V
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饴
c
—
l
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シ
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笫
ニ
すil

释

(

ニ
.ー.六)

：

K
;v
'ク
シ
メ
ム
.前
#

笫
.

I

號

r 
ニ
六

の
_

間
策
釔
議
^
，
肇

の

際

に

は

、
國
民
取
を
齟
灕
す
る
.に
在
る
、
t
も
.一
七
九
一
一
牟
ヱ
ン
デ
デ
：：<
が
神
ど
救
&

r

u

^

s

0

s

§

M

b

^
 
0 
r 
o
.
]
: 

^

'
し
'
.
'
.
:
.
:
.
.
.
:

次
に
：第
四
節
で
は
フ
リH 

H

主
義
に
»
す
る
制
盟
の
^

«
を
述
べ
て
ゐ
る
。
是

«
從
來
空
想
主
義
を
奉
じ
_て
©
た 

顿
切
^
舰
の
^
過
程
斧

 ̂

: 

'

丨
：
、'■ 

『

吾
々
：は
フ
リH

チ
主
奪
の
籽
»
:に
«
し
諸
君
の
注
意
>
烦
し
度
い
。そ
し
て

4

め
淺
雜
な
る
人
問
共
が
姿
を
見 

せ
A
が
.最
後
、
何
處
で
も
彼
等
に
對
も
斷
乎
ヒ
し
て
諸
哲
が
反
對
せ
ん
こ
ど
l

o

o
 

:

彼
笠
は
其
自
身
だ
け
で
は
危 

險
で
は
な
い
が
、亀
は
金
を
持
ち
、到
る

®u

間
#
:を
放
ち
,
_そ
し
て
.彼
等
料
#
.に
北
簾
主
義
を
打
壞
は
さ
ぅ
^
力 

め
て
.ゐ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
取
々
铽
最
皁
是
等
の
灌
を
大
目
に
見
逃
す
；#
に
は
行
か
す
、
公
然V

彼
等
を
攻
擊
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
ら
眞
IE
藝
瞥
屢
徒
を
装
法
彼
等
の
«

Jh
午
萬
の
努
力
、
彼
等
0
囊

的

組

»
、
無
數
玲
法
#
、 

彼
等
の
資
本
鹰
合
、
：勞
猶
奢
愉
快
な
ら
し
^
る
事
等
は
却
.て
彼
等
を
や
つ
つ
け
る
充
分
な
る

#
料

を

提

供̂

る
。
彼 

等

は

愚

に

も

フy

エ
s

i
や

自
&

^

»に
0
は
れ
て
、人
類

«
て
の
，生

活

關

係

に

關

す

る

#

^

0规
則
が
、
人
類
の 

自
由
を
全
く
奪
^
、
人
類
を
ば
何
0
役
に
も
立
た
な
い
溫
室
植
物
：に
し
て
し
ま
ぅ
事
に
氣
が
付
か
な
い
。
そ
し
て
乂 

現
代
の
M

て

:o
努
力
.が
、
t
t蛛
の
m

0
中
.に
：»

い
て
ゐ
る
«

0
如
ィ
、
腕
け
'ば
腕
ぐ
だ
：け
益
：ズ
强
く
香
々
を
束
縛
の
中 

に
«
し
；入

れ

る

樣
な
無
數
ぃ
の
法

#
や
规
則
の
絆
か
ら
脫
す
る
、ぢ
い
.，ふ
_

に
向
0
て
ゐ
.る
事
に
^ ̂

貧
乏 

人
は
#

«
を
偸
快
な
.ら
し
む
方
_
を
,ロ
.に
：し
.て
.は
居
.る
^
、
.自
然
法
6

_
ぐ
社
會
^

生

活

：の
》

證__た
6
、

®

人 

の

實

證

た

る

勞

働

は

、
實

際

：の

所

、
何

等

嫩

快

な

哆

手

«
を
殊
®

 ̂

い
で
、
勞
働
5t
の
者
が
總
ゆ
る
も
の
の 

ホ
最
.も
偸
快
な
も
の
で
ぁ
る
ど
ぃ
ふ
琳
に
は
氣

->
>
付

ぃ
,て

捃

な

ぃ

ら

し

く
11
1

5
は
れ
.る』
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第
七
節
で
は
全
同
盟
，員
：相
瓦
の
小
紅
を
.警
戒
し
て
>
,結
來
の
i
固
な
■る
可
き
：を
；說〖S

〔
で
 々

■ 

『

諸
君
の
[i
l
l、に
存
ず
各
總R

の
虬
_
ぞ
ー
掃
し
、
結
：束
を
固
ぐ
し
て
脅
々
共
同
_の

敵

：に

對

し

 

而

し

て

統，
.

t 

は

カ

を

生

す

る

事

を

常

に

念

：頭

に

.置
：
か
ん
：事
_を

起

む。』

(1
0

'
:

最

後

の

第

十

節

で

各

阀

煺

支

部

：に

對

し

、
次

に

希

赞

：が

鄭

き

3
筒
條
の
質
問
を
撮
出
し
て
、
之
が
考
僦
を
促
.し
， 

速
.か
に
應
.
答

す

べ

き

事

を

，
求

め

：
て
：
ゐ

'
る
：：
？

:

ロ

；
'
： 

レ
::
:
:
; 

:『

間

題4

、
、
フロ

レ

タ

リ
オ，

k

上
：の

へ

上

下

級

：
ブ

ル

'.
ジ

ョ
：ソ
■み

ィ

ほ

對

す

る

地

位

は

如

何

な

る
'も
0
で
あ
る
か
。

吾

の々

側

か
.ら

見

：
る̂
き
：下
級_又
栻
急
進
的
ブ\

ジ
ョ
:7
ジ
ィ
，に
接
$
す
る
事
.は
^
"ま
し
备
_

で
あ
る
"か
.、
然
ら 

ば
何
時
如
何
な
る
方
法
を
以
T
す
れ
ば
、
最
も
容
易
拄
0
安

全

に

：
之

を

：成

就

^

る
：事
样
出
來
る
か
。：

「

、

.

問
題
ニ
ク
ブ
ロ 

V

タ
リ
ァ
ァ

}
の

各

種

：
の
：宗

敎

的

纖

派

：

.に
對
才
る
地
惊
铽
如
：何
な
る(

も
の
：̂

其
0
:中
の
ー 

一
つ
：又

は

他
.；の
：黧

派

に

：接

：近

す

ゐ

事

は

.可
能
で
：̂

>
;>
«
走

じ
&
事
屯
あ
石
か
.。
然
ら
^
1
|
:
#
>

，.如

何

«
:
る
方
法
を
へ 

以
，
て

ぼ

れ.ば
*
も

容
：易(;
1
10
.つ
最
：も

安

全
.は
之
を
成
就
す
る
»
が
：5
5
#冬
炉
^

問
題
三
、
社
會
的
•
共
產
生
義
：的
黨
派
{:
1]
す
る
.晋
々
^
地

您

如

^

^
る
も
の
で
あ
.る
か
。：
總
€
の
社
*
^
義 

者
の
ブ
般
的
結
合
は
-
ま̂
し
ぐ
"
且
つ
可
能
で
あ
る
か
。
然
ら
ば
、
何
時
、
如
何
な
る
方
法
を
以
て
す
れ
ば
此
結
來 

は
最
4
迅

速

に

-0
.つ
*
も
安
.全
：に潇
オ
事
が
出
來
，るか

』
：：

ま

：：
；

:

:■
,

而
し
て
此
三
問
は
ー
1
:/\
觸
七
年」

J

月
0
宣
，言

書

議

で

«
び

提

掛

;^
れ
^
ーー.两

$
共
は 

一.日
：0
囊

考
 

同

取

第一:

囘

大

會

に

偸

敦

の.中

央

本

部

が

：提

出

し

た

共

產

患

義

信

：仰

吿

白

■
原
案
難
|

_
は
.採
擇
せ
ら
れ
x
、(

後
は 

エ
■
ン
ぺ
グ
ル
ス
の«
尊

し
:#『

典

寒

主

義

原

理

』
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此

處

ま
S

い

た
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S

固
f

、
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に

在

つ

て

木

斷

に
3

鞭

韃

し

た

マ\

ク

ス

及

びi

 

ゲ

ル

ス

の

努

力

：の

然
&

し

む

，る

所

で

あ
る

が
笨
同
時
に
、
他
方
同
®

の
中
に
.在
つ
て
、
夙
に
時
勢
の
歸
趨
を
看
波
し 

て
_

盥
刷
新
の
急
務
を
为
：說
.し
柁
:«
眼
0
士
'
内
ぢ
1p

pna
d
e
r

及

び

o
g
naqw

c
c
a
r
i
u
s

の
賜
で
あ
る
事
を
噹
め
な
ナ 

れ
ば
ち
ら
な
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.
.00
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口
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H
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g生
れ
0
密
窬
家
で
あ
.つ
た
。
土
ン
：ゲ
グ
ス
は
彼
を
評
し
て
、
彼
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生
來
鯆
粋
の
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索
家
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で
®
;
®

>
.
.皮
肉
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當
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理
观
犀
で
あ
る
§
ど
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し
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ゐ
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；
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シ

生
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i

w
を

し

で

，
端

西

の

ス

モ

ト
 

リ
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ク
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轍
を
踏
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し
め
な
か
つ
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彼
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負
^
所
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で
あ
る
く
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
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翁
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ミ
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較
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し
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此
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め
消
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石
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が

切

來
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ぅ
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思
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ト
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め
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ジ
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辑
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欺

一
三
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» -
に
備
敦
の
疋
義
教
同

.观
は
.思
想
柄
七
斯
ぐ
ま
で
マ
ダ
ク
ス

..及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
影
響
せ
、

b

る
る
に
至
っ
た
ビ
は 

言
へ
、
'彼
等
に
其
實
際

_

捎
邨
ま
で
も
仰
が
ぅ
な
ざ
ど
は
假
初
め
に
も
考
へ
て
は
炤
な
か
っ

/2
。
寧
ろ
一

八
四
六
年 

十

一

月
.の
.宣

言

讓
0 :
_

請
邊
渡
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^

多
大
ゆ
據

.

.
»し
セ
、.，自
ら
改

«

後
©

同
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骓

に
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^
^
^
^
せ
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共
產
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一

丰

に

收

，め
，
ん

事
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潜

に

幽

得

し

て

ゐ

た
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で

あ

っ

た

0.

然
る
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2
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^

^
は
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1
盟
本
部
の
1

待
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全
く
裏
切
っ
て
し
I

っ

た
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宣

言

書
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反

響
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極

.め
て
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な
ぐ
、
同
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部
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耍
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.

た
實
狀
報
吿
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又
提
出
し
た
質
間
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對
し
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意
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產
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械
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又
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、
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：

|
:
.
つ
、
に
マ 

ル
ク
ス
及
び
土
ン

.％
グ
ス
の
加

.盟
を
求
む
る
外
に
無
い
事
を
痛
感
す
る
事
ヒ
な
っ
た
°

一
八
四
，七
钼 

一
^

一
一
十
日
、

同

盟

本

部

は

凝

議

：の

結

：果

、

遂
(1M

o
l
r

を
グ
リ
ュ
ジ
セ
ダ
に
派
遣
し
て
マ
ル
ク
ス
の 

加
盟
を
*
カ
泐
-
す
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受
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狀
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潔
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。

.

-

そ
^
て
,
れ
は
彼
等
同
志
f
代
表
じ
て
>

‘私
達
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述̂
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る
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事

.に
も
尨
冬
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で
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て

次

吾
0々
,カ
で
同
.盟
の
.陳
腐
«
組
織
；に
代
ふ
る
に
、
It
re
を
目
：的
校 

適
ふ
.様

な

霞

"違

織

を

以

^
す
る
事
が
.出
來
.る
^
に
'な
>
0 

•

:
獨
逸
勞
§
^

^

^

.の.：間
に
も
»
{.
宣
膝
の
_た
め
に
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‘
0
:
奴
組
織
.が
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で

あ

り

、

且

つ
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^

織

は

姐

に

地

方

的
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質
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，：も
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の
.る
場
合
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.別

ど

し
.て
、
縱
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で
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0
組
織
で
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な
い
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.
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^
や
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盟
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«

_
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せ
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附
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放
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さ
^

て
し
ま
つ
た
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吾
々
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身 
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造
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協
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す
る
#

#

f§
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.0
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石
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：
吾

々
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だ
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沄
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。
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^
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す
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ぬ
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.
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述
.
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ら
れ
て
し
ま
つ
た
。
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。
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光
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狹
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萬
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。
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依
て
吾
々
の
眞
意
を
明
か
に
せ
ん
辦
を
盟
む
。

第
離
、
' 猶
ゆ
名
方
两
^
向
ヤ
^

^

^

代

表

ず

る

ー

雜

誌

の

創

設

に

付

て

 

一
.一H
し
，な
け
れ
ぼ
.な
^
.な
^
:0
公
0
藤
關
'" 

雜
誌
#

持
た
.な

い
黨
派
'
0
存

在

し

得

ぎ

：
る
"
こ

ビ

は

諸

君
周
知
の
事
實
で
あ
る
。

其

故)

に
：菩

へ

々

は

六

月

迄

機

關

誌

發

行

：
 

の
_

^
に

刻

：る
、

樣

諧_

烬

專
'心

努

ガ

を

惜

じ

ぎ

る

ー

事

を

確

信

す

る

。

總

て

の

代
表

#

は

各

：
々

插

分

.
の

：
^

^

で
幾
部
部 

位

賣

捌

ぐ

事

が

出

來
4

か

綠

知
‘ら

ね

ば

：な

ら

ぬ

。

,最
.後
il
:、
鈕

織

宣

傻

の
'た
'冷
#
取

两

に

旅

：行

す

：を

代

表

者

を

：：任

命

し

な

け

れ

ば

な

0
f
f
い
o
齡

故

；|;
諸

者

«
、
蜀

尊 

や
象

巧
デ
^

^
ィ

つ

た

入

々

0>
中

、

諸

君0
知
：れ
：
る

婢
. 

名

住

所

を

；ば

諸

君

の

ft
表

教

に

勃6
せ

ぞ
.置
；.い
：
て«
ひ

度
：
$

に
咖
じ.：て

必

襄

な

訓

俞

は

、

.
諸

逭
0
代

表
#
ま
で
：
傅̂
て
：.置

場

て

：頂

き

度
^
^

こ
0
中

、
•—
•

「

、11
、

四
、-五
は̂

^ ̂

\

ス■
0

^

«巧
添
ー
ふ
て
提
出
;§
#

^
も

の
1?
べ
あ
る!0
-
 

'
次

：
は
：
最
^

重

要

な”る
：：は

、
：

’前

囘
^
寘
^̂

支

部

が

慠

重.に
#
慮

せ

ん

事

を

求

：め

だ

_
.で

あ
0
,
气

辟

を

喪

求

：し
.た
。
新
提
出
め
問
題
■
前
_
同
様
a
問
が

 ̂

.

丨

'

-
.
:

31
汐
社
食
主
義
€

は
何
.
か
、
そ
し
て
«

膚
主
.
«

者
は
何
.
を
.欲
す
る
か 

へ
，

''.
-
:
:
:” 

.

.

三
> 
共
產
II
:
會
U
如
何
：な
る
方
法
に
依
：れ
ば
、
最
も
迅
速
に
且
つ
最
も
容
易
に
掰

、ら

され
#

る
か』

.
'(6
>

而
し
て
同
盟
本
部
良
ら
.此fr

丽(

に
對
(>
>
手
引
^
し
て
次9.

如
％
說
：明
を
施
し
て
ゐ
る
。
 

.

.

.
♦

『

共

產

主

義

ヒ

は
一
個
の
體
系
で
あ
る
。

#
れ
に
依
'れ
：ば
：地.上

は

萬

人

，の
、
共

有

財

货

ャ

あ

ぅ

、

五
！！

人

は

其

能

：
力

：に

應

.：
 

じ
て
勞
働
レ
、.
^
!迤
5

%「

前
じ
で
#
人

は

其

力

量

は

應
e
て

享

樂

：
し

、

消

費

す

可

参

：も
：の

.で
あ
る
。
共
產
虫
義
考 

は
總
て
め
杏
き
社
會
組
織
を
酿
殽
し
て
、
其
の
代
'!
);
に
全
く
新
な
る
社
會
.鈕
織
：を
建
設
'せ
ん
斟
を
欲
す
る
。

社
#
主

義

：は̂

名
稱
を
H
社
會
に
關
す
る」

：
ど 
一

R

ふ
意
味
の
羅
甸
親：：Knsocialls -

に
仰
ぐ
も
の
で
あ
つ
て
、

咪 

に

其

名

稱

の

示

す如
ぐ
>
社
會
の
編
制
や
、
人
名
入
せ
の
關
係
を
取
&

ふ
も
の
で
め
る
。
然
し
そ
れ
は
決
し
て
新
し 

き

制

度

を

計

德

：

^
や
31
£
す

る

も

の

：
で

は

：無

？

、
：
淇

仕

事

は

主

.ビ

し

；
て

舊

い

碰

物
.を

修
_

し
>
:
:時

：の

經

過

に

依

て

生 

じ
/2
罅

隙

を

涣

り

阳

芨

集

今

隱

蔽

&
货

珑

は

精

々

ブ

タ

工

千

主

義

，者

の

如

ぐ

古

く

朽

果

，て
：た

.資

本
.芩

呼

ば

杜

：名»

_
 

の
上
に
新
な
る
建
物
を
築
か
ぅ
€
す
る
に
在
る
。
か
く
見
れ
ば

"
監
獄
建
築
屋
"
改
设
建
築
家
"
發
_
家
>
細
民
長 

屋
、
建
築
屋
、
.施

療

病

院

雖

築&
、
# '
堂

建

築

屋4
悉

ぐ
»:
會

，主

義

者

め

申

に

■

斤
入
れ
る
•
が
出
*

^

0
,
.

tt
會

rf
e
. 

義
な
ゐ
言
葉
は
圈
ゥ
決
^

て
明
確
な
概
念
を
表
明
f
も
.卷S

*

ば
な
ぐ
4
因
循
姑
a
を
缸
臥
-?
る
も
の
で
あ

.

.る
か
.ら 

好
冷
で
手
を
出
^
度
^

る
が
實
行
の
®
氣
を
持
合
せ
な
‘
.い
淺
：挪

役

劣

導

や

、

.愛
の
陶
醉
渚
楚
が
其
旗
下
に
集
つ
て
、 

最

皁

如

、

る

古

建

築

を

修

鑰

：し

な

い

で

峑

；

^

€

る
建
®

打
建
そ
樣
.ど
す
る
共
產
主
義
漭
達
を
篤
倒
ず
る
許
然
じ 

乍
ら
.
断

：
に

全

、
ぐ

朽

集

て

授

社

^
^
 ̂

糊

塗

す

：
る

こ

ビ

.
が

時

間

空

費

：
で

.

あ
.る
事
.《
:>
>
1
1物
の
分
つ
た
人
間
の 

gl
i

A
も
蓉
篇H

認
め
る
»

で

あ

も

令

。

そ
：れ

故

招

共

虛

生

義

な

4

»
葉

を
.擧

守

じ
^̂

笫
ニ
十
二
卷.

(
一

三
^

r

ル
t

.ス
ム
前
史
 

雄
1
號

.

U

S

.

:



f
 

2 

1

 

 ̂

第
一
ン
 

一
I
 

*
が
；
：'怒̂

|:
集
^
る

S

*

を
料
合
す
る
#

が
必
恶
で
‘6
る
ひ
最
近
屢
2
耳
に
す
る
所
で
あ
る
が
、
共
廉
上
義
ど
It 

I

t

2

6

^

5

1.

の
；も
の
で
あ
る
、
ガ
か
ら
多
ぐ
の
.淺
蒲
な
石
思
想
家
達
か
.ら
何
攻
雜
さ
れ
る
共
®
主 

義
者
名
云
ふ
名
稱
を
社
會
龙
義
者
な
る
名
稱
に
代
へ
た
方
が
ょ
い
で
は
な
い
か
ビ
耍
求
さ
れ
.て
も
、
飪
々
は
^
し
ぃ
て 

沈
«
し
て
な
6
ぬ
、
飽
ィ
'ま
で
も
か
>-
る
無
意
義
'0
主
.張
に
：反
、麟
^
な
け
れ
ば
な
ら
な
_い
9 

'::
.共
廉
社
會
の
：導
入
に
圓
し
て
主
喪
問
；題
は
、
共

靡

#
は
ft
ち
に
'持
ち
來
さ
、.れ
得
る
.か
，或
は
一
?
の
！
 

W

I

.
 

め
セ
此
細
：間
に
先
.づ
.民
，
衆

を

敎

育

し

な

；け

れ

ば

_な
右
な
.い
，‘か
、
そ
し
て
何
時
、
' 如
何
な
る
期
間
此
過
渡
期
，は
•致
く
こ 

e
.に
：な
.る
：で
.あ
&
ぅ
か
、
' ハ

,

:

;i
第
.ニ
に
.
>
.か：
,>
卷

>>
產
社
會
絲
大
规
模
ほ
持
も
來
さ
れ
 ̂

Aか
、
そ
し
；
て

そ

ぅ

し

双

け

れ

ぱ

、な

ら

ぬ
か
、 

或
は〔

先
ダ
小
規
模
0
試
を
企
ゴ
徐
忮
机
ば
海
ら
な
い
.か
、
：：
此

祉

會

を

持

ち

來

す

.に

.は
雾
を
用
ぶ
可
き
か
或
«
變
革

は
^
和
：§
^

^
を
^
て
'行
说
れ
ね
け
れ
ば
な
:6
な
い
か
0

(̂7
)

'

:

.

: 

.

...............

:

而
ム
t
此
3
間
_

露
四
；為
¥

:

.

:

f 

^
 

へ

六
«

ブ
日
0
太
會
1̂
#
部
0
共
逄
主
義
信
仰
告
©
燊

X
し
て
提
出
^

れ

る

に

至

つ

た

.
^
共

に
 

>
'

皰
^
述
：べ
./2
如
く
エ

. 

ン
：
ゲ

^

^
が
1

叢
虫

_
原
理
；|
め
11
2

^
案
を
^

^
も
の
で
あ
る
。 

,

-.
 

?■:
.
 

'
.
.
. 

: 

■ . 
.
-
i
: 

. 

-' 
r 

.

.

.

. 

' 'ぃ
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; 

,
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; 
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'

>;
- 

!
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■
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■
■
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■ 
■ 

■

痛
莫
、
ダ
，
ク
ス
，
エ
ン
ゲ
ル

.ス
の
：加

盟

：は
.必
ず
し
七
同
盟
祀
伏
葙
^
る
總
ゆ
る
举
想
主
義
：

Q
.
1

掃
的
條
去
を
葸 

味
す
名
も
の
:1
?
は
：な

;̂
ト
從
て
直
ち
に
同
^
の
マ
,
ク
シ 

'ス.ム
遵
奉
，を
意
味
す
る
S
0
で
は
無
い
事
は
一
\
四
七
年 

九
月
シ
ッ

.パ
-
/
の
筆
に
成
れ
：る
同
趿
機
-»
誌
门
典
產
主
義
新
報
し
校
11
:
-
»の
如
實
に
ハ
小
す
所
で
ぁ
る
0

マ
レ
ク
シ
ズ
ム

.(
?
>勝

利

は「

典

產

黨

宣

言

」

の

出

版

を

俟

た

な

け

：れ

ば

な

ら

な

い

。

 

_

(

1)

^
^

ぽ̂
^

^
作*-
!

W 目d

 des 

K
o
m
m
u
a
i
s
t
s
.

 

N
e
u
e

 

Zeit 

2
9
. 

J
a
H
r
g
.
v
B
d
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S- 

66.

此
點
|1
關
し
て
は
？-ヤ
ザ
ノ
フ(

其
著「

マ
少
ク
ス
、：
ラ
ソ
ゲ
>
ス」)

の
興
論
め
り
？

正
義
港
同
盟
が
マ
ル
グ
ス
如
盟
‘
泐
誘
し
れ
時
、焚

！.1

マ
ゲ
ク
ス
其
人
の
發
意
に
趄
く
組
織
が
旣
U
倫
敎
•フ
リ
ユ
、ソ

セ

V

、
巴
瓜
に
伤
在
し
て 

ゐ
れW

い
ふ
彼
の
主
張
は
全
く
正
し
い
が
、
モ
ォ
ル
が
マ
少
ク
ス
加
服
勸
誘
1
1ブ
リ
ユ
夕
セ
シ
！
1
來
?:
の
は
旣1
1
在̂
し
な.い「
正
義
卷̂
盟
し4 

代
表
し?:
の
で
な
く
し
て
倫
敦
典
產
主
義
通
信
委
货
會

^
代
表
し
た0:
で
、

マ;̂
ク
ス
0
同
盟
0
關
係
は
受
動
的
で
^
く
横
極
的
で
ぁ
る

W

い
つ 

て
、
プ
V
ト
ン
宛
マ
7y
ク
ス
の#
简
1-
典
據
を
置.い
<
ゐ
る
が
、
之
は
一
應
尤
ふ
ら
し
.
い

解

輝

で

は

ぁ

る

が

離

宽

、

粜

强

附

會

の

譏

^

免
か
れ
な 

い
ミ
思
ふ
？
成
程
乇
ォ
か
持
參
の
委
任
狀
に
ゼ
篇
通
信
委
^
脅
ミ
^
る
が
、
之
.は
.：マ

化

ク

 ̂

?
 

^
.
-
0 

€
M
. 

ふ
。
正
籤
希
同
胤
は
決
比
ヤ
消
诚
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
の
み
か
却
て
此
尚
盟
が
マ
ィ
ャ
ァ
の
示
す
様

|1
彼
等
の
委
煺
1
1ょ
り
1
八
四
五
印
S
以 

來
通
信
裘
货
會
の
英
國
代
理
^
行
つ
て
ゐ
た
に
過
^
な
か
つ
p
o
代
理
は
代
理
で
ぁ
つ
て
同

M
の
自
已M

M、
マ

/y
ク
ス
、
ュ
ソ
ゲ
ル
ス
ビ
の
 ̂

1
か
意
味
す
る
の
で
は
な
い
の
で
が
る

0.
取
$:
:モ
太
少
は
正
義
者
同
盟

0
.代
爽
ミ
し
て
浓?:
の
で
ぁ
る0 

へ2) 
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史
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笫

ニ

十

二

卷
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三
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マv

ク
シ
ズ
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前
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解
i
. 

I
n
c

 

.
木

稿

は

拙

稿

，

『「

典
.

I宣
首J

前
史
の1

獅』

の
總
馏
4
な
す
む
の
で
ぁ
つ
て
、
疋
義
洛
同
盟
の
成
立
ょ
り
、
マ
ル
ク
ス
、
a
ゾ
ゲ
レ
ス
の 

か
讯
ま
て
の
史
机
み
取
极
つ
れ
む
の

T
め

る

。

一
初
め
北
ハ
质
邀
誉
の
.

出
版
ま
で
敍
述
す
る
賴
り
で
ぁ
つ
れ
が
、
賊
に
豫
觉
の
紙
；f

超
垃
し
た
の 

で
此
の
部
分
は
他
=
|-
削
愛
マ
る
。

本

稿

晶

；’间
題
を
取
扱
つ
?:
我
國
文
献
|;
嘉
治
輯
5
.の
論
文
ノ(

義

|「

社
會
思
想」

、
大
.
f

s-
'

第

I

f
 

^

s

o
筆
考
の
參
考 

4>
仰
，い
だ
所
が
少
く
は
な
か
つ
た
が
、
餘
リ
じ
グ
ルf{. v

r

 A

仁
の
研
究
に
忠
焚
で
ゎ
る
様
に
思
は
れ
名
。

:

. 

(
1

九
ニ
七
、

1
1
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1
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玆
に
#'
究
顿
む
を
欲
す
る
も
0.
は

、『

古

事

記

：
1
及
.

6

3本
書
«:』

が

橄

き

殘

》

於
げ
る
經
濟
生
活
办
翁
臌
鉍
椎
定
す
る
事
ほ
關
聯
し
て
、的
當
時
の
.人
.々

は
.、

果

し

て.如

何

な

る$

M

0

3

M
 

し

て
そ
0

制

度

：
の
：
：
下

に

，
如

何

な

か
鑛

濟

關

係

：
を

：
結

む

：

F

礙
つ
な
か
ー
迄
い
：
ふ
：
，

ト
迄H

就
：:T
i
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